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序

荒屋遺跡は、信濃川と魚野川の合流点を眼下に見下ろす地にあ り、後期旧石器時代終末

期の遺跡であ ります。この後期旧石器時代の終末期は長 く続いた氷河期 も終わりに近づき、

縄文時代の幕開けを間近にひかえた始動の時代であ ります。荒屋遺跡はこの時代を特徴づ

ける荒屋型彫刻刀の標識遺跡として我が国のみならず海外でも広 く知られてお り、この時

代の研究を進める上で欠 くことのできない重要な遺跡であります。

過去 4次 にわたり発掘調査が行われ、第 1次調査は1958年 に芹沢長介氏によって、更に

2次、 3次の調査が1988年、1989年 に東北大学考古学研究室によって実施されました。そ

の後、2001年 の第 4次調査において、それまでの調査結果を踏まえ、遺跡の範囲を確認す

るための調査を実施 し、遺跡の範囲がほぼ明らかになったところであります。

4次の調査をとお して、荒屋遺跡は遺構、遺物 とも我が国の旧石器時代では屈指の内容

を持った極めて重要な遺跡 として解明され、更に日本の旧石器時代の遺跡を代表するもの

として、これまで学会で高 く評価されました。

この先人の残 した貴重な遺産を保存・活用 して、後世に伝えることは、荒屋遺跡が残さ

れた地に生活 している私たちの責務であると考えてお ります。

こうした中で、本年度新潟県教育委員会の指導、助言をいただき「荒屋遺跡」を国の指

定史跡のうえ保護活用を図ることが適当と考え、申請いたしたところであります。

この報告書は、 2次 3次発掘調査の成果を詳細に分析 し、今回最終報告 としてまとめ上

げられたものであ ります。町といたしましては、これまでの多 くの成果を生か し、一層の

荒屋遺跡の保存 。活用に努め、町の文化行政に資する所存であ ります。また、この成果が

遠い私たちの祖先の生活の営みを明らかにするための資料 として広 く活用され、遺跡に対

する理解を深める契機 となれば幸いであります。

この度の報告書の刊行にあたりまして多大なご協力を賜 りました東北大学名誉教授芹沢

長介先生、東北大学教授須藤隆先生をはじめ、東北大学考古学研究室に心より感謝の意を

表 します。

川口町長  星  野  和  久



1957年 10月 2日 、新潟県小出町から上京された井口通泰 。星野芳郎両氏から、同県北魚

沼郡川口町荒屋の畑地から採集されたという石器と石片を提示された。頁岩で作 られたそ

れらの資料には細石刃と彫刻刀が含まれてお り、 しかもその彫刻刀はそれまでに実見 した

ことがないような、特殊な形態を有 していた。是非現地を見たいと思ったので、両氏にお

願いして同月19日 に荒屋へ案内して戴いた。小雨の中、はじめて荒屋の土を踏み、若干の

石器・石片を採集 した。遺跡の保存 も良好 と思われたので発掘調査 を計画 し、翌1958年 4

月29日 から5月 5日 までの 7日 間、荒屋遺跡の第 1次発掘調査を行つた。その結果として、

それまで知られていなかった特殊な細石刃文化の存在が明らかになり、翌年「新潟県荒屋

遺跡における細石刃文化 と荒屋型彫刻刀について (予報)」 という論文を発表 した (芹沢

1959)。

それから30年後の1988年 になって、東北大学考古学研究室の事業 として再び荒屋遺跡の

発掘が計画され、同年 8月 16日 から9月 10日 まで第 2次発掘調査、1989年 7月 20日 から 8

月13日 まで第 3次発掘調査が行われた。このたびの報告書はこのような第 2次・第 3次の

調査結果をまとめたものであり、第 1次発掘いらい32年 にして、ようや く荒屋遺跡の全貌

が明らかとなったと謂つてよいであろう。

荒屋遺跡の石器文化は、約14,000年 前に日本列島の北東部に発達 した旧石器時代末期の

文化である。また荒屋から1,000点以上発見されている荒屋型彫刻刀の分布は、北海道から

サハ リン、さらには沿海州からシベリアのバイカル湖周辺、さらに中国北東部に達する広

大な分布を持ってお り、アリューシヤン・アラスカにまで伸びていることが明らかになっ

てきている。東北アジア旧石器時代終末期文化の流れ、あるいは日本民族の由来について

の重要な資料になると考えてよい。

第 2次および第 3次発掘調査から報告書の出版までには、東北大学考古学研究室の教官

諸氏および学生諸君の15年 間にわたる努力の積み重ねがあったことを銘記すると共に、川

口町前町長青柳弘氏、町長星野和久氏はじめ同町教育委員会の方々の暖かい御支援にたい

して深い感謝の念を表するものである。

東北福祉大学芹沢鐘介美術工芸館長

東北大学名誉教授

芹 沢 長 介
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伊J

1 本書は、新潟県北魚沼郡川口町荒屋所在荒屋遺跡の第 2・ 3次発掘調査研究報告書である。

2 調査主体は、川口町教育委員会、調査担当者は東北大学名誉教授 。東北福祉大学教授 芹沢長介、東北大学

文学部教授 須藤 隆である。芹沢、須藤の指導のもとに会田容弘が中心となって、東北大学考古学研究室構

成員の協力を得て、調査を実施 した。第 2次調査は1988年 8月 16日 から9月 10日 、第 3次調査は1989年 7月 20

日から8月 13日 まで行われた。

3 この調査を実施するにあたり、調査担当者と川口町町長 青柳 弘氏、教育長 桜井文夫氏をはじめ、川口

町教育委員会の方々と綿密な協議を行つた。

4 遺物の整理 。分析は、芹沢、須藤の指導のもとに、会田容弘、鹿又喜隆が主としてあたり、桜井美枝、沢田

敦、仙庭伸久、河西健二、白井太郎、三好秀樹、津島秀章、鈴木宏行、伊藤典子、西井亨、池谷考史、神田和

彦、関敦司が協力 した。

5 本報告書は、芹沢、須藤が編集 し、作図・レイアウトなどを鹿又が担当した。本文の執筆は、序章と7章 3・

4節 を芹沢、 1章 と7章 2節 を須藤、2章 と4章 3～ 5節、 5章、7章 1節 を鹿又、3章 を須藤 。会田・鹿又、

4章 1・ 2節 を須藤・鹿又、 8章 を芹沢・須藤 。鹿又が担当した。執筆の最終段階では、芹沢、須藤、鹿又が

十分に協議 した。

6 本書の石器の縮尺は、第82～ 112図 版、第122図 版接合 8～ 10、 第124図版、第125図 版接合22～ 24を 160%、

第120図版を50%、 その他の図版を80%に した。また、( )内の数字は遺物の登録番号を示している。図版 レ

イアウトは、遺構、包含層 3a～ 4c層、表土層・漸移層 。撹乱出土資料の順で行った。

7 調査区は 2× 2mを グリッドとし、遺物はそれを4分割 した小グリッド (南西 1ぽ をa、 南東 1イ をb、 北西 1

イをc、 北東 1イ をdと する、下図の通り)で取 り上げている。

8 第 1次調査 (1958年 )の写真は芹沢が撮影 したものである。

9 第 2・ 3次調査の写真は主として須藤が担当した。

10 遺物の写真撮影は、芹沢の指導のもとに、鹿又が担当した。

H 英文要旨は芹沢、須藤、鹿又が担当し、Peeter Breed、 阿子島 香が校正 した。

12 2,500分の 1の地形図 (第 3図版)は 、川口町が昭和62年 に作成 した測量図である。荒屋遺跡地形図 (第 4図

版)は平成13年 に川口町教育委員会が主体となって行つた荒屋遺跡第 4次調査において作成 した図面に一部加

筆 したものである。

13 14c年 代測定を北川浩之氏 (国 際日本文化研究センター)に、テフラの分析を (株)パ リノサーベイに、樹種同

定を鈴木三男氏 (東北大学大学院理学研究科附属植物園館長)に 、炭化種実の同定を吉川純子氏 (古代の

森研究舎)に依頼 し、第 6章の執筆を担当して頂いた。

i4 出土石器の観察表はCD―ROMに 入力 した。

口
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土早

日本に細石刃文化があったのではないかという問題は、1935年 に発表された八幡一郎の「北海道の細石器」に

よって提起された。1934年、東京大学理学部人類学教室の標本を整理していた八幡は、「十勝オビヒロのアイヌ

の所持セルもの」と記された函の中に47片 の大小石器と石屑が入つていたのを見つけた。それらを仔細に検討し

てみると、第1.1図 のように黒曜石製の「細石器」が混じつていることに気づいた。この資料は、北海道出身の

東京大学医学部学生和田個がはじめ小金井良精の研究室に寄贈したのだが、のちに坪井正五郎がそれを見て興味

をおぼえ、人類学教室にもらいうけたものであったという。47点 の資料中には、黒曜石製の大型石刃と高さ7 cm

の筒状の石刃核も認められた。坪井はアイヌが髭剃りに用いたものかもしれぬという感想を洩らしたという。八

幡はこの報文の中で、「之等の石刃は、石材こそ異なれ、蒙古地方の石刃との間に驚くべき類似を有する。」「之

等の細石器が土器を初め如何なる種類の遺物と随伴するかの研究も並行して行はれねばならないであろう。」と

結んでいる (八幡 1935a)。

それから2ヶ 月後の同年 5月 、「日本の石器時代と細石器の問題」という論文が発表された (八幡 1935b)。 細

石器は蒙古からシベリア、さらにカムチャッカ半島に発見されているのだが、最近になって北海道の十勝アイヌ

が所持していた資料中に細石器のあることが明らかにされた。これらが発掘品かアイヌの現用品かについて詮索

しなければならないが、北海道産の黒曜石で作られていること、さらに北海道では他に2～ 3の石核が発見され

ている事実も判明した。このような細石器の問題を追求することにより、日本と大陸の文化的交渉を明らかにす

ることができるであろう、と結んだ。

さらに翌年になると「信州諏訪湖底『曽根』の石器時代遺跡」(八幡 1936)が発表され、諏訪湖の曽根から引

き上げられた資料の中には、黒曜石製の細石器と思われるものが多く認められ、しかもそれらと共に薄手の爪形

文土器破片が発見されるというのであった (第 1.2図 )。 しかもその当時に日本最古の土器と考えられていた楕円

捺型文土器の破片も発見されていたので、爪形文土器もまた同じような古さを持つものであろうと結んだのであ

った。

ところが、当時の日本考古学界には、八幡説に賛意を表する研究者はほとんど居らず、同じ編年学派の山内清

男 (1926)は 、「僕はラーム (石刃)の 問題については非常に警戒している。自分の掘った古い土器に伴ふ石器に

はそういうものが全くない。」と批判した。その考えかたは1960年 になっても変わらず、福井洞穴第 2・ 3層 の

細石刃は石器ではなく、単なるかんな屑にすぎない、と言われていた。また、岩宿遺跡発見直後になってこのよ

うな問題をとりあげた渡邊仁 (1950)は 、曽根の所謂石刃はラームとは似て非なるものであり、本格的な蒙古型

の細石刃の分布は東アジアの大陸と日本列島をふくめて、北緯40度以南には認められない、とする論文を発表し

た (第 1.3図 )。 ところがそれから僅か 3年後の1953年 12月 末、芹沢と由井茂也は長野県南佐久郡南牧村野辺山の

矢出川から、全く疑いのない細石刃と細石刃核を発見することができたのであった (芹沢・由井 1998)。 しかもこ

の細石刃文化は、ローム層最上部に包含されていて、土器片を全く伴出しないという事実も明らかになり、した

がってこれは旧石器時代末期の文化であるということが明確になった。なお、諏訪湖底曽根の爪形文土器と同じ
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第 1.1図  北海道の細石器 (八幡 1935a)

Fig。 1.1.  Microliths froln Hokkaido.

ものは、1960年 になって長崎県福井洞穴第 2層 中から多量の

細石刃 。細石刃核と共に発掘され、約H,000年 前のものであ

ることが明らかになった。昭和H年当時における八幡の先見

性は高 く評価されてよいであろう。

八幡一郎によって細石器問題が提起された1935年 の当時に

おいて、芹沢は旧制中学 3年生であったが、その前年あたり

から八幡の学風に惹かれて東京大学の人類学教室や御自宅に

出入 りし、石器時代についての教えを乞うていた。石器につ

いての人幡の歯切れのよい論文、緻密 。明瞭 。正確な石器の

実測図に芹沢は傾倒 していた。当時の日本考古学界において、

八幡論文に掲載された石器実測図に匹敵できるものは見られ

なかった。芹沢が生涯を石器研究に捧げようと考えるに至っ

た理由は、中学時代にあっての人幡のつよい影響にあったと

考えている。また、八幡が1935年 に問題提起 した細石器問題

を19年 目に決着させた芹沢の最初の発掘が、八幡の出身地で

ある長野県の矢出川遺跡においてであったことも、偶然のこ

ととは思えないのである。

1957年 秋、新潟県北魚沼郡川口町荒屋から採集されたとい

う数点の石器と石片を星野芳郎・井口通泰から芹沢は提示さ
8

れ、意見を求められた。それらが細石刃文化に属することは

明らかであったが、長野県矢出川の資料とは異なる性格を持

つのではないかと考えられた。そこで翌1958年 4月 29日 から

5月 5日 までの 7日 間、第 1次発掘調査をおこなった (芹沢

1959)。 その当時、長岡博物館の中村孝三郎は、縄文時代の

遺跡から出土する細かい剥片を細石器であると誤認 し、同博

物館に陳列 してあつた。芹沢はそのような情勢を顧みて、本

馘 薇 、 1

´

第 1.2図  諏訪湖底 曽根の石刃 (八幡 1986)

Fig.1.2. Blades from Sone.
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物の細石刃文化を明らかにする必要を痛感 したのであつた。文化庁への発掘届は、芹沢長介個人の名前で提出し

た。麻生優・戸沢充則 。鈴木重美 。野村崇 。堀江良雄 (い ずれも明治大学生)、 小林達雄 (國學院大学生)。 相沢忠洋

らが発掘作業に従事 した。その他には、鎌木義昌 。加藤稔 。井口通泰 。星野芳郎 。中村孝三郎らが見学に訪れた。

なお、十日町高等学校生徒 9名 が 5月 3日 に現地へ来て発掘に参加 した。発掘届には、出土 した資料は明治大学

考古学研究室において整理研究すると記 したので、現在でも大部分の資料は明治大学に保管されている。

第 1次発掘調査によつて出土 した資料は次のごとくであった。

1.細石刃 682

2.ビ ュアリン・スポール      H42

ィ笙な"9

3.彫亥J刀 425



章序

4.尖頭器

5。 鏃形石器 (エ ンド・プレイド)

6.錐

7.チ ョッパー

8.ス クレイパー

9。 使用痕ある剥片

10.舟底形細石刃核

H。 扁平石核

12.石刃

計

であつた。

7

4

2

6

11

45

51

1

2

2378

このような出土資料を見ると、細石刃は細長い舟底形の細

石刃核から剥離されており、また特殊な彫刻刀を多量に伴出  Fig.1.3.

する事実が明らかになった。このような細石刃文化は、半円

△古石器時代終末 ×新石器時代以降

第 1.3図  北東亜細亜に於ける細石刃連続割裂技術

の分布 (渡辺 1950).

Microblade removal technique in

northeast Asia.

錐形細石刃核を特色とする矢出川文化とは大きく異なった内容を持っていること、さらに荒屋文化と矢出川文化

とは日本列島の北東部と南西部とに分布地域を異にするという事実も明らかになった。さらに又、荒屋から多数

出土 した彫刻刀一荒屋型彫刻刀は、中部地方から北海道までの北東日本に分布するだけではなく、サハリンから

シベリア、さらにアリューシャン・アラスカに至る広大な地域に広がつている事実も判明した。なお、荒屋型彫

刻刀の分布については、第 7章第 4節 に詳 しく述べることにする。

それから3年後の1960年 夏、芹沢 。鎌木は長崎県北松浦郡吉井町にある福井洞穴の発掘を行い、第 3層 および

第 2層 から矢出川あるいは荒屋の細石刃文化とは全 く異なる第 3の細石刃文化の存在を明らかにした (鎌木・芹

沢 1965)。 福井第 2・ 3層 の細石刃は見事な両面加工の細石刃核を持ち、しかも第 3層 からは隆線文土器、第 2

層からは爪形文土器を伴出したのである。



第 1章 荒屋遺跡第 203次調査の目的と方法

荒屋遺跡は、1958年 の春、芹沢長介 (東北大学名誉教授、東北福祉大学芹沢鐘介美術工芸館館長)に よって調査され

た。この第 1次調査において、多数の細石刃、荒屋型彫刻刀、彫刻刀スポール、スクレイパー、舟底形細石刃核、

エンドブレイド、石錐、チヨッパーなどの石器群が出土し、日本における細石刃文化の石器組成、細石刃製作技

術の研究が軌道にのった。ことに細石刃製作技術を理解する手掛かりとなる細石刃核が多数出土したことで、そ

の技術的解明を進める契機となった。また、石器組成においても極めて特徴的な形態をもつ彫刻刀が多数出土し、

「荒屋型彫刻刀」の型式名が与えられた。この細石刃 。細石刃核、そして荒屋型彫刻刀については、その後の芹

沢を中心とする旧石器研究 。調査によって、東日本、北海道などにひろく分布し、さらにロシアに及ぶことが明

らかにされ、本遺跡が日本の細石刃文化 。社会の歴史を追求するうえできわめて重要な遺跡であることが周知さ

れるようになった。

第 1次調査で、特筆すべき成果のひとつに、細石刃、舟底形細石刃核、彫刻刀、彫刻刀スポールなど多数の遺

物を出土した包含層が覆う下層の硬砂質土層に深く掘り込まれた土墳の発見がある。旧石器時代における遺構と

して注目され、その性格が検討された。芹沢はこの遺構の存在と石器分布密度が極めて高い点、石器が定型化し、

それぞれの量が多い点などから、この遺跡で「住居」なども営まれていた可能性があると指摘 している (芹沢

1959)。 こうした第 1次調査の成果から、本遺跡の重要性が広く認識されるに至った。

東北大学考古学研究室は、1988年 と89年 に、芹沢の指導のもとに、荒屋遺跡の遺跡構造、性格、遺構の性格、

分布状況、遺物の包含状況、遺構との関係、石器組成、細石刃製作技術、荒屋型彫刻刀の機能 。用途、その製作

技術など、様々な課題を解明するために、本遺跡の発掘調査を計画し、調査に取り組んだ。

東北大学考古学研究室では、1980年 頃から、貝塚の調査、集落遺跡の調査研究に継続的に取り組み、特に包含

層、住居跡などの遺構の精緻な層位的調査を積み重ね、その調査方法についての研究にも重点をおいていた。こ

うした遺跡の調査において、多量に出土する土器 。石器などの遺物、動物遺存体、炭化種子類などの微細遺物の

サンプリング法を検討し、フイールドで様々な取り組み方を工夫し、実践してきた。特に微妙な堆積層の認定、

多量の遺物の採集法、その分布、認定記録法の確立などが重要な課題となった。1985年 から89年 にかけて実施し

た宮城県田尻町中沢目貝塚、岩手県玉山村前田縄文集落遺跡などの調査において、継続的に包含層、堆積層、遺

構の悉皆調査を行い、調査方法を検討してきた。

こうして確立した調査法を踏まえ、1988年 に、荒屋遺跡の発掘調査計画をたて、第 2次調査に取り組んだ。特

に京都大学埋文調査室が開発したコンピュータ遺物登録システムを借用して多量の遺物を迅速に登録すること

で、調査面を傷めずに堆積層の精査、遺構の検出を効率的に行うことができた。

荒屋遺跡第 2次調査では、第 1次調査の発掘区を確認し、旧発掘区の南半を再発掘した。これを基準として東

西約 8m、 南北10mの発掘区域を設定し、層位的に精査した。また、第 1次調査で発見された土墳の精査を2次

調査における重点目的とした。その結果、第 2次調査では、旧発掘区の10区のうち7区 を確認し、さらにこれを

含めて、発掘区全体を精査し、遺構の分布、重複状況の検出に努めた。そして、土墳 1基を全体的に精査するこ

4



第 1章 荒屋遺跡第 2・ 3次調査の目的と方法

とができた。

第 2次調査では、表土下に 2枚の包含層のひろが りを確認 し、多量の細石刃、荒屋型彫刻刀、彫刻刀スポール

とともに舟底形細石刃核、細石刃核母型などが出土 した。遺物包含層の下には硬い砂層が広がつており、この砂

層を掘 り込んだ遺構が発掘区中央部を東西にのびていることが確認された。

第 2次調査では、精査で検出した遺物は、全て トータルステーションで水平位置、垂直位置を計測し、コンピ

ュータ登録 した。発掘 した土壌については、乾燥状態で全て小グリット毎に 3 11ullの 金属飾にかけ、剥片・チップ

類などの遺物チェックと採集を行った。土壌の採集は、 2m発掘区を 4等分 した lmグ リットを基準とした。 し

たがって、発掘遺物には測量登録遺物と土壌採集遺物の 2種がある。また、第 1次調査で発見された土坂に関し

ては、その性格を検討するため、層位的に精査 し、土壌を全て 3 11ull金 属飾で水洗 し、石器、剥片、チップ、炭化

物などの検出に努めた。第 2次調査では、20日 間の調査で、包含層の精査を完了し、多数の遺構の広がりと分布

を確認 して終了した。

1989年 の第 3次調査は、第 2次調査に継続 し、遺構の精査に取 り組んだ。調査の方法、飾での遺物の採集は、

2次調査 と同じ方法で進めた。この調査では、発掘区のほぼ中央を幅 5mほ どのひろが りで東西に伸び、複雑な

重複関係をもつ遺構群の精査に集中した。第 2次調査で全体が明らかになった土墳01の東に、 6号、14号焼土堆

積土墳や、土墳、ビット群が複雑に重なりあつていた。遺物もこれらの遺構から多量に出土 した。発掘区中央に

東西ベル トを設け、堆積層の状態、遺構の重層関係を確認 しながら、遺構群の精査を慎重に進めた。そして、長

径2.32m、 幅0。 98m、 深さ0.78mを もつ土墳01の プランとその埋没状況、遺物包含状況を明らかにした。

さらに、発掘区中央に位置する 2基の大型焼土堆積土墳、発掘区の東倶1で遺構のほぼ半分が検出された隅丸方

形の竪穴住居状遺構については入念な精査を行った。 6号、14号焼土堆積土墳については、先後関係を充分に検

討 し、確認 した。

さらに、 6号、14号焼土堆積土墳では、炭化物を含む焼土層と灰白色の砂層 とが交互に薄 く堆積する状態を確

認 し、年代測定と樹種確認のための炭化物の採集を行つた後、土壌全てを採集 した。この土壌は、研究室におい

てフローテーシヨン装置にかけて水洗 し、 l lnlll飾 にかけ、炭化物など微細遺物の採集に努めた。

竪穴住居状遺構については、プランを確認 し、複雑に堆積 している埋土を層位的に掘 り下げ、遺物出土位置の

登録を京大登録システムで入念に進めた。埋土上部を取 り除いた時点で、ほぼ中央の東壁際で長さ105cm、 幅95

clllの小判型焼土遺構を検出した。その位置、検出状態、構造から炉跡の可能性が高いと判断した。

この焼土遺構は、14号焼土遺構、 6号焼土遺構と類似 し、遺構内の堆積層は灰白色砂質土と焼土層が交互に堆

積 している。 6号、14号 に比べ、小判形に整つており、浅い。その位置、堆積層の関係などから、竪穴状遺構と

炉状遺構は一体の構造と判断した。遺物が豊富に出土すること、竪穴状遺構を掘 り込む小土墳から荒屋型彫刻刀

など石器類がまとまって出土するなど、この遺構は、竪穴住居の可能性が高いと推定 した。

この竪穴住居状遺構は、灰白色砂層に掘 り込まれており、砂層そのものは比較的硬 くしまっているが、やはり

崩れやす く、遺構の重要性を考慮 して遺構保存のため、床面を覆う薄い黒褐色焼土層は掘 り下げなかった。その

ため、床面の構造、ビット、柱痕跡などの確認はできなかった。中央の整然とした形状の焼土遺構を「炉跡」 と

判断したこと、竪穴の形状とその規模、埋土の状態、14号焼土遺構との重複関係などから、住居跡の可能性の高

い遺構と推定 しているが、今後の調査による確認が必要である。



第 1.4図  現地説明会風景 (芹沢先生による説明)

Fig■ 4   Public site viewing at the Araya site

第 15図  土壌01断面剥ぎ取 り作業風景

Fig 1 5   Transcription of stratigraphy of pit 01.

3次調査では、01号土墳を新たに2次調査で確認した東半で底面まで層位的に精査した。発掘した土壌は全て

水洗飾にかけた。その結果、特に装身具類などの特殊な遺物は検出されなかった。出土した石器については、焼

土遺構、竪穴住居状遺構からの石器組成と比較検討することとした。土墳底部の堆積層に炭化物が含まれていた

ことから、その樹種同定、年代測定を依頼した。

このような調査で、豊富な資料が確保され、荒屋遺跡の特色を詳細に検討することてができるようになった。

調査後、研究室において、芹沢の指導のもとに、主として会田容弘、鹿又喜隆が中心となって、 9万点にのほ

る石器、剥片、チップの水洗、分類、属性登録、集計、多数の石器の図化、製図などの膨大な作業を進めた。ま

た、使用痕研究は、主に鹿又が担当し、彫刻刀、細石刃、スクレイパーなどについて詳細に検討した。写真撮影

は、芹沢の指導のもとに鹿又があたつた。作業を進める永い過程で考古学研究室の構成員の熱心な協力があつた。



第 2章 荒屋 遺跡 の概 要

第 1節 荒屋遺跡の位地 と立地

荒屋遺跡は、新潟県北魚沼郡川口町荒屋に所在 し (第 1～ 3図版)、 信濃川の右岸で魚野川が合流する段丘 (標

高86.573m)上 にある。魚野川河床 との比高は、約15mあ る。この信濃川 。魚野川合流点付近では、開析 と堆積

が繰 り返され、段丘が発達する。小千谷市から、川口町、津南町にかけて、段丘面の地理学的調査が詳細になさ

れている (新潟平野団体研究グループ 1979)。 その調査成果から、荒屋遺跡の立地する段丘は、更新世の最新期に

形成された段丘と推定され、津南地域では正面段丘面、十日町左岸地域では下原 I段丘 。下原Ⅱ段丘面、小千谷

南部地域では塩殿段丘面に相当する。本遺跡の火山灰分析によって、この段丘の形成時期がAT降灰 (約 2.5万年

前)以後、As― K降灰 (約 1.3万年前)以前であることが確認された。荒屋遺跡の所在する西川口地区には、 7段

の段丘が形成されており、荒屋遺跡は、それらの段丘のうち、第 5段丘面に立地する (川 口町教育委員会 1988)。

段丘崖線の方向や遺跡南西の残丘の存在から、荒屋遺跡が立地する場所は、当時の河川合流点付近に広がる三角

州であつた可能性が指摘されている (川 口町教育員会 前掲)。

第 2節 自 然 環 境

更新世末の22,000年 から14,000年前は、世界的に寒冷化が進んだ時期と推定されている。また、アフリカ、ユー

ラシア大陸で広 く石器が小型化する時期でもある。この小型化 した石器群のうち、細石刃石器群は、東北アジア

地域に広が り、最も広範囲に分布 している。こうした気候変動により、人々は南方に移動 したものと推定されて

いる (安 田 1995)。 この寒冷期の中でも20,000年 前頃が最も寒冷であり、海面も最も低下 し、現在の海水準より

100m低いところまで陸地であつたとされている (森脇 1995)。 日本列島は現在の1.5倍 の広さになり、瀬戸内海

は干上が り、大きな川となっていた。また、九州と朝鮮はほとんど繋がっていたが、この当時でも津軽海峡や対

馬海峡は陸地化 しなかったと推定されている (多 田 1995)。 13,000年前頃になると、地球の気候は激変 し、温暖

湿潤化が進む。この気候変化は、旧石器時代人の食料資源となった大型哺乳動物の生息環境を悪化させたとされ

る。このような気候変化が細石刃石器群を使用 した集団の生活に大きく影響 したと推定されている。動物相をみ

てみると、20,000年前頃には、日本列島北端の宗谷海峡や間宮海峡は陸となり、シベリアからマンモスやヘラジ

カ、ヤギュウ、ナキウサギ、シマリスが北海道へ南下し (竹内・守田 1995)、 ヘラジカやヤギュウは津軽海峡を越

えて東北地方にも渡ってきている。14,000年前頃には、北海道は疎林と草原の環境にあり、バイソン、ウマ、 ト

ナカイ、エゾシカなどが狩猟対象であつたと推定されている (鈴木 1995)。 また、本州以南は亜寒帯針葉樹林か

ら冷温帯落葉広葉樹林であった。チョウセンゴヨウ、クルミ、ハシバミなどの植物質食料の採集が可能であり、

シカ類を主とする中 。小動物が狩猟対象となったとされている。

荒屋遺跡では、北川浩之氏によってAMS法で13,690± 80～ 14,250± 105年 BPの 年代が推定されている。また、

鈴木三男氏と吉川純子氏によってオニグルミを主体とした炭化種子やキハダ、カラマツなどの炭化材が同定され



ている。この時期の荒屋遺跡周辺は冷温帯落葉広葉樹林であったと考えられている。荒屋遺跡と同じ信濃川 (千

曲川)水系にある矢出川遺跡に近い矢出川湿原の泥炭層を分析 した結果、矢出川湿原は、ハシバ ミの疎林と広々

とした草原であり、ハシバミ属・ヤナギ属・ハンノキ属・カバノキ属などの疎林と、ヨモギ属・セリ科・キンポ

ウゲ科・ミノハギ科・羊歯類からなる草原が広がっていたと推定されている (南佐久郡誌編纂委員会 1998)。

第 3節 歴 史 的 環 境

荒屋遺跡の所在する川口町には、荒屋遺跡が位置する段丘面より1段低い段丘面の先端部に、縄文時代早期の

押型文土器を出土する新敷遺跡がある (第 2.1図 )。 新敷遺跡では、旧石器時代の尖頭器や彫刻刀が採集されてい

る。また、信濃川を挟んだ対岸には縄文時代中期の西倉遺跡がある。石錘などを多く出上 しており、川漁に関連す

る遺跡であつたと考えられている。この遺跡では縄文時代早期を含む暗黄褐色土層より下の黄褐色シル ト層から、

刃部磨製石斧の調整剥片 3点 と石核 1点が出土した。この層中に、As― Kが含まれる (川 口町教育委員会 1988)。

また、勾玉などを多く出土 しており縄文時代後期から晩期の遺跡としても知られる (川 口町史編さん委員会 1986)。

1荒屋遺跡 2新敷遺跡 3西倉遺跡 4月 岡遺跡

第21図  荒屋遺跡周辺の地形と遺跡

Fig 2 1   Location and sites around the Araya site

荒屋遺跡と同時期の遺跡としては、荒

屋遺跡の南方約6.5kmの 地点に月岡遺跡

が所在する (星野 1968、 中村・小林 1975、

鈴木ほか 1990)。 荒屋遺跡 と同様に、魚

野川左岸の河岸段丘上に立地する。調査

は、1968年 と1988年 に行われた。石器群

は、細石刃、細石刃核、彫刻刀、彫刻刀

スポールなどによつて構成され、荒屋遺

跡の出土石器群と酷似する。第 1次調査

では、約40イ の範囲から約350点 の石器

が集中して出土 した。細石刃63点 中、約

半数の31点 に二次加工が施されており、

その多 くが背面右側辺の二次加工であ

る。細石刃核や細石刃核スポールの特徴

から、湧別技法による細石刃製作が行わ

れたと推定される。また、津南地域では、

正面中島遺跡と上原 E遺跡が確認されて

いる (佐藤・佐野 2002、 佐藤・山本他2000)。

前者は、荒屋遺跡と類似する頁岩製の細

石刃石器群であり、荒屋型彫刻刀を伴う。

後者では甲板面に擦痕がある黒曜石製細

石刃核が出土 しており、荒屋遺跡とは異

なった特徴をもつ。



第 3章 荒屋遺跡発掘調査の概要

第 1節 荒屋遺跡調査の経緯

荒屋遺跡は1957年 秋に、星野芳郎・井口通泰両氏によって発見された。この報告を受けた芹沢長介は、すぐに

現地を視察 し、翌1958年 4月 29日 から5月 5日 までの 7日 間、第 1次発掘調査を行った (芹沢 1959)。 その結果、

細石刃、彫刻刀の他に舟底形細石刃核などが発見された (第 3.1表 )。 さらに基層の硬い砂層中に掘 り込まれたピ

ットの一部も確認された。出土 した彫刻刀の形態には明確な特徴が認められたため、荒屋型彫刻刀と名称が与え

られた。この荒屋型彫刻刀は、中部地方から北海道に分布 し、さらにその広が りは、サハリンやバイカル湖周辺

にまで及んでいることが明らかになった。この石器が日本の細石刃文化の成立と展開を知るための有力な手掛か

りになることが芹沢によって指摘され、本遺跡が当該期の重要な基準遺跡であることが確認された。

第 2節 第 2次調査の経緯

調 査 担 当 東Jヒ大学名誉教授・東Jヒ福祉大学教授  芹沢 長介

東北大学文学部教授  須藤   隆

調査参加者 東北大学文学部助手  会田 容弘

ニューメキシコ大学院生  阿子島 香

東北大学大学院生  山田しよう 村田 章人 桜井 美枝 佐々木 務

仙庭 伸久 沢田  敦 富岡 直人

東北大学文学部学生  菊池 佳子 白井 太郎 三好 秀樹 津島 秀章

宮崎 敬士 野田 博士

東北大学文学部研究生  河 西  健 二

第 1次調査から30年後の1988年 に芹沢の指導のもとに東北大学考古学研究室が、第 2次調査を実施した (第

3.2表 )。 期間は、 8月 16日 から9月 10日 までの26日 間である。この調査では、第 1次調査において検出した複数

の土墳の全体像とその性格、出土遺物と遺構の関係を解明することを主たる目的とした。調査を進めるにあたつ

て、植物遺体の検出、微細遺物の採集、脂肪酸分析資料の採集など多様な方法で多くの情報を確保することに注

意を払つた。第 1次調査区の設定基準を活かし、 2m四方のグリッドを東から西へA、 B、 C、 D区 、北から南

第 3.1表  荒屋遺跡第 1次調査出土石器組成

Table 3.1. Assemblage of lithic artifacts excavated frorn the Araya site in 1958.
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へ 0、 1、 2、 3、 4区 とし、南北10m、 東西 8m(A～ D-0～ 4区)の範囲を発掘 した (第 4図版)。

表土と漸移層を除去 し、 3a層 を検出しながら、第 1次調査で掘 り下げた調査区を、A-1・ 3区、B-1～

3区、C-3区 、D-1区 において確認 し、記録 した (第 5図版)。 表土の直下には深耕による幅20～ 100cm、 深

さ10cm前 後の溝状の撹乱が10条 ほど認められた。この撹乱部の黒色土を取 り除いた。

そして、 3a層 を精査 し、確認された全ての遺物の出土位置を記録 した。遺物の出土位置の記録は、京都大学

埋蔵文化財研究センターが開発 したソフトウェアを用い、同センターから借用 した光波距離計 とハンドヘル ドコ

ンピューターによって記録を行った。発掘期間中で4,783点 の座標を記録 し、1 5clll余 りの包含層を掘 り下げるこ

とができた。

また、掘 り上げた土壌から微細遺物を回収するために、 3 1nlllメ ッシュの乾燥フルイを用いて、発掘 と並行 して

フルイ作業をつづけた。 lm四方の小グリッドを単位として、同一の層を約 5 cm単位で掘 り下げ、その土壌を全

てフルイにかけた。植物遺体は可能な限り回収 し、特に大きなものはその出土位置を記録 した。 3bl層 、 4a

層では脂肪酸分析を行う石器と土壌を採集した。大きな礫と遺構については、10分の 1の実測図を作成 した。

なお、遺構の性格の検討と保存のため、堆積状態が明確な土疲01の 断面剥 ぎ取 り作業を実施 した。

調査において、元井茂氏 (白 岡南中学校教諭)、 星野洋治氏 (越後古代史研究会員)、 八木次男氏 (新潟県考古学会員)、

佐藤雅一氏 (日 本考古学協会会員)、 町田正行氏 (東京都立大学生)の協力を得た。

第3.2表  第2次調査の経過
Table 3。 2. Progress of excavation at the Araya site in 1988.

1988年調査

容作 項事特

880817 調査区の設定。磁北ラインを基準 とし、柿の木 (幅 55cmの 中央 )か ら

西に 6.8m、 北に 17mに A-0杭 を打つ。ただし、この基準線は磁北 に

対 して 8° 45′ 東にずれていることが判明。南西杭基準。

須藤・会田、川口町町長・教育長に挨拶。芹沢、
町長と会見。

880818 表土除去。A-1～ 4、 B-1～ 4、 C-0～ 4、 D-0～ 3が終了。
畑のウネ、旧発掘区が確認された。

A(北側)、 B(南 側)の 2班で作業。表土の遺
物は 2mごとにグリッド上げ。

土

880819 表土除去後、 1次調査のA-1区 、 B-1区 プラン確認。 B-2区 は部
分的に、D-1区 は東側ラインを確認。精査 しプラン確定後|こ排土除去。
旧調査区は北に 20cm、 東に20cm程 ずれた状態。旧調査区は表土下約 35
cmの深さ。光波測量の指導後、遺物の測量開始。

表土、旧調査区

880820 旧調査区排土除去。精査開始。 攪乱壊内は一括で取 り上げ

880821 旧調査区排土除去。北区。南区では 3a層上面を検出。 ウネ跡、 旧調査
区の実測開始。 Bl、 Dl区で旧調査区底面に遺構プラン確認。

A-4区 は全面に投乱
=Lが

重層。作業中止。

880822 旧調査区排土除去。北区。南区では 3a層上面を検出。 ウネ跡、 旧調査
区の実測終了。ウネの掘 り上げ。

ウネは深さ5 cmご とにa～ dの小グリッドに分
割して掘り上げ。3層①より3 nullフ ルイ。

880823 3a層①の掘り下げと、点取り。ウネの掘り下げ
880824 B-3・ A-3区 南壁セクション。3a層は a～ cに 細分された。 D―

1・ B-2の 遺構掘 り込み面は3b層上面であると判断。ウネ掘 り下げ。

880826 セクション図作成。3a層①精査。ウネ掘り下げ。南区は7001番 から手
で取り上げ。北区は引き続き光波測量。

川 口町町長来跡。

880827 3a層①精査。一部3a層②精査開始。ウネ掘り下げ。
880828 3a層②精査。一部3a層①残る。ウネ掘り下げ終了。

南区作業中断。3a層②精査。点取り。 2号土壊

880831 3a層③、3b層精査開始。一部3a層①残る。B-2区 、北側の明る0

黄色土を3b層、南側の黒い砂混じりの土を4層 とした。
層名変更 3b、 4層 が これ

まで認識 していた 3b、 3

c層 より上に来る。

880901 1次調査検出土壌と本調査で確認された土壌が4層 を切っている。3a
層③、3b層精査。一部3a層①残る。

880902 3b層①、3a③、3a層①、土坂1半割、東壁セクション。遺物点取り 3b層
880903 3b層①精査、4層検出。3a層④、3a層①、土城 1半割。遺物点取り。 土墳 1

880904
C-3区は無遺物層に達する。硬質砂層上面まで全調査にて発掘。3基
の遺構あり (掘 り込み面不明)。 3a層③、3b層①。4・ 5・ 6層検出。
4・ 5層掘り下げ。土壊 1完掘。

脂肪酸サンプル採取。現地説明会。

880905 層位の検討。D2、 3区で3a層 としていたものが4c層 になった。4a
層①、3b層。Pit l掘 り下げ。

土壌 01断面剥 ぎ取 り。脂肪酸サ ンプル採取。 4a層

880907 Pit l掘 り下げ。3a層⑤、点取り。4a層①。セクシヨン図作成。 脂肪酸サンプル採取。

原 点 レベ ル



第 3章 荒屋遺跡発掘調査の概要

第 3節 第 3次調査の経緯

調査担当者 東Jヒ大学名誉教授・東Jヒ福祉大学教授  芹 沢  長 介

東 Jヒ 大 学 教 授  須 藤   隆

調査参加者 東北福祉大学講師  梶原  洋

東Jヒ 大学文学部助手  会田 容弘 佐久間光平

東北大学大学院生  藤沢  敦 仙庭 伸久 沢田  敦 関根 達人

水沢 教子

東北大学文学部学生  白井 太郎 三好 秀樹 津島 秀章 鈴木 宏行

津島 知弘 伊藤  浩 永嶋  豊

東Jヒ大学文学部研究生  菊地 芳朗

第 2次調査に引き続 き、翌1989年 に第 3次調査が実施された (第 3.3表 )。 調査期間は 7月 20日 から8月 13日 ま

での25日 間である。これらの調査によって24基の遺構が確認された (第 6～ 9図版)。 多 くの遺構が完掘され、遺

構の形成過程の基本的なあり方を把握できた。調査方法は、第 2次調査の方法を継続 した。ただし、発掘区をA

～D-0～ 3区 (8m四 方)に縮小 した。また、 4c層 で確認された遺構及び 4c層 より下位から出土 した遺物

に関 しては、石器 (Tool)、 石核、 3 cm以 上の剥片、 5 clll以 上の礫について出土位置を記録することとし、他の

第3.3表  第3次調査の経過
Table 3.3. Progress of excavation at the Araya site in 1989.

1989年調査

年月日 作 業 内 容 特

890720 仙台発、新潟着

890721 グ リッ ド設定。土止 め板張 り。機材搬 出。88埋め土掘 り上 げ。 川口町町長に挨拶。

890722 88埋 め土掘 り上げ、清掃。土壌 01、  1、 02確認。 土壌 01、  1、 02

890723 3a①、3a③、ベルト除去。フルイ開始。点取り。
3a②、3a③精査、点取り。土壌2掘 り下げ。セクション図。土壌1実
測 。

礫群確認。礫群の分布は3b層の分布 と重なる。 土坂 2

890725 4aと 4c層の間に 4d層 を認定。土披 2半割。3b層の広が り図化。礫
群のレベル測定。

4d層

890726 土壌 2半割。3b層、6層 精査。4a層 は 4al、 4a2、 4a3に 細分。 礫
群のレベル。

3b層、6層 、4al～ 4a3
層

890727 3b層、4a2層、3c層精査。土壌 01掘 り下げ。 4a2層でフローテーション。炭化物採取。

890728 3b層 を 3bl、 3b2に 細分。3bl、 3b2層 、4a2層、3c層精査。土壌
01掘 り下げ。

エ レベー シ ョン (原 点移動 )。 3bl、 3b2層

890729

890730 3b2層 精査。土墳02掘 り上げ。「土壌 02→ 4a3層 →土壌 01」 という順
序を再確認。

890731 3b2、 4f、 4a3、 4a4層 精査。礫の実測。 土坂 2、 02埋土より脂肪酸サンプル採取。礫
10001か ら。

土壌 6、 14

890801 3b2、 4f、 4g、 4h、 4a4、 4a5、 4a6層 精査。土壌 01掘 り上げ。 炉確認。

890802 4k、 4h、 4i、 4i、 3c、 4a7、 4a8層精査。土坂 3掘 り上 l: 土壌 3

890803 4a8を あ～うに細分。4a4、 4a6、 4a8、 4a9、 4a10層精査。西壁セ
クション図作成。3d、 41層精査。土城 3、 4掘 り上げ。

土壌 3土壌サ ンプル。 竪穴住居状遺構

890804 土壌 7、  8、 4b半割。4m、 4n、 4o、 4p層精査。土壊 01が 4a10
層下の遺構を切る。

土壌 7か ら多数の彫刻刀が出土。 土壌 7、 8、 4b

890805

890806 土壌 6、  7、  8、 4b、 01掘 り上げ。土壊 9検出。 土墳 8脂肪酸サンプル。 土坂 9

890807 土壌 7、 8、 01、 4b掘 り上げ。4D、 4r、 4s、 4t層精査。土壌 10検出。 土墳 01脂肪酸サ ンプル 土壌 10

890808 401、 4q、 4u、 4w、 301、 302、 303、 4a9、 4a10層 精査。土坂 01
6完掘。セクション図作成。

890809 土壌 02を 02a、 02bに 細分。土壌 13検 出。307、 304、 308層 精査。 土

城 12掘 り下げ。

890810 土城01の ベルトはずし。脂肪酸サンプル採取。
890811 写真撮影。セクション図作成。 現地説明会

890812 写真撮影。セクション図作成。4x層精査。炉の範囲確認。

890813 竪穴住居状遺構炉跡ベル ト除去。土壊 14に炉に関わる土層が切 られる。



遺物は lm四方の小グリッドを単位として取 り上げることとした。フルイによる選別は、第 2次調査と同一の方

法で行った。遺構内の堆積土はその輪郭を記録 し、掘 り上げた後のレベルをとり、一層ずつ記録 した。遺構内の

堆積土からフルイにより回収された遺物は、広が りが lm程度の層については層ごとにまとめ、それを超える大

きな層の広が りについては四分割 して回収 した。第 2次調査で植物遺体が多量に検出されたことから、発掘現場

で水洗選別装置を使用 し、土壌の水洗選別を行った。また、それとは別に植物遺存体検出のための土壌も採取 し

た。さらに、遺構内の堆積層、遺構の底面からそれぞれ脂肪酸分析のための土壌を採取 した。

第 4節 調査後の整理方法

遺物の出土状況は、座標データをサイ トシステム (S■e4)に入力 し、出力作業を行った。採取 した土壌サン

プルは、フローテーション装置にかけ、ライトフラクシヨン、ヘビーフラクシヨンとも l IIIIllメ ッシュのフルイに

かけ、微細遺物の選別を行った (第 3.4表 )。 遺跡で取 り上げた炭化物を選択 し、国際日本文化研究センターの北

川浩之氏にAMS14c年代測定を依頼 した。炭化材は、東北大学理学研究科附属植物園の鈴木三男教授に同定を

依頼 した。炭化種実は古代の森研究舎の吉川純子氏に同定を依頼 した。火山灰の分析は、(株 )パ リノサーベイ

に依頼 した。

遺物の整理や図面作成などの作業と資料の詳細な分析は、東北大学考古学研究室の構成員の協力によって、進

められた。

第3.4表  フローテーシヨン回収微細遺物一覧
Table 3.4. List of small artifacts and natural remains sifted through the floatation equipment.List of small artifacts and natural remains sifted through the floatation equipment.

彫刻刀スポール



第 4章 荒屋遺跡発掘調査の成果

第 1節 堆積層 の層序

堆積層は、 1、 2、 3a、 3bl、 3b2、 3c、 4al、 4a2、 4a3、 4c、 5、 6、 7層 までの13枚

が確認された (第 6。 10図版、第4.1表 )。 3a層 は調査区全面を覆う遺物包含層である。 3blか ら4a3層 は、

調査区全面を覆う層ではなく、遺構の上部に分布を違えて堆積する。これらは、 4c層 で検出された遺構を覆っ

ていることから、遺構埋土ではなく、包含層であると判断した。

1  層 :耕作土。黒褐色シル ト。 しまり、粘性ともにない。層の厚さは25～ 30cmである。

2  層 :漸移層。褐色土と明褐色土が混 じり、その割合は場所によつて異なる。シル ト質でしまりはない。粘

性はやや弱 く、層の厚さは10～ 15cmで ある。

3a層 :明黄褐色シル ト。 しまりは中程度、粘性は 2層 よりも若干弱い。層の厚さは10～ 15cmで ある。直径 1

111111以 下の円礫片をわずかに含む。直径 5 1nIIl以 下の炭化物や直径 1・Ill程の自色土粒を含み、炭化物は層の下部に多

く認められる。この層には、細石刃、彫刻刀スポール、剥片、砕片など多量の遺物が含まれていた。 3bl層 に

比べて、明るく黄色い土色を呈する。

3bl層 :褐色粘土質シル ト。粘性は弱い。 3a層 に比べてしまりが強い。厚さは最大で15cmあ る。主に調査区

の東側に分布する。土色は橙色がかっている。直径 5 1nlll以 下の炭化物を3a層 より多 く含む。直径 l mll以下の白

色粒がみられ、直径 3～ 5 1nlllの 白色土粒をまばらに含む。この層には、細石刃、彫刻刀スポール、剥片、砕片な

ど多量の遺物が含まれる。

3b2層 :に ぶい黄褐色シル ト。 3a層 より黒ずんだ色調である。厚さは最大で15clllあ る。主に調査区の西側に

分布する。炭化物、白色粒はほとんど認められない。A-1区 ではこの層中に礫群が認められた。

3c層 :明黄褐色シル ト。 しまりが有 り、粘性はやや強い。厚さは最大で10cmあ る。竪穴住居状遺構の上部付

近に分布する。 3bl層 に比べて明るく、白味を帯びた色調である。直径 5 11ull程 の白色土粒を多 く含む。直径 1

mll以 下の白色粒を含み、直径 5111111以 下の炭化物がごく少量みられる。

4al層 :褐色砂質シル ト。 しまりは中程度で、粘性は弱い。厚さは最大で10cmあ る。調査区の中央付近に分布

する。細石刃、彫刻刀スポール、剥片、砕片など多量の遺物を含み、炭化物の混入も多い。

4a2層 :暗褐色砂質シル ト。しまり、粘性ともになし。厚さは最大で25cmあ る。 4al層 より狭い範囲で、主

にC-2区 の東倶1に分布する。炭化物、黄褐色ブロックを含み、焼土を多 く含む。明るい色調を呈する部分や炭

化物を多量に含む部分がある。

4a3層 :褐色砂質シル ト。 しまりはなく、粘性は弱い。厚さは最大で25clllあ る。土墳 6の立ち上が り付近に分

布 している。白色や黄褐色のブロック、炭化物が多い。 4a2層 よりも均質な砂層である。

4c層 :明黄褐色粘土質シル ト。 しまりは若干あり、粘性はやや弱い。 3a層 に比べて色調がやや暗 く、土質

は軟らかい。削つたときに表面がバサつくのが特徴である。層の厚さは約 10cIIlで ある。直径 101n.l以 下の炭化物を



第 4.1表  包含層の土層観察表
Table 4.1. Attributes of layers at the Araya site.

層位 土  質 土 色 色  調 しまり 粘  性 含 有 物 層 の 特 徴 層  厚

1 シルト
10YR

3//2
黒褐色 無 し 無 し

10YR6/6の ローム塊、径

l cm以下の炭化物
耕作土。 25-30cm

2 シル ト
7.5YR

4///3
褐色 若千 若千

7.5YR4/3褐 色土と7.5YR5

/8の明褐色土

混在する土の割合は場所に

よって異なる。漸移層。
10-15cm

シル ト
10YR

6ノ/6
明黄褐色 中

若干

(2層 より

弱)

黒色土のプロック塊、径 1.5

cm以下の円礫片をごく稀に、

5111111以下の炭化物片を少量、

l llllll程度の自色粒を含む。

多量の遺物出土。3b層 に比

べて明るい黄色を呈する。
10-15cm

粘質シルト
10YR

4//6
褐色

若千

(3a層 よ

り有り)

あ り

5 11ull以 下の細長い炭化物を 3

a層 より多 く含む。径 l llllll

以下の極めて小さな白色粒

を含む。径 3-5111111の 自色土

粒をごく疎らに含む。

3a層 に比べて黒ずんだオレ

ンジを呈する。 Al区 に礫

群有り。上部の 3b層 、下

部の 3b2層 に分けられる。

3b2、 1層 は全面で上下関

係があるのではなく、東側

に3b層 、西側に3b2層 が

分布する。

最 大 15cm

3b2 シル ト
10YR

5//4

にぶい

黄褐色
有 り 若千

3b層 よりやや明るく、しま

りが無い。
最大 15cm

シフレト
10YR

6/6
明黄褐色 有 り 中程度

径 5 11ull程 の自色土粒を多く、

5 1nlll以 下の炭化物をごく少

量、径 l llull以 下の白色粒を

含む。

3b層 に比べて明るく、自味

を帯びた色調である。
最大 10cm

砂
10YR

4//4
褐 色 中 若干

10YR 6/4(に ぶい黄橙色 )

の砂塊が 10%程みられ、炭

化物を多く含む。

比較的純度の高い砂層。 サ

ラサラとしているがキメは

細か くない。

最大 15cm

4a2 砂質シルト
10YR

3/4
暗褐色 無 し 若干

径 lcmの 自色プロック、炭

化物、黄褐色のシルトプロッ

ク、焼土を多く含む。

4a層 より暗い色調。黄褐色

プロックを多 く合み、明る

い色調の部分有り。

最大 10cm

4a3 砂質シルト
10YR

4//4
褐色 無 し 若千

白色や黄褐色のプロックそ

して炭化物が多い。

土墳 6の立ち上が り付近に

分布している。4a2層 より

均質な砂質層。

最大 10cm

粘土質シルト
10YR

6//6
明黄褐色 若千 若干

径 l cm以 下の炭化物を少量、

径 l llllll程度の自色粒、黒色

プロック塊を少量、径 3111111

程度の自色土粒を少量含む。

3a層 に比べるとやわらかい。

4c層 のほうがやや暗い。
10cm

砂質シルト
10YR

5//6
黄褐色

有り

(硬い)

中

(4cよ り)

径 l lnlllの 自色粒、 自色土粒

(径 3 11ull)を 多量に、径 5 11ull

程度の炭化物を少量含む。

3a、 4c層 に比べて黒ずみ、

しまり。粘性有り。
10cm

砂
10YR

5//4

にメドい

黄橙色
若 干 無 し

径 1011ull程 度の炭化物を少量

含む。

砂を主体とする。 5層 と同

一の砂質シル トがプロック

状に混在する。

砂
2.5YR

4/6

オリープ

掲色
若干 無 し

非常に硬い砂のプロックを

多量に含む。



第 4章 荒屋遺跡発掘調査の成果

第 4.2表 遺構埋上の土層観察表 (1)

Table 4。 2.Attributes of the flll soil in features(1)。

遺  構 層 位 土  質 土  色 色 調 しまり 粘性 含 有 物 層 特 徴 層厚(cm)

土壊 01 埋± 4 砂質シル ト 10YR5/8 黄褐色 中
径 2 cmの 円礫、径 2 nlnl程 の炭化物、

やや不均質で暗い土のプロック。

埋 ± 5 砂 10YR4/4 黄褐色 若千 な し
硬化 した砂のプロックや径 5 cm以 下

の円礫。
礫は移植で削れるほど軟 らかし

埋 ± 7 砂質シル ト 10YR5/8 黄褐色 若干 若干
炭化物を少量、径 l nlnl以 下の自色、

灰色、赤色粒。
比較的均質な層である。

埋 ± 8 粘質シル ト 10YR5/8 黄褐色 若千 中 炭化物を少量、径 l tull以 下の自色粒。
埋± 7に 色調が似るが、埋± 7よ り

細粒で移植で削ると強い粘性がある。

埋 ± 9
砂混じりの

粘土質シルト
10YR4/6 褐 色 若千 中 炭化物。

埋± 8に 比べて暗い色調を呈する不

均質な層である。
4

埋 ± 10 粘質シル ト 10YR5/6 黄褐色 若干 中 炭化物を少量。 埋± 9に 比べると明るい色調である。 6

埋 ± 11 シリレト 10YR5/8 黄褐色 有 り 中
炭化物、径 2cm以下の円礫。全体 に

砂が混 じる。

極めて不均質な層。部分的に酸化鉄

が沈着する。削るとザラザラした感

触。

埋 土
砂混じりの
シルト

10YR5/6 黄褐色 有 り 若干 多量に砂、炭化物、円礫。
埋土 H、 13よ り暗い。不均質な層
である。

埋 土 砂質シル ト 75YR5/8 明褐色 有 り 中 円礫と径 i cm以下の炭化物若千。
土壌底面であるため酸化鉄が沈着す

る。埋± 11に 似るが粒度は大 きい。

土坂 02a l シル ト 10YR4ノ/4 褐色 有 り 若干
径 5 olnl程 度の炭化物を多量に含む。

中には径 3 cmに 及ぶものもある。

埋± 2よ りも暗い。土壊 01埋 土 l

bに 似るが色調はより明るく均質な

層である。

シルト 10YR5/8 黄褐色 中 若干 埋± 1よ り細かい砂粒。

埋± 1に比べ黄色 く不均質な層であ

る。下部になるにしたがって砂っぽ

くなる。

土城 02b 1 シル ト 10YR6/8 明黄褐色 若千
径 5 mm以下の炭化物が少量混 じる。

砂粒 (灰色、白色)が混 じる。
明るい色調を呈する純粋な土層。 11

砂 10YR5/8 黄褐色 有 り な し 砂の中に不純物は少なし

土壌 1 1 砂質シル ト 75YR5/8 明褐色 中 若干 やや暗いプロックがまだらに混じる。 3aよ りも不均質な層。

土壌 2 1 シルト 10YR5//8 黄褐色 有 り 若干 所々に黒色上を含む。 3a層 に比べやや赤みが強い。

2 シル ト 10YR5/6 黄褐色 若干 若千
埋± 1に比べ赤みがなく、土色が均

質になる。

3 粘土質シルト 10YR5/8 黄褐色 有 り 有 り 埋± 2よ り均質である。

4 砂質シル ト 10YR5/6 黄褐色 若干 若干 自色粒子が混 じる。 遺物が少なくなる。

5 砂質シル ト 10YR5/4
|こ ぶい

黄褐色
な し な し 下層の砂が混入する。

埋± 4同 様遺物はほとんどみられな
い。5層 より色は暗い。

6 砂 10YR5//6 黄褐色 な し な し
埋± 5よ り黄色が強 く、よリシル ト

質。
7

土壌 3 1 砂質シル ト 75YR4/4 褐色 有 り 若千 周囲の層よりもやや くすんでいる。

2 砂 10YR5/6 黄褐色 な し な し 白色の砂がプロック状に混入する。 全体に堆積せず、偏 りがある。

3 砂質シル ト 10YR4/4 褐色 有 り な し
上の埋± 1、 2と 下の埋± 4aと の

漸移的な層である。

砂質シル ト 10YR2/3 黒褐色 若干 な し
黄褐色や自色などのプロックが全体

的に混入する。
全体に一様ではなし

砂質シル ト 10YR4/4 褐色 若干 若千
埋± 4aと 地山層が混 じつている不

均質なまだらな層である。

土壌 4a 1 砂質シル ト 10YR4/4 褐色 若干 若千
遺物を少量、黒色プロックを少量含
む。

全体に一様であるが、やや暗い色調

の層、中央部にさらに暗い土色の落

ち込みを持っていた。

シル ト質砂 10YR3/4 暗褐色 若干 な し
全体に埋± 1層 より暗い砂質土層。

土壌底面の黒色砂に似る。
5

土坂 4b 1 砂質シル ト 10YR5/6 黄褐色 若干 有 り 炭化物ほとんど含 まず。 7

砂 10YR6/6 明黄褐色 有 り な し 凝 固 した自色砂 プ ロ ック。

砂 (細 粒 ) 10YR4/6 褐色 有 り 若干 炭化物を少量、焼けたフレイク少量。

シル ト質砂 10YR4/4 褐 色 有 り 若干 炭化物。 黒味が濃い部分があり、不均質。 6

シル ト質砂 10YR5/6 黄褐色 有 り 有 り 4

砂 10YR6/6 明黄褐色 有 り 中
プロック状に入る均質な砂層。3d
層に類似。

6

砂 10YR5/6 黄褐 色 有 り 中 3b層類似の小プロックの砂。 7

砂 10YR6/6 明黄褐色 有 り な し 黄褐色砂のプロックを帯状に含む。 8

土壌 5 シルト 10YR5/7 黄褐色 中 中

径 2 cm以下の炭化物 (埋± 7よ り多
い)、 砂や白っぼいシル ト質粘土 ブ
ロック。

全体的に不均質。2b層 に比べ しま

りがよい。砂の混入が少ない。

シル ト 10YR5/7 黄褐色
6層 に比べ しまりが若干弱 く、砂の

混入が多い。

土壌 6 4a-4 砂質シル ト 10YR5/6 黄褐色 な し 若干
炭化物、白色砂プロック、焼土、黄
色プロックを多く含む。

下の 4a-6層 、4a-2層 の中間的

な色調をもつ。
4

4a-6 シルト 10YR6/6 明黄褐色 若干 有 り
上部は均質で粘性ある黄色シル ト

下部で砂質になり暗みを増す。

4a-6c 砂 10YR5/6 黄褐色 な し な し 黄褐色土を均質に含む。 細粒の砂が主体 (4a-6よ り砂質)。

-7 シルト 10YR4/6 褐色 有 り 若 干

プロックの存在、多量の炭化物の混

入などで 4a-6層 と明瞭に区別で

きる。

4a-3層 同様土壌6の立ち上が り付

近に分布、4a-6層 とほぼ同 じレ

ベルで堆積 している。



第 4.3表  遺構埋土の土層観察表 (2)

Table 4.3.Attributes of the flll soil in features(2).

遺  構 層 位 土  質 土  色 色 調 しまり 粘性 含 有 物 層 特 徴 層厚(cm)

砂質シル ト 10YR6//6 明黄褐色 な し な し
明黄褐色の粘土プロックを含む。炭

化物は少ない。

基本的には砂の層である。 4a-9
の上面にのる薄いシル ト層。

4

4a-9 砂質シル ト 75YR4/4 褐色 な し な し 炭化物、焼土を多量に含む。

土壌 6の 底面の直上層で土壌 6の 下

端のほぼ全範囲に分布する焼土層で

ある。

4

4a-10 砂 10YR5/3 鈍い

黄褐色
な し な し

黄褐色の粘土プロックを少量含む。

遺物の出土は少なく、炭化物 も少な 8

土壊 7 1 シルト 75YR5/6 明褐色 若干 若干 遺物なし。
比較的均質。もともと分布が限られ
ている。

8

2 シルト 10YR4/4 褐色 若千 な し 炭化物、焼土粒が混 じる。

3 シルト 10YR5/6 黄褐色 若干 若千 均質。 6

土壌 8 1 シルト 10YR4/4 褐色 若千 若干

土壌 9 シル ト 10YR6/8 明褐色 中 若千

径 5皿 以下の炭化物粒を疎らに含み、

径 5 null以 下の自色粘質シル ト粒が多

く混 じる。

4a層 よりもやや明るいが、部分的

に暗い砂、褐色の砂質シル ト、自色

の粘土質シル ト粒 を含む。

埋± 01 シル ト質砂 10YR5//6 黄褐色 な し 若千
土壌 9の 埋土最上層で、その中央部

に分布する。

埋 ± 02 シル ト質砂 10YR6//6 黄褐色 有 り 若千 あらい砂がプロック状に混入する。
埋± 01と 比べやや明るい。 分布範

囲は 01と はIま同 じ。

埋 ± 03 シル ト質砂 10YR5/4
にぶい

黄褐色
若千 な し

埋± 2に 由来する白色のプロックが

全体的に混入する。炭化物 も比較的

多 く含む。

埋± 1 砂質シル ト 10YR5/6 黄褐色 若干 若干

埋± 2に 比べて粘性 。しまりがあり、

砂っぼ くない。C-1区 の東に向かっ

て緩やかに傾斜 し、堆積 している。

埋 土 砂質シル ト 10YR6/6 明黄褐色 な し な し 炭化物粒を不均質に含む。 土壌埋土 と考えられる。

埋土 あ 砂質シル ト 10YR5/6 黄褐色 あ り な し 黒い粒を不均質に含む。
全体的に暗い層。C-2区 北西より
のびる。

埋 土 し 粘質シル ト 10YR5/4
にぶい

黄褐色
若干 若干 黒色粒を不均質に含む。

埋土あ層に比べて粘性が増 し、暗み

も増す。

埋土う シルト 10YR6/8 明黄褐色 な し 有 り
黒色粒を含む割合が少なく、い層に

比べて明るく粘性 も増す。

土壌 10 1 シルト 10YR5/6 黄褐色 な し 有 り
4c層 に比べて暗みを増 し、 しま り

のない層。シル ト質の均質な層。

シルト 10YR5/′ 6 黄褐色 若千 若千 径 5 ullll程 度の炭化物をわずかに含む。
埋± 1に比べやや暗みを増し砂質に
なる。

シル ト質砂 10YR6/6 明黄褐色 な し な し 黄褐色土を含む。 母材は 6層 起源の砂層である。

4 粘性 シル ト 10YR4/6 褐色 有 り 有 り

埋± 3の 上面にはチ ップが水平に並

んで 10数点採取 された。 炭化物 を

ほとんど含まない。

埋± 1に比べ暗みを増 し粘性も増す。

下部で砂質となる。

5 粘性 シル ト 10YR4/6 褐色 有 り 有 り

埋± 3起源と推定されるプロックと

埋± 4起源の黄褐色のシル トを基本

とする

土壌 10の埋土最下層部。埋± 4に
比べて明るさを増す。

土壌 ll 砂質シル ト 10YR5/8 黄褐色 中 若千
Toolが 多数出土。 炭化物の混人 は

少ない。
土坂直上の 401層 と類似する。

砂質シル ト 10YR5/4
|こ ぶい

黄褐色
若干 若干 チップの出上が多υ

埋土 laと 周辺の砂質の層との漸移

的な層と考えられる。

土壌 12 l 砂質シル ト
10YR
4/45 褐色 有 り 若干

5 11ull程 の炭化物含む。砂のプロック

が混 じる。

2 シルト 10YR5/5
|こ ぶい

黄褐色
有 り 若千

若干炭と焼土が混 じる。部分的に砂

も混 じる。3～ 5 nullの 炭化物 をかな

り含む。

3

土墳 l 粘性 シル ト 10YR5/6 褐 色 有 り 有 り
土壊 10の埋土に比べて しま りがあ

りより均質な層。

2 粘性 シル ト 10YR4/4 褐色 有 り 有 り
径 l llull程 度の炭化物をかなり多く含
む。

埋± 1に比べ暗みを増 し炭化物のプ

ロックを含む。

3 シル ト質砂 10YR6/6 明黄褐色 な し な し 径 5m程度の炭化物を不均質に含む。
母材は埋± 2で 7層 の砂を不均質に

含んでいる層。土壊 13埋土最下部。

土颯 砂質シル ト 10YR3/3 暗褐色 な し な し
炭化物を多量に含む。白色や黄褐色

のプロックが全体に分布する。

竪穴住居状遺構の炉跡まで至 らず、

その直前で立ち上がる。層の厚 さは

一様でない。

4 砂質シル ト 10YR3/4 暗褐色 有 り 若干
径 2 null程 度の炭化物、焼土を若干含
む。

4i2 砂 (焼土層 ) 7.6YR4/4 褐色 な し な し
7.5YR4/4暗 褐色の焼土を含む。
径 3～ 5 nlnlの 炭化物粒を多く含む。

土壌 14底面の焼け面。 4

砂質シル ト 10YR4/6 褐色 若干 若干 西端に部分的に存在する。

細砂 10YR3/3 暗褐色 中 若千 均質な土層。 5

砂質シル ト 10YR5/4
|こ ぶい

黄褐色
若千 若千

明黄褐色のプロックが全体的に分布
する。

5

シルト 10YR5//6 黄褐色 有 り 有 り 褐色の非常に均質な層である。 4

砂質土 10YR4//6 掲色 炭化物を含む。 焼け面、土壌 14の底面。 1
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第 4.4表 遺構埋土の土層観察表 (3)

Table 4.4。 Attributes of the flll soil in featureS(3)。

遺  構 層 位 土  質 土  色 色 調 しまり 粘性 含 有 物 層 の 特 徴 層厚(cm)

竪 穴住 居

状遺構
細砂 10YR4/6 若干 な し 炭化物を若干含む。 旧称 4a層。

シル ト 10YR6//6 明黄褐色 有 り 中

径 5 mull程 度の自色土粒 を多 く、 5 oul

以下の細長い炭化物をごく少量、径

l mnl以 下の極めて小さな白色粒 を含

む。

3b層 に比べて明るく、やや自味を

帯びる。

シルト 10YR5/6 若干 有 り
3c層 と上下関係を有し、3c層 より
も下。

シル ト 10YR4/4 な し な し 3d層の下に分布 じ層厚は薄し

砂 10YR4/6 褐色 若千 若千

10YR 6/4褐 色、粗砂や 10YR 6/4
にぶい黄橙色細粒砂を 1～ 2割 合む。

炭化物を多 く含み、径 l alnl前 後の小

礫が多 く混 じる。また、下層由来の

砂塊が混 じる。

4a層 よりも色調がやや薄い砂層、

4aと 似る中粒砂を基調 とす る。 色

調は 4a層 に比べ明るく、混入物の

多い砂層となる。

4g-1 砂質シル ト 10YR4/4 褐色 な し 有 り 色の異なる様々なプロック。 不均質な層である。 6

42-2 砂 10YR4/6 黄褐色 有 り 若干 炭化物、焼土少量混 じる。 6

4g-3 砂質土 10YR4/4 褐色 有 り 若干 炭化物を多量に含む。 焼上が顕著。 7

砂質土 10YR4//6 黄褐色 有 り 若千 炭化物混 じる。

4m 細砂 10YR3//4 暗褐色 な し な し 径 2～ 10 nunの 炭化物を若干含む。 色調的には斑状である。

細砂 10YR7/6 明黄褐色 若干 な し 均質な細砂層である。

シル ト 10YR4//6 褐色 若千 若千
北側では比較的粘性が弱 く、南側で

漸移的に粘性が強まる。

細砂 10YR5/6 褐色 若干 な し

シリレト 10YR4/4 掲色 有 り 若干 径 l nun以 下の自色粒子を含む。

細砂 10YR4//3
にぶい

黄褐色
な し

10YR 5/6粘 性 。しまりの若干有 る

シル トプロックが混入する。
粘性がわずかに認められる。

砂 10YR6/4
にぶい

黄橙色
な し な し

明黄褐色のプロックが全体的に分布
している。

砂質土 10YR4/4 褐色 有 り 若千 炭化物。

シルト 10YR4/4 褐 色 若干 若干 均質な土層。301層 は北側にのびる。

302 シルト 10YR5/4
にぶい

黄褐色
若干 若干

303 10YR3/4 暗褐色 若干 な し
7層 起源の硬い砂のプロック。 比較

的多 くの炭化物を含む。
全体的に不均質。

細砂 10YR4/6 褐色 若干 な し

炭化物 (l cm内 外)炭 化粒 (5 nm内

外)を多量に、黄褐色シル トプロッ

クを疎 らに含む。

層は全体にまだらである。

305 10YR4/4 褐色 な し な し 径 l cm内 外の炭化物を含む。

10YR5/6 黄褐色 若干 な し
5 oull～ l cmの 木炭粒 を多 く含 む。 黄

褐色シル トプロック (径 5 null)を含む8

砂質 シル ト 10YR5/6 黄褐色 有 り な し
固まった砂のプロック (7層 起源 )

を含む。

シル ト質砂 7.5YR4/4 褐 色 若干 な し 焼土層、炭化物。 不均質な層。

砂質シル ト 10YR4//6 褐 色 な し な し 炭化物 と焼土粒をわずかに含む。

405 砂 10YR5/6 黄褐色 な し な し 焼土若干混 じる。

土城 16 1 シルト 10YR5//6 黄褐色 若干 若 干 径 5 cm内外の炭化物を含む。 層 よ りも暗い色調である。

土壌 17 埋 土
砂質 シル ト

(焼土層)

75YR4//6 褐色 有 り な し
良 く焼けしまった焼土粒を不均質に

含む。炭化物やや多 く含む。

土壌 18 シル ト質砂 10YR5/6 黄褐色 若干 な し
径 1～ 2 cmの 自色プロ ック、暗褐色

プロックをまだらに含む。

東壁で比較 した場合、4a層 よりも

不均質で暗い。

シル ト質砂 10YR4/4 褐色 若千 な し

10YR 5/8褐 色のシル ト質砂プロッ

ク径 5 11ul程 度を部分的に含む。また、

自色プロックも部分的に認められる。

全体的には埋土laよ りも暗く砂質
である。

シル ト 10YR6/8 明黄褐色 中 若干

径 2～ 3 cmの 自味を帯びた砂のプロッ

ク(埋± 3・ 5に 似 る)と 埋± lbに
似たシル ト質砂のプロックを斑状に

含む。

白色の砂の中には硬化 しているもの

がある。不均質な層である。

砂 10YR5ノ/4 |こ ぶい

黄褐色
若 千 な し

径 1～ 2 cm程 度の 10YR 5/8黄 褐色
のプロックがまだらに入る。特にこ

のプロックは土壌 02aと の境界 に

多 く分布する。

土城 19 1 砂質シル ト 10YR5//6 黄褐色 な し な し 遺物 (石 器)を 含む。炭化物なし。



少量含む。また、直径 311111程 度の白色土粒を少量含む。遺物を含むが、この層は断面で確認されたのみであり、

遺物の包含状況は不明である。

5  層 :黄褐色砂質シル ト。 しまりはあり、粘性は中程度である。層の厚さは約10cmである。炭化物を少量含

み、直径 l nlnl程 度の白色粒を含む。 4c層 に比べて、色調が黒ずんでおり、 4c層で認められた白色土粒を多量

に含むことが特徴である。遺物はほとんど認められなくなる。

6  層 :に ぶい黄橙色砂。 しまりが若干あり、粘性はない。層の厚さ約 7 cmで ある。黄橙色の砂を主体とする

が、層自体は不均質で 5層 の砂質シル トをブロック状に含んでいる。直径 l null程 度の炭化物を少量含む。

7  層 :オ リーブ褐色砂。しまりが若干あり、粘性はない。非常に硬い凝結 した砂ブロックで構成されている。

7層 の lm下 に段丘礫層が見られる。

テフラの分析によると3a層の最上部で浅間―草津黄色軽石 (As― K)に 比定される火山ガラスが検出されて

いる。また、 3a層から 7層 まで少量のバブル型火山ガラスが含まれてお り、始良Tn火山灰 (AT)の 二次堆積

物に由来するという結果が得られている。

第 2節 遺

荒屋遺跡では24基の遺構が確認された (註 )。 発掘された遺構は、竪穴住居状遺構 1基、土墳19基である。土

壌には、焼土と砂が互層に堆積する大型土墳 2基 (土壊 6、 14)や 、長径232cm、 短径98cm、 深さ78cm以上の楕円

形土壌 (土墳01)な どがある (第 6～ 9図版、PLate 7-1、 2、 原色図版2-2)。 これらの遺構は主に 4c層で確認

されたが、土墳 2と 土墳16が 3a層 、土墳 1と 土墳14が 4al層 を掘 り込んでいる。多数の遺構が重複する状況

から、この地点が繰 り返 し利用されたことがうかがえる。

なお、多 くの遺構は、 6層 以下の砂層に達 しており、砂に掘 り込まれた遺構内に粘性のある砂質シル トや炭化

物を含んだ焼土が堆積するため、遺構の存在が明瞭に確認できた。遺構埋土については、第10図版 と第4.2～ 4.4

表、遺構の規模・形状については第4.5表 に記載 した。主要な土墳の埋土分布状況は、第4。 1図 に示 した。

堅穴住居状遺構 :平面形は、隅丸方形である。長径は385cm、 深さ21cmである。北側が緩やかに傾斜 し、南佃1は 比

較的急勾配で立ち上がる。埋±29枚 を認定 した。黄褐色ないし褐色の砂質土やシル トである。焼土や炭化物の薄

い堆積が認められる。竪穴中央の床面には、長径105cm以上、幅95clll、 深さ 8 cmの 整つた小判形の くぼみが設け

られており、 4g2、 4g3層 の焼土層が堆積 している。この遺構は、発掘時には炉跡と推定 した。竪穴住居状

遺構は発掘区の東壁外方にのびており、その全容は確認 していない。ほぼ半分を調査 したものと推定 している。

また、床面保存のため、埋土最下層の黒褐色土は掘 り下げていない。そのため、床構築状態と柱穴は確認 してい

ない (第 7図版、PLate12-3、 13、 14-1、  2、 原色図版 3-1、 4-4～ 6)。

竪穴住居状遺構では、営まれてから埋没するまで、少なくとも5基の遺構 (土墳19、 H、 3、 8、 7)が構築さ

れている。竪穴住居状遺構は、その規模、継続期間、石器出土量から荒屋遺跡の中心的遺構とみられる。

(註 )土壌Noは 、 1次調査で確認されていたものに01か ら、 2・ 3次調査で確認されたものに1か らのNoを 付けた。 1次調査区で掘 り込み面

が不明のものをビットとし、区別した。調査中の検討により、土壊が細分できたものには、土壊NQの 後にa、 bを 付けた。概報では、

土壌Noを 付け直したが、資料整理・管理での混乱を避けるために、本報告では調査中に付けたNoに 基づくことにした。また、「竪穴住

居状遺構」とする理由については、これまでの調査者の所見 (会田 1992)お よび、本論での検討に基づくものである。

構
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第 4.5表  荒屋遺跡遺構一覧表

Table 4.5。 Attributes of features at the Araya site.

遺 構 名 遺構平面形
上 面 底 面

遺構深度 埋 土 数 備 考
長  径 短  径 長  径 短  径

竪穴住居状遺構 隅丸方形 ? 385.0 (235.0) (212.0) 床面中央に焼土

土壊 01 長円形 232.0 98.0 150.0 66.0 相沢土坂

土壌 02a 円形 (58.0) (56.0) 27.0 中央に 41× 22cmの 円礫

土壌 02b 楕円形 (77.0) (62.0) (52.0) (38の (17.0)

土墳 1 長円形 ? (140.0) (105.0) 52.0 1

土墳 2 楕円形 144.0 (50.0) (33.0) 6

土壌 3 円形 50.0 6

土壌 4a 楕円形

土壌 4b 楕円形

土墳 5 不整円形 (290.0) 156.0

土披 6 不整円形 320.0 (220.0) (252.0) 177.0 55.0 7 床面受熱

土壌 7 楕円形 128.0 89.0 彫刻刀が多数出土

土壌 8 円形 1

土壌 9 不整円形 4

土墳 10 長円形 未発掘

土壌 H 楕円形

土坂 12 楕円形 (58.0)

土壌 13 未発掘

土坂 14 長円形 (220.0) (177.0) 7 床面受熱

土坂 16 未発掘

土壌 17 楕円形 (66.0) 未発掘

土壌 18 長円形 5

土壌 19 楕円形 1

単位はcm、 ( )は確認できた大きさを示す。

土 壌 0!:土墳01は 、第 1次調査で相沢忠洋氏 によってその西半部が確認 されていた。今回の精査の結果、検出

遺構の中で最 も深い掘 り方 をもつ遺構であ り、その底面は、 7層下の段丘礫層 まで達することが判明 した。土坂

の平面形は、長径 232cm、 短径98cmの長楕円形で、確認 された深 さは78clllあ る。長軸の西端では、ほぼ垂直に壁

が立ち上が り、東端の壁はなだらかに傾斜する。土墳底面付近で酸化鉄の沈着が認め られる。この土壊は、形状

や埋土の状態から墓墳あるいは貯蔵穴 と指摘 されてきたが、今回の精査では、その性格 を示す遺物は確認 されな

かった。埋土は 9枚堆積 し、埋± 5層 以外はかな りの量の炭化物 を含む。埋± 5、 6層 から下層は水平に堆積 し

てお り、比較的短期間に埋没 したと推定 される。上層は傾斜堆積 していることから時間をかけて埋没 した可能性

が高い。土墳01は 、土墳 5、 18、 02a、 02bよ り古い遺構である (第 7図版、PLate l-3、 2-1、 8、 原色図版

3-2)。

土 壌 |:上半が 1次調査の発掘 によって失われている。平面形は長円形 を呈する。浅い くぼみの土壊である。

埋土は明褐色の砂質シル ト層 1枚が確認 されている。土墳02aよ り古い。

土壌02a:平面形が円形を呈 し、直径58cm、 深さ38clllの 土墳である。壁はゆるやかに立ち上がる。埋土は 2枚堆

積 し、埋± 1層 は、炭化物を多量に含む。径 3 clllに 及ぶ炭化物もみられる。遺構上部中央で楕円形の扁平礫 (41

×22cm)を 検出した。この礫は、土墳を覆つており、出土 した礫の中でも特に大きく、この土接の性格との関係

が推測される。

土壌02b:平 面形は、楕円形を呈する。埋土は褐色のシル ト層と砂層の 2層 で、若干の炭化物を含む。

土 壌 2:発掘区の東壁際で検出した。長径 144cm、 短径50clll程 の楕円形土墳である。埋土は 6層 で、下部にな

るにしたがつて砂質になり、遺物が少なくなる。
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第4章 荒屋遺跡発掘調査の成果

土 壌 3:平面形は円形を呈 し、壁がなだらかに傾斜する落ち込みである。埋土は 6枚あり、最上部の埋± 4k

層に遺物が多量に含まれる。竪穴住居状遺構の埋土上で確認された。

土壌4a:平面形が円形を呈 し、深さ18cmの 浅い土墳である。埋土は 2層認められた。

土壌4b:平面形は楕円形を呈する。深さは64cmあ り、竪穴住居状遺構周辺の土墳の中ではひときわ深い。埋土

は 3層 で、ほぼ水平に堆積 している。土墳 4aよ り新 しい。

土 壌 5:他の遺構と重複 し、全体の形状を復元できない。不整円形を呈する大型土墳と推定される。掘 り込み

は深 く、埋土は黄褐色のシル トが 2層堆積 している。土墳01よ り新 しく、土墳 18よ り古い。

土 壌 6:長径320cm、 短径220cm、 深さ55cm程 の不整楕円形土墳である。埋土は 7枚 あり、 2枚の焼土層 (埋土

4a4、 4a9)が みられる。埋土はいずれもほぼ水平に堆積 している。土墳最下層の埋± 4a10は 、混入物を

ほとんど含まない砂層で、人為的に敷き詰められたと推定される。その上に焼± 4a9層 が堆積 し、土坂 6の ほ

ぼ全体に広がる。この土墳 6は 、東側に 2m離れた竪穴住居状遺構とともに、荒屋遺跡の中心的な遺構のひとつ

である。この 2つの遺構の間に土墳14が新たに営まれている。さらに、これらの土墳が埋没するまでに、少なく

とも3基の土壌 (土墳 4b、 4a、 12)が構築されている。

土 壌 7:長径 128cm、 短径86cm、 深さ20clll程 の浅い楕円形土墳である。埋土は 3枚あり、埋± 1層 から彫刻刀

H点が一括出土 している。竪穴住居状遺構の埋± 4n層で検出されている。

土 壌 8:上面が円形、底面が楕円形のプランをもつ。西壁はゆるやかな傾斜をもち、東壁が急勾配で立ち上が

る。埋土は褐色のシル ト層 1枚である。

土 墳 9:不整円形を呈する。未発掘である。

土 壌 10:平面プランは長円形を呈する。未発掘である。

土 壌 ll:平面形が楕円形の浅い土墳である。

土 壌 12:土墳 4、 14と 重複 し、これらより古い。楕円形と推定される。埋土は 3枚で、炭化物と焼土を含む。

土 壌 i3:未発掘である。

土 墳 14:長径220cm、 短径H7cm、 深さ52clllの 長楕円形土娠である。土墳 6と 類似 した構造をもつ。埋土は 7枚

あり、 4枚の焼土層がみられる。底面に焼±402層 が広がる。最上部の埋± 4f層 は、遺構全体に広が り、厚い

埋土である。竪穴住居状遺構や土墳 6と 同様に、繰 り返 し火の使用が行われたと推定される (第 9図版、PLate12

-1、 原色図版 3-1)。

土 壌 16:未発掘である。

土 壌 17:プ ランは楕円形を呈する。未発掘である。

土 壌 18:検出時に土墳01の 一部と考えたが、精査の結果、土墳01と の重複関係が確認され、土壌01よ り新 しい

遺構と判断された。平面形は長円形を呈する。埋± 5枚 を確認 した。

土 壌 19:平面形が楕円形の浅い土墳である。

ピット1:第 1次調査 C-3区 で確認されたため、掘 り込み面は不明、 7層 まで達する。楕円形を呈 し、長径35

cm、 短径25cmあ る。確認された深さは約45clllで ある。

このように多 くの土墳の重複関係、検出面、掘 り込み層の関係から、これらの土墳が同一時期のものではなく、

長い期間のなかで構築されたことがうかがえる。ことに土娠01、 竪穴住居状遺構や土墳 6。 土墳14の ように多様



な遺構が集中的に残されていること、土墳 6と 14の ように類似 した構造の焼土遺構が認められること、また、埋

没中に新たな土墳が複数構築されていることなどから、この場所において断続的にしてもかなり長期にわたって

類似 した生活が営まれたと考えられる。

第 3節 出土遺物

荒屋遺跡第 2・ 3次調査では、細石刃5,590点、細石刃核H点、細石刃核母型 9点、石核 7点、彫刻刀626点、

彫刻刀スポール8,349点 、エンド・スクレイパー19点 、サイ ド・スクレイパー 5点、 ドリル24点、尖頭器 1点 、

石刃 2点 、ファース トスポール18点 、スキー状スポール 9点 、剥片4,843点 、二次加工ある剥片397点、砕片

72,523点 、礫器 2点が出土 し、総計92,435点 に及ぶ。このうち剥片 。砕片を除いた資料は、15,069点 である。石

器は、包含層から52,962点 、遺構から32,265点 出土 しており、その他は表土、撹乱から出土 したものである。細

石刃核は包含層から8点、竪穴住居状遺構埋± 4nか ら 1点 出土 している。ファース トスポールも13点が包含層

である 3a、 3bl、 4a層から、 1点が竪穴住居状遺構埋± 4bか ら出土 している (第 4.6、 4.7表 )。

1.細石刃核 (第31～ 33図版、PLATE16～ 18)

細石刃核は計H点出土 している。湧別技法によるものとホロカ技法によるものの 2者が認められる。

①湧別技法による細石刃核

3883(第 31図版-1):甲 板面がネガテイブな剥離面 (以下、ネガ面とする)であり、甲板面の一端から細石刃が剥

離される。甲板面からの調整は認められない。下縁からの最終的な調整は片面に限られる。珪質頁岩製。

8677(第 31図版-2):甲 板面がポジテイブな剥離面 (以下、ポジ面とする)を 呈 し、甲板面の剥離の打点側から細

石刃が剥離される。甲板面からの石核調整が a面 を中心に施され、下縁からの最終的な調整も同じ面に施される。

凝灰岩製。

4062(第31図版-3):甲 板面がネガ面であり、甲板面の剥離の末端側から細石刃が剥離される。甲板面からの石

核調整が a面 に認められ、下縁からの調整もこの面を中心に行なわれる。珪質頁岩製。

112(第 31図版-4):甲板面がネガ面であり、両端から細石刃が剥離された細石刃核である。甲板面からの石核調

整は認められない。 c面 に見られる稜上の剥離は細石刃の剥離作業面より新 しく、作業面調整痕である。珪質頁

岩製である。

2491(第32図版-2):甲 板面がポジ面であり、甲板面の先端側から細石刃が剥離される。甲板面からの石核調整

が b面 に認められる。断面形はやや左下がりの三角形を呈する。また、甲板面の打面佃]は折 り取 りにより除去さ

れた後、その面を打面に石核調整が a面 に施される。珪質頁岩製。

3760(第32図版-4):甲 板面がポジ面を呈 し、甲板面の両端から細石刃が剥離された細石刃核である。甲板面か

らの調整は片面に認められる。最終的な下縁からの調整はその反対面に施される。湧別技法によって生 じたスポー

ルを素材にした細石刃核である。珪質頁岩製。

3722(第33図版-1):甲 板面がネガ面を呈する細石刃核である。一端に細石刃剥離作業面が設定される。下縁に

は甲板面に平行する剥離面が認められ、スポールの剥離によるものと考えられる。基本的な整形は、甲板面から

の調整によって行なわれ、最終的には断面逆台形を呈する。湧別技法による細石刃核といえるが、典型的なもの

22



第 4.6表  荒屋遺跡第 2・ 3次調査出土石器組成 (1)

Table 4。 6。 Assemblage of lithic artifacts excavated frorn the Araya site in

遺  構

包含層合計

土壌01

土壊01合計

土坂 1

土壊 2

土壌 2合計

土城02a

土壌02a合計

土壌02b

土坂02b合計

土壌 3

3合計

土壌4a合計

土墳4b

b合計

土壌 5

土壌 5合計

土壌 6

土壌6合計

土壌 7

第 4章 荒屋遺跡発掘調査の成果

1988 and 1989(1).

総 計

1779

7808

5997

1567

8882

1726

2314

160

セカンド
スポール

彫亥J刀
スポール

エンド・
スクレイ

サイド・
スクレイ

土壌 7合計



第 4.7表  荒屋遺跡第 2・ 3次調査出土石器組成 (2)

Table 4.7.Assemblage of lithic artifacts in 1988 and 1989(2)。

セカンド
スポール

土壌12合計

土坂 13



第4章 荒屋遺跡発掘調査の成果

ではなく、舟底形を呈 していない。石英安山岩製。

8643(第33図版-2):甲 板面がネ.ガ面を呈する細石刃核である。過半が甲板面からの剥離によって欠如するが、

その剥離面がツインバルブとなることや、不規則な剥離面であることから、石核調整時の加撃のミスが原因と考

えられる。甲板面からの調整も施され、作業面と側面を取 り込むような調整剥片も剥離されることから、石核調

整に苦心のあとが見て取れる。珪質頁岩製。

|1201(第33図版-3):甲板面がネガ面を呈 し、一端に細石刃剥離作業面を作出した細石刃核である。一端は折損

する。甲板面からの調整は一面に限られる。細石刃剥離作業面は良好な細石刃の剥離が困難となったためか、幅

広の剥離面が幾つか認められ、作業面の調整が行なわれたことが窺える。湧別技法による細石刃核といえるが、

舟底形を呈 していない。珪質頁岩製である。

②ホロカ技法よる細石刃核

104(第 32図版-1):甲板面がポジ面を示 し、甲板面打撃方向の端部から細石刃が剥離されたものである。石核調

整は甲板面からの打撃が b面にみられる以外は、底面からの調整が主である。それらは、甲板面より新 しい剥離

面である。厚手の剥片を素材とし、甲板面と底面から舟底形に調整された細石刃核である。珪質頁岩製。

3577(第32図版-3):一端に主要剥離面の打面を残 し、他端に細石刃剥離作業面を作出した細石刃核である。甲

板面から両側面への調整によって整形されている。下縁には素材剥片の背面と考えられる剥離面が認められる。

珪質頁岩製。

計H点 の細石刃核の形態をまとめると次のようになる。甲板面と細石刃剥離作業面のなす角は、平均値で72.1°

(甲 板面の剥離先端側の作業面が78.4° 、打面側の作業面が64.7° )。 甲板面 と側面のなす角度は、平均値で、右が

87.3° 、左が84.2・ 。両側面のなす下縁 (細石刃核の底辺)の角度は、平均値で71.9° である。作業面の長さは、

平均値で2.29clll、 幅が1.77clll。 細石刃核と細石刃核母型の甲板面からなされる調整は、19点中15点のものに認め

られ、その内10点 は片側だけに甲板面からの調整が施される。その全てが断面で見た場合、より膨らんでいる方

の面に甲板面からの調整が施されることから、細石刃核の断面形を左右対称にするためになされた調整加工と考

えられる。

2.細石刃核母型 (第 36～ 38図 版、PLATE21)

細石刃核母型には、両面加工石器からスポールを剥離 し、細石刃剥離の打面を作出し、舟底形に整形 したもの

と、厚手の剥片を素材とし、舟底形に整形 したものの 2種類が認められる。前者は湧別技法によるものであるが、

削片剥離によらずに打面が形成されるものが 1例存在する。後者はホロカ技法による細石刃核母型である。出土

した細石刃核母型は全て珪質頁岩製である。

①湧別技法による細石刃核母型

3790(第36図版-1):両面加工石器が整形されるが、その途上で折れが生 じる。その後、甲板面作出のためとみ

られる、短軸方向からの剥離により、湾曲のある甲板面が形成される。次いで、その甲板面から片面のみに調整

が施されるが、最終的には不整形な形態のまま、遺跡に残される。

910(第36図版-2):甲板面はネガ面であり、これを打面とした石核調整が a面にみられる。そのひとつの打撃が

甲板面の内部に入 り過 ぎて、中央部で折れている (c面 )。 b面左側にみられる横からの剥離痕は、スポール除



去に失敗 した剥離痕である。二回ほど石核整形剥離を失敗 したために放棄されたと考えられる。

2201(第36図版-3):両面加工石器からスポールが除去された段階にある舟底形細石刃核の母型である。甲板面

からの石核調整は認められない。甲板面 (d面)は ネガ面で、打点部に僅かな調整剥離が見られ、この打面から

稜線上に 5 1nlllほ どの階段状剥離がある。細石刃を剥離 した最初の痕跡といえる。

②ホロカ技法による細石刃核母型

3897(第37図版―|):厚手の剥片を素材とし、その腹面を甲板面とする。素材剥片の背面には腹面の剥離と同方

向の剥離面と、反対方向の剥離面が認められる。甲板面を打面として、素材剥片の両側辺から背面側に調整が加

えられ、舟底形に整形される。その後、器体の一端が折れ、細石刃が剥離されることはなかった。

3。 ファース トスポール、スキー状スポール (第 38～ 42図 版、PLATE22・ 23)

ファース トスポールは18点、スキー状スポールは 9点出土 している。一般にフアース トスポールは断面三角形、

スキー状スポールは断面四角形ないし台形である。しかし、荒屋遺跡では、ファース トスポールには断面不等辺

三角形、スキー状スポールには断面不等辺四角形となるものが認められる。出土 したスポール類は全て珪質頁岩

製である。

li206(第40図版-5):両端が欠落 しているが、両面加工石器から剥離されたファース トスポールである。稜を中

心にすると、片側に大きく偏って剥離されており、その断面形は不等辺三角形である。スキー状スポール (第 41

図版-3)と 接合する。

|1205(第40図版-7):基部側が一方に傾いたファース トスポールである。先端側では器体の捩れによって傾きが

修正される。細石刃核母型 (第 38図版-2)と 接合するが、図の上部に位置する甲板面ではなく、下部に設定さ

れた甲板面に接合する。単純に細石刃剥離の打面作出を意図する剥離とは考えにくく、細石刃核整形の一端を担

う調整加工と捉えることもできる。

そのほか、傾 きのあるファース トスポールが 9点出土 した。その大きさは多様であり、単純に細石刃剥離の打

面を作出するためのものとは考え難い。細石刃核の整形もひとつの目的であつた可能性が高い。また、ファース

トスポール素材の彫刻刀 (第 46図版-12)があることから、素材剥片の獲得を目的とした可能性 もある。

962(第41図版-1):フ ァース トスポールが片面に傾いて剥離された後に、剥離された細長いスキー状スポールで

ある。傾いた甲板面の頂部に細かい調整を加え、稜を準備 した後、このスキー状スポールが剥離されている。甲

板面は水平ではなく、逆側に大きく傾 く結果となる。

i873(第 41図版-3):断面台形を呈する典型的な湧別技法のスキー状スポールである。ファース トスポール剥離

後、左右対称形になるよう甲板面から片側に連続的な調整が施される。スキー状スポール剥離のための打面調整

がなされ、打点部が細かい調整によって窪められる。剥離されたスキー状スポールは先端倶Jが欠損 している。

3726(第42図版-4):フ ァース トスポールが一方に偏つて剥離されるため、断面三角形を呈する。ファース トス

ポール剥離後の稜調整はほとんど行なわれず、このスキー状スポールが剥離されている。

細石刃核スポールについては次のような特徴を指摘できる。ファース トスポールの背面にある稜の角度は、平

均値で65.7° 。細石刃核や細石刃核母型、ファース トスポール、スキー状スポールに見られる長軸の両端にある

稜のなす角度は、甲板面の先端倶1が 52.7° 、打点側が50.6° である。ファース トスポールでは、傾いた甲板面が

残るような斜めの削片剥離がなされるものが多い。この点が荒屋遺跡でなされた削片剥離の特徴のひとつである。

26



第 4章 荒屋遺跡発掘調査の成果

スキー状スポールになると、甲板面の傾きを修正するものが認められる。

4.細石刃 (第82～ 96図版、PLATE28)

荒屋遺跡では、5,590点の細石刃が出土 している。包含層の中では、 3a層の出土点数が最も多 く1,709点、次

に多いのが 3bl層 の982点である。遺構内では、竪穴住居状遺構からの出土点数が最も多 く、362点 である。土

墳01、 1、 3、 6、 14な どの大きな遺構でも出土点数が多い。受熱 したものは、各遺構とも20%以下であり、土

墳 4bのみ60%(計 5点 )と 高い割合となる。一方、炉跡や焼土層、炭化物層が認められる竪穴住居状遺構では、

受熱 した細石刃の割合が低い。

荒屋遺跡の細石刃には特徴的な二次加工が施される (第 4.2図 )。 最 も典型的なものが、背面右側辺と腹面右側

辺先端部に二次加工の施された細石刃 (A類 )である。竪穴住居状遺構から出土 した20308(第 82図版-1)や

20523(第 82図版-17)な どが、その例である。そのほか、30278(第82図版-18)の ように、背面右側辺のみに二

次加工のあるもの (B類 )も 多数出土 している。20371(第 82図版-10)の ように、背面右側辺と腹面右側辺の基

部や中間部にも二次加工のあるもの (C類)も 少ないながら出土 している。そのほか、腹面や背面の左佃l辺 に二

次加工のあるもの (D類)や 、腹面の右側辺だけに二次加工のあるもの (E類 )、 折面や打面に二次加工があるも

の (F類 )も 少数認められる。遺構内の細石刃のうち、二次加工が施されたものは502点 (33.4%)である。その

内訳は、A類が96点 (先端部を残すものの24%)、 B類が203点 (全体の16.9%)、 C類が35点 (全体の2.9%)、 D類が

46点 (全体の3.8%)、 E類が14点 (全体の 1%)、 F類が 8点 (全体の0.6%)で ある。従って、細石刃に施される三

次加工の位置は、背面右側辺と腹面右側辺先端部にほぼ限定される。

完形細石刃の法量は、平均値で、長さ19.8111111、 幅5。 6111111、 厚さ1.lllllll、 重さ0.17gで ある。剥離角は、平均 HO°

である。一方、二次加工の施された細石刃は、完形の平均値が長さ21.311111、 幅5.4111111、 厚さ1。 3mll、 重さ0.19gで

ある。折れた細石刃にみられる二次加工は、折面に切られるものがほとんどであることから、完形の状態で二次

加工が施されたと推定される。また、折れた後に二次加工がなされた例 も稀にみられる (例 :20514)。 部位別に

二次加工出現率をみると、最も高いのが基部欠損のもので53.4%、 次いで、完形35.1%、 先端部31.9%、 先端部

A類は先端部を残す細石刃の 24%を 占める。類型外 1.1%、 二次加工された細石刃 33.4%。

第4.2図 細石刃の二次加工類型

Fig.4.2.   Classiflcation of rnicroblade retouch types.
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欠損31.5%、 中間部27.0%、 基部17.4%と なる。遺構ごとに二次加工された細石刃の割合をみると、ほとんどの

遺構で20～ 40%の値を示す。土墳 4b出土資料が最も高く80%(計 5点 )、 続いて、土墳 4a、 12な どの小遺構で

高率となる。

5.彫亥J刀 (第43～ 76図 版、PLATE24・ 25)

荒屋遺跡では、計626点の彫刻刀が出土したが、その主体を占めるのが荒屋型彫刻刀である。包含層では、 3

a層 からH7点、 3b層から91点 出土した。遺構内では、竪穴住居状遺構から64点 が出土し、最も多い。続いて、

土墳 3、 6、 7、 14な どの大きな遺構から多く出土した。注目されるのは、土墳 7の埋± 1か らH点彫刻刀がま

とまって出土したことである。他の器種に比べ、竪穴住居状遺構を中心とした東側の遺構群から多く出土する傾

向にある。完形の彫刻刀は、平均値で長さ39.611ull、 幅21.71nlll、 厚さ5。 llnlll、 重さ5.8gであり、当遺跡出土の剥片
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A a― f 背面の一部と彫刻刀面打面への調整のみが加えられる形態。

B a― f 彫刻刀面打面への調整のみが加えられる形態。

C a～ f 無調整で彫刻刀面を刻んでいる形態。
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第4.3図 彫刻刀の二次加工類型

Fig.4.3.   Classification of burin types.
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に較べると、平均値では長さが 151111程 長 く、幅が0.21111短 い。長めの剥片が選択され、彫亥J刀 の素材 とされたと

考えられる。

彫刻刀は、二次加工の位置や形態から大きく以下の 4類 に分類される (第4.3図 )。

①背面の全周に細かい整形が施され、左肩に彫刻刀面を有する (芹沢の設定による第1形態、属性中のlA類型、

3893、 3407、 3925、 3959、 3929な ど)。

②背面の全周と腹面の基部に細かい調整が施されたもの、基部が舌状となるものが多い (芹沢の設定による第2形

態、2A類型、3589、 3985、 3986な ど)。

③縦横の長さがほぼ等しく、栗の実のような形状で、右肩にノッチを入れ、そこを打面として左肩に彫刻刀面が

作出されるもの (芹沢の設定による第3形態、3類型、8690な ど)。

④彫刻刀面打面周辺にのみ二次加工が加えられている (背面の一部に二次加工を施すものを含む。4A・ 4B類型、

3894、 3976、 11059、 8629な ど)。

これらの内訳は、①364点、②22点 、③4点、④H7点である。その他、これらの類型に含まれないものが44点 、

破損のため形態の不明なものが34点 出土している。荒屋遺跡の典型的な彫刻刀は①であり、全体の58%を 占める。

また、これらの類型に含まれない変異類型も認められる (第 9図 lB類、lC類など)。 ②は定型的であり、日本の

各地から出土事例が報告されている。この彫刻刀②が荒屋遺跡の特徴的な型式であることは既に指摘されている

(芹沢 1957)。

6。 エンド・スクレイパー (第 77～ 79図 版、PLATE26)

荒屋遺跡では、計19点のエンド・スクレイパーが出土 した。 3a層 から6点、竪穴住居状遺構から5点、 3b

l層から3点、そのほか包含層や遺構からわずかに出土 している。竪穴住居状遺構付近にやや集中する傾向があ

る。彫刻刀に比べ、出土量は極端に少ない。

エンド・スクレイパーは、基本的に背面の全周に急斜度の調整が施されるが、刃部の腹面側にも二次加工の施

された資料がある。エンド・スクレイパーは、完形の平均値で長さ58.8111111、 幅33.311111、 厚さ8.6mllで あり、彫刻

刀や ドリルに比べ、とりわけ大きく厚手の剥片が選択されて素材となったと考えられる。また、基部が厚手のも

のは、基部側腹面にも調整が加えられている。

1679(第 78図版-4):背面の側辺から先端にかけて調整が施された後、腹面の先端にも二次加工が加えられる。

使用され、刃部が激 しく摩滅 している。

1738(第 78図版-5):背面のほぼ全周に急斜度の調整が加えられた後、腹面の基部と先端部に二次加工が加えら

れる。基部調整は、着柄に関わる可能性もある。素材剥片の基部が相対的に厚かったため、その厚みを減らすこ

とを目的とした調整と考えられる。

3750(第79図版-2):背面の基部を除 く全周に二次加工が施されている。使用痕観察の結果、側縁のほぼ全周に

わたつて、乾燥皮をなめした結果生 じたと考えられる光沢面や線状痕が確認された。円形に近い形状であること

と、全ての縁辺が同様の角度であることから、そのように使用されたと推察される。

この時期の石器群に共通 して認められる撥形を呈する角二山型エンド・スクレイパーは荒屋遺跡では主体的と

ならないが、 2点 (第 77図 版-3、 第79図 版-4)認められる。また、荒屋遺跡では、腹面先端に調整の施された



ものが多いのも特徴のひとつである。

7.サイ ド・スクレイパー (第 79図版)

計 5点が出土 した。大型の剥片を素材とし、その両側辺に急斜度の調整が施される。サイ ド・スクレイパーの

形態は、素材剥片の形状に大きく左右されており、様々である。法量の平均値は、長さ66.311ull、 幅34。 llIIIl、 厚さ

7.131nlll、 重さ26.6gで ある。完形のサイド・スクレイパーは出土 していない。

3451(第79図版-5、 PLATE27-1):3bl層 から出土 したサイド・スクレイパーである。縦長剥片の両側辺に細

かい調整を加え、整形 している。右側辺では、稜線が接する部分に調整が認められない。この部分の側縁の角度

が鈍 く、調整の必要性がなかったためと考えられる。

3746(第 79図版-6):3b2層 から出土 した。縦長剥片の両側辺に調整を加えたサイ ド・スクレイパーである。

右側辺に折面があり、そこには調整が施されない。

8722(第79図版-7):土墳 6か ら出土 した大型のサイ ド・スクレイパーである。両側辺に調整が加えられ、整形

される。背面側の石質が軟質で、色調も異なることから、原石の自然面に近い部分から剥離された剥片が素材と

されたと推定される。エンド・スクレイパーにも同一母岩が認められ、やはり、背面が同様の石質・色調である

ことから、利器類の素材には、自然面除去後の比較的初期段階に剥離された大きめの剥片が利用されたと推定さ

れる。

サイ ド・スクレイパーは、法量の平均値でみても、彫刻刀、エンド・スクレイパー、 ドリルなどの主要な器種

よりも大きく幅広であることから、最も大きな剥片が素材として使用されたと考えられる。

8.ド リフレ (第 80、 81図 版、PLATE27-2～ 9)

計24点 出土 した。ほとんどが包含層からの出土である。その形態、二次加工の位置から 3つ に分類される。ひ

とつの類型は、背面の両側辺に急斜度の調整を加え、先端傾1を かるく扶 り込み、鋭い尖頭部を作出したものであ

り、20点 出土 した。全体の形状は細身の二等辺三角形を呈する。もうひとつは、幅広の剥片を使用 して、調整に

より錐部が作 られたものであ り、 3点 出土 した (第 80図版-7、 12、 13)。 錐部以外には調整が施されない。他の

類型は ドリルとしては例外的であるが、彫刻刀スポールを素材とし、その尖った一端に錐部を作出したものであ

る。 1点 出土 した (第 81図 版-3)。 ドリルの法量の平均値は、長さ28.3111111、 幅 13。 71■ lll。 厚さ3。 911111、 重さ2.Ogで

ある。他の利器類 (エ ンド・スクレイパーやサイド・スクレイパー、彫刻刀)に比べて小型であり、最も小型の剥片が

素材として利用されたものと考えられる。中には、錐部に穿孔を行った結果生 じたとも考えられる微小剥離痕を

有するものも認められる。

9.尖頭器 (第 81図版-6、 PLATE27-10)

3b2層 から 1点 出土 した。長さ901nlll、 幅411mll、 厚さ10111111、 重さ43gで ある。石材は珪質頁岩で、尖頭部は鋭

く、左右対称形である。基部には片面に長軸方向にのびる細長い剥離面が認められる。着柄を意図しての調整痕

と考えられる。両側辺はジグザグ状であり、直線的にはならない。本資料は、形状からも細石刃石器群の両面加

工石器とは明確に識別でき、尖頭器に分類 した。
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10。 彫刻刀スポール (第97～ H2図版、PLATE28)

計8,349点 出土 した。包含層では、 3a層から2,138点 、 3bl層 から1,371点出土 し、遺構内では、竪穴住居

状遺構から683点、土墳 6か ら353点、土墳14か ら314点、土娠 3か ら301点 出土 している。主要な遺構内からの出

土点数が多い。

彫刻刀スポールには、 2種類の調整が認められる (第 4.4図 )。 ひとつは、彫刻刀面から彫刻刀の背面への調整

であり、彫刻刀の先端部に連続的な細長い剥離痕として認められる (調整①)。 彫刻刀スポールには、背面右側の

横方向の剥離痕として認められる。他の類型は、彫刻刀腹面から彫刻刀面あるいは背面への調整であり、彫刻刀

の周辺加工と区別のつかない場合がある (調整②)。 彫刻刀スポールには、背面左倶1の稜から中央への横方向の細

部調整痕として認められる。この 2種類の調整は必ず施されるものではなく、両者とも認められない場合もある。

調整①がみられるものには、その彫刻刀背面に調整①の打点があるもの (そ の彫刻刀面を調整したもの、I類 )と

ないもの (そ の彫刻刀面より前の彫刻刀面を調整したもの、Ⅲ類)の 2者が存在する (調 整①のないものがI類 )。

調整②の有るものには、腹面から背面への調整後に彫刻刀面が作出されたもので、腹面から背面への調整痕が
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認められないもの (A類、彫刻刀スポールのみの類型)と 、腹面から背面への調整後に彫刻刀面が作出され、その

調整痕を残すもの (B類 )、 調整②によって彫刻刀面が残らないもの (C類 )、 彫刻刀面形成後に調整②が施され

たもの (D類 )、 彫刻刀面形成後に調整②が施され、さらに彫刻刀面が作出されたもの (E類)の 5類型が存在す

る。

調整①と②を組み合わせで、12通 り (AI～ EⅢ )

整類型により分類すると、AI類 (38%)と AⅡ 類

(6.6%)が多い。

の彫刻刀面調整類型がある。彫刻刀スポールを彫刻刀面調

(30.2%)が 主体であり、次いで、CI類 (10.2%)、 DI類

H.礫器 (第 120図 版、PLATE27-H・ 12)

礫器は 2点出土 した。ともに凝灰岩製であり、遺跡内から出土 した礫にも同じ石材のものがみられる。

8288(第 120図版-1):角 ばった厚手の礫を素材とする。礫の扁平な面から、数回剥離を加え、鋭角の刃部が作出

される。素材 となる礫は、一端が細 くなる形状であり、その細い端部に刃が作 り出される。左右対称でないが、

3844と 同様に片手で掴める大きさである。

3844(第 120図版-2):楕 円形礫を素材とする。その一端に一方向から3回 の剥離を加え、鋭角の刃部を作出する。

刃部には細かな剥離痕が認められる。使用時に生 じた刃こぼれの可能性がある。基部は丸 くなっており、片手で

掴める大きさである。

12.剥片・砕片 (第 113～ H9図 )

剥片は4,843点 出土 した。最大長 2 cm以 上のものを剥片に、それより小 さいものを砕片に分類 した。包含層で

は、 3a層 から1,093点、 3bl層 から823点出土 した。遺構内では、竪穴住居状遺構から394点、土墳 6か ら159

点、土墳 14か らH5点 、土墳 3か ら96点 が出土 した。

剥片は細石刃核調整により生 じたものが主体である。剥片の 3分の 2が調整打面であり、背面にみられる剥離

面は多様な剥離方向を呈するものが多い。代表的なものは、第H3図版 -1、 2、 9で ある。また、剥片の先端

に両面加工石器の縁辺を取 り込むものも存在する。その典型例は、第H4図版 -13、 第H9図版-1である。一般

的には、ウー トラパッセと呼ばれる末端部の状態である。

細石刃核の甲板面の一部を取 り込む剥片も認められる。ひとつは、甲板面を打面とするものであり、第H3図

版-7、 第H5-13・ 14がその典型である。他の類型は、側辺に甲板面を取 り込むものである。第H4図版 -17、

第H6図版 -7、 第H7図版-4～ 6な どがその例である。

細石刃核の細石刃剥離作業面をその一部に取 り込む剥片も認められる。第H7図版 -9。 10、 第H8図版-8な

どがその例である。これらは、甲板面から作業面調整を行ったものと、下縁から作業面調整を行つたものの二者

に分類される。

砕片は72,523点 出土 した。砕片の出土点数は、遺物の回収方法によって左右される。現場での乾燥フルイは 3

111nlメ ッシュを基本 とした。土壌サンプルのフローテーシヨン選別を行った部分では、ヘビーフラクシヨンを l lnll

メッシュの乾燥フルイにかけたため、微小遺物の回収率が高 くなり、砕片の出土点数も多い (表 4)。
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13.接合資料 (第 121～ 125図版、原色図版 5、 6-1)

接合資料 1(第 121図版):細石刃核 と彫刻刀、剥片の接合資料である。彫刻刀は、細石刃剥離や細石刃核の下縁調

整よりも前に剥離された剥片を素材として製作されている。彫刻刀が接合 した状態は、細石刃核母型としても不

整形であることから、削片剥離よりも前に彫刻刀の素材となる剥片が剥離されたと推察される。細石刃核から細

石刃が剥離されると、作業面に階段状の剥離が生 じ、剥離角が直角に近 くなる。この修正のためか、作業面を下

縁から調整する。調整剥片が剥離された後に、細石刃は剥離されない。反対側にも細石刃剥離作業面が形成され

ることから、片側で細石刃剥離が不可能となったため、逆側に作業面を設けた可能性がある。

接合資料 2(第 121図版):フ ァース トスポールとスキー状スポールの接合資料である。ファース トスポールは片側

に大きく偏って剥離され、断面形は不等辺三角形となる。スキー状スポールは、ファース トスポール剥離後、右

側 (a面)に 甲板面から運続的な細部調整が加えられる。結果的に両面加工石器は薄 くなり、次のスキー状スポー

ルの剥離により著 しい傾 きが補正される。

接合資料 3(第 121図版):細石刃核母型とファース トスポールの接合資料である。ファース トスポールは片側に極

端に傾いており、細石刃剥離の打面となるような甲板面が形成されない。細石刃核母型の形状を考えると、単に

甲板面の作出を目的としたのではなく、細石刃核母型の下縁調整を目的とした可能性がある。この削片剥離後に、

下縁からの調整加工が行われ、左右対称に近い形状に整えられる。

接合資料4(第 121図版):彫刻刀と剥片の接合資料である。大きめな剥片の先端側を折 り取つて、周辺加工を施 し、

その後、彫刻刀面が作出されている。

接合資料 5(第 121図版):彫刻刀と剥片の接合資料である。ともに平坦打面であり、それらの背面構成も考慮する

と、細石刃核母型の甲板面からの調整加工によって生 じた剥片であると考えられる。彫刻刀は、一側縁に調整加

工が施された後、彫刻刀面が作出されている。

接合資料 6(第 122図 版):細石刃核母型と石核の接合資料である。接合により長さ1301nlllを 超す大型の細石刃核母

型となる。その甲板面から剥離された大型の剥片が連続的な剥片剥離が行なわれ、石核となる。一方、細石刃核

母型は、この剥片剥離が原因か、中途で折損 し、その後は整形されなかった。

接合資料 7(第 122図版):二次加工ある剥片と剥片の接合資料である。同一方向から連続的に剥離された剥片の 1

点に二次加工が施される。整形によりかなり小型化する。

接合資料8～ 10(第 122図版):細 石刃の接合資料である。規格的な細石刃が連続剥離されてお り、多 くの細石刃に

二次加工が施されている。

接合資料‖～24(第 :23図 版、124図 版、125図 版― |～ 9):彫刻刀スポールの接合資料である。最も多いもので 6点

が接合する。第123図 版接合13～ 16は 同一母岩であり、少なくとも15点以上の彫亥J刀 スポールが剥離される。剥

離に伴つて、彫刻刀面から彫刻刀背面への調整加工がなされる。 1点のみ彫刻刀腹面から彫刻刀面への調整が認

められる。第124図版-2、 7、 8に は、彫刻刀腹面から彫刻刀面への調整がなされる。特に第124図版-7は彫

刻刀スポール背面全体に調整が加えられる。

接合資料25・ 26(第 125図版-10、 !!):剥片同士の接合資料である。10は剥離面、Hは折面で接合する。



第 4節 遺構と包含層における石器組成

第4.6、 4.7表 に示した遺構・埋土別の石器組成に基づき図化したのが第4.5図 と第4.6図 である。どの遺構も砕

片の割合が 8割近くを占める。各遺構とも景1片 よりも細石刃や彫刻刀スポールの方が多く、砕片の出土率の高い

ことも考慮すると、荒屋遺跡では、細石刃核調整や細石刃剥離、彫刻刀の製作・刃部再生といった石器製作工程

の最終段階に位置する作業が中心的に行なわれたと考えられる。剥片とチップを除けば、どの遺構でも彫刻刀ス

ポールと細石刃が 9割以上を占める。各遺構とも彫刻刀スポールが50～ 70%を 占める中、土墳01、 5、 8は、細

石刃の割合が高い。竪穴住居状遺構を中心に東側の遺構群から彫刻刀スポールが多く出土し、土墳01を 中心とし

た西側の遺構では細石刃が多い傾向がうかがえる。細石刃と彫刻刀スポールは全く異なる工程から生じるにもか

かわらず、調査区内のほとんどの場所において多数出土する。この点は、荒屋遺跡の性格を考える上で重要であ

る。

細石刃核、細石刃核母型は、土墳 3、 10、 H、 竪穴住居状遺構に各 1点ずつ出土している。細石刃核スポール

類は、土壌 6に 2点、竪穴住居状遺構に1点みられる。これらは、発掘区の東半の中央部にまとまっている。彫
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刻刀もこれらの遺構に多い。彫刻刀スポールは、彫刻刀の出土数とほぼ比例する。エンド・スクレイパーは、竪

穴住居状遺構に5点 まとまってみられる。他の石器は、散漫に分布している。

第 5節 遺構と包含層における石器の出土状況と空間分布

石器の出土状況について検討する (第 12～ 25図版)。 竪穴住居状遺構では、石器がまんべんなく出土する。とり

わけ大きな集中がなく、垂直分布でも散漫な状況である。特定の器種が集中する状況も見受けられない。土装 6

では、遺物が散漫に分布する。垂直分布をみると、下部の方から多 くの石器が出土するのがうかがえる。土墳 6

や14な どの遺構では、石器が集中することもなく、特定の器種が集中することもない。垂直分布も、ほぼ均等に

分布する。

包含層の遺物分布状況は、旧調査区や撹乱などの影響が大きいものの、全体に均等に分布する傾向にある。特

定器種の集中は認められない。調査区全体から多 くの石器が出土することから、大きな石器集中の一部に調査区

が含まれる状況といえる。

より個別的な現象を判 り易 く説明する為に、最初に接合資料 。同一母岩資料を検討 した (表 4.8、 第26～ 30図 版)。

母岩 1は 、細石刃核、彫亥J刀 、調整剥片各 1点 の接合資料を含む計32点 (総重量84.27g)で 構成される。これ

らは、径 6m程の範囲に広が り、垂直分布では0.5mの 上下差をもつ。接合資料 も4m程離れて出土 した。

母岩 2は、彫刻刀、彫刻刀スポール、剥片、二次加工ある剥片の計23点 (総重量98.45g)で 構成される。彫刻

刀が主体を占め、遺跡内で剥片生産から彫刻刀の製作、その刃部再生による彫亥J刀スポールの剥離まで行なわれ

たと考えられる。これらは径 6mの範囲に広が り、遺構の底面付近から包含層の上部まで0.5mを 超えるレベル

差をもって出土 した。

母岩13は、ファース トスポール、スキー状スポールの接合資料 と彫刻刀、エンド・スクレイパーの計 8点 (総

重量104.82g)で構成される。剥片、砕片は出土 しておらず、遺跡外から持ち込まれた可能性が高い。これらは

径 6m程の範囲に散漫に広がり、最大のレベル差は0。 5mを 超える。

母岩49は、 1組の接合資料を含み、彫刻刀、彫刻刀スポール、剥片、二次加工ある剥片で構成され、計26点

(総重量63.96g)で ある。出土遺物の主体は剥片である。出土遺物の多 くは、径 lm程の範囲にまとまる。

母岩54は 、細石刃核母型と石核、細石刃核母型とファース トスポールの接合資料を含む計45点 (総重量582.39

g)で構成される。本遺跡の中で最 も重量のある母岩である。細石刃は含まれないが、それ以外の主要な器種で

構成される。遺物は径 6m程 の範囲に広がるが、B-0区 の径0.5mの範囲と、A～ C-1・ 2区 を中心とした

主要土墳上 4× 2m程の範囲の 2箇所に分かれる。遺物は包含層の上部から竪穴住居状遺構の底面付近まで、最

大0。 7m程のレベル差をもって出土 した。

以上、 4母岩について概観 したが、接合資料を含め、広い範囲に分布 し、遺物の垂直レベル差も大きい。石器

製作が特定の場所で集中的に行なわれたとしても、自然営力に大きく左右され、遺物の分布範囲が三次元的に広

がったものと推定される。あるいは、遺物が集中するような活動が行われることが少なかった可能性もあるが、

垂直分布の様相から、ある程度自然営力の作用を被つたと考えるのが妥当であろう。また、遺構内への遺物の拡

散は、遺構の埋没過程で生じた可能性も高い。遺構ごとの石器組成や包含層出土遺物の分布からも分かるように、

本調査区内で、行なわれた活動の痕跡は特定の集中を示さない。一方、母岩の石器組成が単調なものでは、分布



第 4.8表  母岩別資料一覧

Table 4.8。 List of lithic artifacts by nodule groups.

母岩

番号
石  材 点 数 接合数 細石刃

石

核

細

刃

細石刃

核母型

細石刃核

スポール
彫刻刀

彫刻刀

スポール

エンド・
スクレイ
パー

サイド・
スクレイ
パー

ドリル 剥 片
二次力n工

ある剥片
石核

1 頁岩 1 1 9 0

頁岩 l 0 0 6

3 頁岩 0 1

4 頁岩 0 0 4 0

頁岩 1 3 5

頁岩 1 5

7 頁岩 1 1

頁岩 2 1 5 0

頁岩 0 1 1 1 1 0

頁岩 l 1

頁岩 1 l 5 0

頁岩

頁岩 1 1 0

頁岩 l 0

頁岩 l 0 0

頁岩 1 1 l 1 0

頁岩 1 4

頁岩 1 0

頁岩 1

頁岩

頁岩 1 0 1

頁岩 1 6 1

頁岩 0 1 1 0

頁 岩 1

頁岩 1 1 1

頁岩 0 0 l 0

頁岩 7 1 1 0 1

頁岩 1

頁岩 1 1 1 0 6

頁岩 1 5

頁岩 0 1

頁 岩 1 0 1 1 1

頁岩 l 0

頁岩 1 1 1 0

頁岩 1

頁岩 0

頁岩 l 1

頁岩 5 1 0

頁岩 0

頁岩 0 0

頁岩 0 0 6 0

頁岩 l 0 1

頁岩

44 頁岩 1

頁岩

頁岩 0 0 0

頁岩 1 0

頁 岩 0 1 1 0 0

頁岩 1 0 0 1 1

頁岩 0 7

頁 岩 0 0 l 0

頁岩 4

頁岩 1 0 1 l 0 0

頁岩 3 l l 1

砂岩 0 0

砂岩 0 4

凝灰岩 0 0

凝灰岩 5 0 0 1 1 0

碧 玉 1 0 5

碧玉 1 2



第 4章 荒屋遺跡発掘調査の成果

母岩

番号
石  材 点 数 接合数 細石刃

石

核

細

刃

細石刃

核母型

細石刃核

スポール
周多亥J刀

彫刻刀

スポール

エンド・
スクレイ
パー

サイド・
スクレイ
パー

ドリル 剥 片
二次加工

ある剥片
石核

頁岩 0 0

頁岩 0

頁岩 1 0

頁岩 0

頁岩 0 1 1

頁岩 5

頁岩 0

頁岩 0 1

頁岩 0

頁岩 1 1 1

頁岩 1 0 0

頁岩

頁岩 0 1 1

頁岩 0

頁岩 0 0 0

頁岩 1 l

頁岩 0 0

頁岩 3 0

頁岩 1 0

頁岩

頁岩 0 0

頁岩 2 1 1

頁岩 3 0 0

頁岩 l 0 0

頁岩 4 0 1

頁岩 0

頁岩 0 l

頁岩 1 0

頁岩 0 0

頁岩 0 0

頁岩 1 0 0 0

頁岩 4 1

頁岩 0

頁岩 4 0 1 0

頁岩 1 1 0 0 1 1

頁 岩 0 0 0

頁岩 4 0 1 1

頁岩 0 0

頁岩 2 0 0

頁岩 1

頁 岩 0 0 l

頁岩 0 2

頁岩 0

頁岩 7 0 0 1 1 5 0

頁岩 6

頁岩 0 0 3

頁岩 0 0

頁岩 0 1 1

頁岩 0 0

頁岩 1 2

頁岩 0 0 1 1

頁岩 1

頁 岩 0 0 2

頁岩 5 0

頁岩 0 0

碧玉 1 0 1

安山岩 0

安山岩 0 0

頁岩 1 4 0 0

頁岩 4 0 0

計 902 7 1



第4.7図 母岩別資料の平面座標値標準偏差値

Fig.4.7.   Distribution of lithic artifacts classifled

by nodule groups represented by

standard deviation.

が集中する傾向にある。母岩39、 46、 61、 79等 は、剥片を

主体に構成される。これらの分布のまとまりを先の多様な

器種によって構成される母岩と比べるとまとまった分布を

示す (第 4.7図 )。 この数値は出土座標値の標準偏差に基づ

くため、出土位置の記録のない遺物は除外される。単一工

程から生 じた石器群が複数の工程を経た石器群よりも集中

することから、工程間に製作者が場所を移動 したことが推

察される。また、座標測定はされていないが、母岩88、 91、

112は 細石刃によって構成され、Al～ 2区 を中心に分布

する。母岩124は 彫刻刀スポールによつて構成され、Al

～ 2区 を中心に分布する。このように石器製作の一部の工

程を示す可能性のある母岩は幾つか認められ、石器も集中

する傾向にある。ただし、荒屋遺跡の母岩の主体は、多様

な器種によって構成されるものが主体であり、分布に広が

りをもつものが多い。

座標標準偏差

◆母岩64

◆母岩24◆
母岩 1  ◆母岩13

0母岩3｀岩&FttZ

◆母岩49            ◆母岩56

母岩39  母岩46

岩母◆

０

鵬

２
．

５

Ｘ



第 5章 出土遺物の分析結果

第 1節 石器製作技術

1.細石刃核の製作

荒屋遺跡から出土 した細石刃核には 2類型に分類される。ひとつは湧別技法 (註 1)に よるもの (9点 )、 もう

ひとつはホロカ技法によるもの (2点 )である。

(1)湧別技法による細石刃製作

湧別技法は、両面加工石器の長軸に沿って細石刃核スポールを剥離する点に特徴がある。荒屋遺跡では、ファー

ス トスポールが断面不等辺三角形、スキー状スポールが断面不等辺四角形となる事例がある点が特徴である。接

合資料 (第 121図 版接合 2)を 観察すると、ファース トスポールが著 しく傾いて剥離された後、甲板面からの連続

的な細部調整が加えられ、スキー状スポールの剥離によって、その傾きが修正されている。こうした技法は、ス

キー状スポール (第42図版-4・ 5)か らも窺える。

ファース トスポール、スキー状スポールの観察から、削片剥離前にその打撃部に調整を加えることが窺える。

細石刃核スポール全体でみても、基部側を残存するもののほとんどに、この細部調整がみられる。ただし、小型

のもの (第 38図版-4、 第40図 版-1)に は、打面側への細部調整が認められない (註 2)。

スキー状スポールの観察から、ファース トスポールが剥離された後、連続的にスキー状スポールが剥離される

ことはなく、何 らかの細部調整が行なわれることが窺える。主に、削片剥離の打点側からの調整であるが、962

(第 41図版-1)の ようにフアース トスポール剥離後、甲板面からの細部調整を行 うのみで、打面側からの調整

が加えられない例もある。

湧別技法による細石刃核には、削片剥離がなされた細石刃核母型を素材とする典型的湧別技法によるものと、

剥離された削片を細石刃核母型の素材とするものの 2者が確認される。前者は 6点、後者は 3点あり、後者の製

作技術はホロカ技法に共通性が認められる。これら9点の細石刃核の観察から、削片剥離後に甲板面からの細部

調整が施されるものと、施されないものがある。甲板面からの細部調整は主に細石刃核の断面形を左右対称に整

えるために施される。断面形で見て膨らんでいる方に細部調整が行われてお り、断面形が左右対称になるものに

は調整が施されない。また、細石刃剥離作業面の再生のために、甲板面から、或いは下縁からの調整が行われる

事例がある。削片素材の細石刃核は、典型的な湧別技法による細石刃核と比べて、細石刃核の幅や厚さが若干小

さい。これに対応 して、作業面にみとめられる細石刃剥離面数が少なく、甲板面と作業面の角度が若干鋭角にな

(註 1)吉崎昌一は、1959年 に自滝Loc.32の 発掘調査で出土した両面加工石器の接合資料から、舟底形石器の製作工程を実証的に提示した

(吉崎 1961)。 これは、当時「湧別手法」や「湧別工程」と呼称されたが、現在では「湧別技法」として定着している。この製作工程

をまとめると、以下のようになる。 1.ポ イント状の両面加工石器を素材とする。 2.こ れを側辺にそつて長軸方向に断面三角形の

ファース トスポールを剥離し、次いで断面四角形または台形のスキー状スポールを剥離する。 3.その剥離面を打面に、一端もしく

は両端にフルーティングを施す。

(註 2)こ れら小型のファース トスポールは打面が平坦打面でなく、稜状を呈するため、稜付き細石刃ではなく、ファーストスポールとして

分類した。



るなどの相違が認められる。

(2)ホ ロカ技法による細石刃製作

細石刃核母型の中でホロカ型に分類できるのは 1点 (第 37図版-1)認められる。この細石刃核母型は、素材

剥片の背面を大きく残 し、甲板面から細部調整がなされる。ホロカ型に分類される細石刃核は 2点認められる。

ともに厚手の剥片を素材としており、下縁からの調整と甲板面からの調整によって整形される。3577(第 32図 版

-3)に は、素材剥片の打面が残る。104(第 32図 版-1)も 下縁からの調整と甲板面からの調整によつて整形が

行なわれる。ホロカ技法による細石刃核は、典型的な湧別技法によるものと、長さ、幅がほとんど変わらない。

一方、厚さは平均値で101nlll以上薄い。従つて、両型式の細石刃核から同じ長さの細石刃を剥離するためには、打

面と作業面のなす角度をより鋭角にし、作業面の長さを確保 しなければならない。例えば、104(第 32図 版-1)

のように、甲板面と作業面の角度を鋭角 (36° )に して十分な長さの作業面を確保 し、典型的な湧別技法により

生産された細石刃と共通 した法量の細石刃の剥離を可能にする例 もある。

2.細 石 刃 の製作

細石刃5,590点 に対 して、細石刃核はH点 と極端に出土点数が少ない。比率にすると508:1と なり、多 くの細

石刃核が搬出されたと予想される。細石刃は湧別技法とホロカ技法による細石刃核から剥離される。この 2種の

技法により生産された細石刃の相違点について細石刃核の分析からまとめると、以下のようになる。

①細石刃剥離作業面と打面のなす角度は、湧別技法による細石刃核では、甲板面の打点側平均73.7° 、先端側

平均76.3° 、肖J片素材の細石刃核が打点側平均65.5° 、先端側平均78° である。一方、ホロカ技法はそれぞ

れ36° と88° であり、資料により大きな差異がある。

②細石刃剥離作業面の長さと幅の平均値は、湧別技法が長さ231nlll、 幅16nIIlで あるのに対し、ホロカ技法では長

さ22111111、 幅2311ullと なる。

一方、細石刃の剥離角はHO° をピークとしており、両技法によるものを分離することは難しい。また、細石

刃の長幅値をみても、明瞭にふたつのグループに分離できるものではない。従つて、湧別・ホロカ両技法が形態

的にほぼ共通した細石刃を製作するために用いられたと考えられる。

湧別技法による細石刃製作において、作業面の稜調整がひとつの特徴である。この稜付き細石刃とその後生産

される細石刃を比べると次のようになる。

稜付き細石刃の法量は、平均値で長さ20。 7mll、 幅5.81ull、 厚さ1.51nlll、 重さ0。 2gである。細石刃は、平均値で

長さ19.8mll、 幅5.l mlll、 厚さ1.llnlll、 重さ0.17gである。剥離角は、共にHO° 強である。稜の数は、平均すると

1.8～ 1.9本。それぞれの背面構成からみると、共に細石刃剥離が右へ進行するものよりも、左へ進行するものの

方が多い。側縁の角度は、稜付き細石刃が約35° 、細石刃が約27° である。折面は、基部側では、背面側からの

折れが腹面側からの折れよりも25%以上多い。先端側では、背面側からの折れが15%以上多い。最大幅は、両者

とも部位ごとに変化のないものが多いが、稜付き細石刃では中間部、細石刃では基部が最大幅となるものが多い

点で異なる。最大厚は、稜付き細石刃では基部が最も厚くなるのに対し、細石刃は部位ごとに変化のないものが

多い。共に緩やかに湾曲するものが多いが、稜付き細石刃の方が強く湾曲する傾向にある。捩れは、稜付き細石

刃は、捩れる割合が高く、左右に捩れる比率は、ほぼ同率である。一方、細石刃は捩れのないものが多く、捩れ

40
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るものでは、右に捩れるものが多い。打面は共に平坦打面である。稜付 き細石刃では 1割、細石刃では 3分の 1

のものに二次加工が施される。

3.細石刃剥離作業面の再生

平坦打面で細石刃剥離作業面を背面に残すものの、細石刃より厚手で幅の広い剥片が計 16点確認された。これ

らの剥片の法量は平均値で長さ32.81nlll、 幅15.lmll、 厚さ8.lllllll、 重さ5。 2g。 細石刃と比較すると、長さ、幅共に

101nlll以上大きく、厚さは 6倍以上で、重さは30倍以上となる。これらの剥片の剥離により、細石刃剥離作業面の

形態は大きく変化する。その剥片の背面には、細石刃剥離の失敗と考えられる階段状の剥離痕や傾いた細石刃剥

離面をもつものがあり、これらの修正を目的として剥離されたと考えられる。その他に鈍角となった作業面と打

面のなす角度を修正 した剥片も認められる。また、作業面を下縁からの剥離によつて修正 した剥片も存在する。

4.細石刃の二次加工

荒屋遺跡の細石刃には、特徴的な二次加工が施されていることが発見当初から指摘されている (芹沢 1956)。

本調査で出土 した二次加工のある細

石刃は、完形の平均値が長さ21.311■ ll、

幅5。 41nlll、 厚さ1.311ull、 重さ0。 19gで

ある。第5。 1図 から判断すると、長

さ201mll強 、幅 5111111強 となる規格的な

細石刃に二次加工が施されたと推定

される。

捩れと二次加工類型の関係を見る

と、類型別に捩れの度合いに大きな

差はない (第 5。 1表 )。 湾曲と二次加

工類型の相関を見ると、A類 に湾曲

の強いものが多い傾向にある。ただ

し、A類 は先端部が残るものであり、

残存部位と関係する可能性が高い。

最大幅と二次加工類型の相関を見る

第 5。 1表 細石刃分析表

長 さ

(mm)

完形細石刃 (二次加工有 り)長幅値 稿

４

３

３

２

２

１

１

完形細石刃長幅値

幅 (mm) 幅 (mm)

●・

。
:3

▲
J場

:◆

驚

〓
ニ

藤

:◆
 :

瀞 :

書
1◆

ｒ́

第5.1図 細石刃と二次加工ある細石刃の長幅値

Fig.5.1.   Size of lnicroblades and retouched rnicroblades.

Table 5. 1. Relationship between microblade attributes.

最大厚の位置 (点数) 最大幅の位置 (点数) 曲 が り (点数) 捻 れ (点数)

二次加工類型 基部 中間部 先端部 均等 基 部 中間部 先端部 均 等 左曲が り 真直 ぐ 右曲が り 左ねじれ 真直 ぐ 右ねじれ

A

B 1

C 3 l

D 1 1 1

E 1 4 l l 1 1

l 6

総  計

% 39.5 57.2



と、A類に基部や中間部が最大幅となるものの割合が高い。最大厚と二次加工類型の相関を見ると、A類は、先

端部に最大厚があるものと、部位によって厚さに変わりがないものの割合が若干高い。縁辺の角度は、細石刃、

二次加工のある細石刃共に、27° 程である。曲がりは、二次加工のある細石刃に右と左曲がりの割合が低い。異

なる二次加工類型のものでも、右 。左曲がりの割合は大きく変わらないことから、真直ぐの細石刃を選択して二

次加工を加えたと推察される。

このように細石刃に施される二次加工は、その捩れや湾曲、曲がり、幅を修正して規格的な細石刃を製作する

という意図はうかがえない。二次加工によって形態を修正するのではなく、極端な捩れや湾曲、曲がり、長幅の

広狭といつた不利な条件のない細石刃が選択され、その規格的な細石刃に二次加工が施されたと考えられる。

5。 彫刻刀 の製作

彫刻刀は細石刃核整形の初期段階において生じた剥片がその素材として利用されることがうかがえる。細石刃

核に彫刻刀が接合する資料も存在する (第 121図版接合 1)。 この彫刻刀の素材剥片は細石刃核の周縁加工や削片剥

離よりも早い段階で生じており、両面加工石器の製作段階の初期に剥離されたと考えられる。また、彫刻刀と剥

片の折面での接合例がある (第 121図版接合4)。 大型の剥片の基部を折り取つて、先端側を素材とし、周縁に調整

を加え、彫刻刀面を作出する。このとき、先端側右半分も折り取りによって除去された可能性がある。剥片と彫

刻刀の接合例からは、細石刃核母型の甲板面から生じた調整剥片が彫刻刀の素材剥片として利用されたことがう

かがえる (第 121図版接合 5)。

彫刻刀とその素材となる剥片の関係を明らかにするために、両者を比較する。まず、打面の状況を比べると、

彫刻刀の打面は、平坦打面が 3分の 1強、調整打面が 3分の 2弱 となる。一方、剥片では平坦打面が 3分の 1、

調整打面が 3分の 2と なる。剥離角はともにHO° 強であり、極めて近似する。また、背面構成をみると、主要

剥離面と同方向の剥離面のみをもつものが彫刻刀で約半数、剥片も類似する。これらの共通点から、細石刃核の

調整段階の剥片が多く利用されることがうかがえる。一方、剥片と彫刻刀の法量を比較すると (第 5.2図 )、 彫刻

刀の長さの平均値が約1511■ll長 く、生産される剥片の中でも長めの剥片が選択され、彫刻刀の素材として利用され

た可能性が高い。長幅散布図をみると、彫刻刀と同等以上の大きさの剥片は少ない。大きめの剥片が悉く彫刻刀

素材として加工されたか、彫刻刀のほとんどが搬入品であつたかの2つ の可能性がある。

彫刻刀に施される調整加工の位置から大きく4類型に分類しているが、その主体となるのが① (lA類、芹沢

の設定した第1形態)で58%を 占める。①から③は荒屋型彫刻刀として捉えることができる。一方、④ (4A、 4

b類)は周辺加工が認められず、荒屋型彫刻刀の定義から外れる。また、これら4類型以外に、荒屋型彫刻刀の

バリエーシヨンに含まれるものも存在する。例えば、背面左倶l辺 と腹面左側辺に調整が加えられる形態 (lb類 )

が 5点存在する。これらには、結果として全周に調整が施されるが、腹面に認められる調整痕も背面と同様に急

斜度の調整痕であることから、①のバリエーションとしてとらえることができる。こうして①のバリエーション

として捉えられるものが15点、②のバリエーションとして捉えられるものが16点存在する。また、全くの無調整

で彫刻刀面のみが刻まれるもの (4c、 4d類)が 13点存在する。

彫刻刀面の作出に関しては、彫刻刀自体と、そこから剥離された彫刻刀スポールの諸属性を分析する必要があ

る。彫刻刀スポールについては、後述する。彫亥」刀面の調整には、彫刻刀面から彫刻刀背面への調整 (調整①)
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と、彫刻刀腹面から

彫刻刀面へ の調整

(調 整②)の 2種類

が認められる。この

2者 を組み合わせる

と、彫刻刀面調整を

類型化できる。彫亥J

刀にみられる彫刻刀

面調整で主体を占め

る の は 、 BI類

(44.7%)で あ り、

次いで BⅡ 類 (26.3

%)、 BⅢ類 (11.2%)

となり、その他は 2

%に満たない。

6。 彫刻刀の刃部

作出と刃部再生

彫刻刀面を作出す

る場合、先述のよう

な 2種類の調整が行

われる。ひとつは、

第5.2図 剥片と利器類の長幅値比較図

Fig.5.2.   Size of flakes and tools.

彫刻刀面から彫刻刀の背面への調整であり、彫刻刀の先端部に連続的な細長い剥離痕として認められる (調整①)。

もうひとつは、彫刻刀腹面から彫刻刀面あるいは背面への調整であり、彫刻刀の周辺加工と区別のつかない場合

がある (調 整②)。 両者は必ず施されるものではなく、両者とも認められない場合もある。このふたつの調整の関

係を、彫刻刀と彫刻刀スポールそれぞれについて捉えたい。

調整①は、彫刻刀背面に調整①による打点が残るもの (そ の彫刻刀面を調整したもの、Ⅲ類)と 残らないもの (そ

の彫刻刀面より前の彫刻刀面を調整したもの、Ⅲ類)、 調整①のないもの (I類)に分類される。

調整② は、A類 (彫刻刀スポールのみの類型、調整②が認められないもの)、 B類 (腹面から背面への調整後に彫刻刀面

が作出され、調整②の痕跡を残すもの)、 C類 (調 整②が彫刻刀スポール背面全体にわたって施され、彫刻刀面が残らないも

の)、 D類 (彫刻刀面形成後に調整②が施されたもの)、 E類 (彫刻刀面形成後に調整②がなされて、さらに彫刻刀面が作出

されたもの)の 5類型に分類される。調整①と②を組み合わせると12通 り(AI～ EⅢ )の彫刻刀面調整類型とな

る。

彫刻刀 と彫刻刀スポールでそれらの調整加工の出現率 を比較すると以下のようになる。彫刻刀では、BI類が

主体であ り (41.6%)、 次 にBI類 (24.6%)、 BⅢ類 (14.4%)と 続 く。 これ らBI～ Ⅲ類で 8割 を占める。調整
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第5.3図 彫刻刀面調整と刃角の関係 (1)
Fig.5.3.  Relationship between burin facet retouch technique and burin edge angle (1).

第5.4図 彫刻刀面調整と刃角の関係 (2)
Fig.5.4.  Relationship between burin facet retouch technique and burin edge angle (2).

第5.5図 彫刻刀面調整と彫刻刀面幅の関係

Fig.5.5。   Relationship between burin facet width and burin edge angle.
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第5章 出土遺物の分析結果

①の出現率は30%程度である。一方、調整②の出現率は10%に 満たない。これに対して、彫刻刀スポールでは、

AI類 (38%)と AⅡ類 (30.2%)が主体であり、次いで、CI類 (10.2%)、 DI類 (6.6%)と 続く。調整①の出

現率は30%強であり、彫刻刀より若干高い。一方、調整②の出現率は20%程度であり、彫刻刀に比べると倍増し

ている。これらの点から、調整①は彫刻刀スポールを剥離する直前に加えられる調整というよりも、彫刻刀の製

作時にすでに施されていたと考えられる。それに対して、調整②は、彫刻刀スポールにおいてその出現率が倍増

することから、彫刻刀スポール作出を契機になされる割合が高い。

この2種の調整は全ての彫刻刀になされるのではなく、ある傾向をもって施される。彫刻刀面と彫刻刀腹面の

なす角を「刃角」と呼ぶ (註 )。 刃角と先に述べた調整①、②には一定の関係が窺える。第5.3、 5。 4図 に刃角と

彫刻刀面調整類型の関係を示した。彫刻刀では、調整①、②ともになされないBI類の刃角のピークが100° で

あるのに対し、調整①の認められるBⅡ 類ではH5° をピークとする。また、調整①のなされた後に彫刻刀面が

作出されたBⅢ類の刃角は、BI類に近づき105° をピークとする。彫刻刀スポールでは、調整①、②ともにな

されないAI類は、80～ 90° にピークがある。調整①のなされるAⅡ類はHO～ 120° にピークが認められる。一

方、調整②の認められるCI類は60～ 70° がピークとなる。彫刻刀面調整の傾向として、刃角が鈍角のときに調

整①がなされ、刃角が鋭角のときは調整②が施されるといえよう。

次に、この2種の彫刻刀面調整と彫刻刀面の幅の関係をみる (第 5.5図 )。 彫刻刀では、AI類 とAⅡ 類はとも

に幅3.51nlllが 最も多いが、平均値や割合では調整①のなされるAⅡ 類の方が彫刻刀面の幅が広くなる。一方、調

整②の認められるDI類などは2.5～ 3 1nlllが 多くなる。彫刻刀スポールでは、調整①のなされるAIの方が、調

整①のないAIよ りも幅広となる傾向にある。一方、DI類などに認められる調整②はより狭い彫刻刀面のとき

に施される害J合が高いといえよう。

以上から、調整①と②は彫刻刀刃部の形態に応じて適用され、その性格から、両者が同時になされることが少

ない。しかし、実際の彫刻刀面、あるいは彫刻刀スポールには捩れがみられることから、同一の刃部の異なった

場所に調整①、②がそれぞれ施される例も少数ながら認められる。

7.ト ゥールの製作

荒屋遺跡から、彫刻刀以外に、エンド・スクレイパー、サイド・スクレイパー、 ドリルといった定型的な石器

が出土 した。これらは、彫刻刀に較べて、出土点数が極端に少ない。遺跡出土の剥片と比較 し、 トウールの製作

について検討する。

まず、素材剥片の選択性について考える。エンド・スクレイパーは、完形の平均値で長さ58.81nlll、 幅33.311■ l、

厚さ8.61nlllで ある。サイ ド・スクレイパーは、平均値 (完形品なし)で長さ66.31nlll、 幅34。 llnnl、 厚さ7.llnlllで ある。

ドリルは、完形の平均値で長さ31.l lnlll、 幅H.6mll、 厚さ4.lmllで ある。先述 した彫刻刀は、完形の平均値で39.6

1nlll、 幅21.7111111、 厚さ5.lnlllで ある。一方、剥片は完形の平均値で長さ25.91111、 幅23.llnlll、 厚さ3.21mllで ある。各器

種の長幅散布図をみると、器種ごとに大きさが明らかに異なる (第 5.2図 )。 最も大きいのがサイド・スクレイパー、

次にエンド・スクレイパーであるが、この 2種は遺跡内で生産される剥片の大きさを上回る。次に大きいのが彫

(註 )刃 角 (彫刻刀腹面と彫刻刀面のなす角)の 角度の計測は、ひとつの彫刻刀面に対して 3箇所、彫刻刀スポールの基部、中間部、先端部にあ

たる部位をそれぞれ計測し、その平均値に基づいている。



刻刀であるが、小型の彫刻刀の法量が剥片の法量の範囲に重なる。遺跡内に残された剥片のほとんどは、彫亥J刀

素材として利用するには小さかったことがわかる。 トゥールの中で最も小さい ドリルは、剥片法量の範囲に含ま

れ、当遺跡出土の剥片でも製作可能である。

荒屋遺跡では、多量の剥片生産が行なわれたが、大型 トウールの素材となるような剥片は遺跡内であまり生産

されなかったか、あるいは、ことごとくトゥール素材として利用されたと推察される。また、製作目的の器種に

合わせて、石器素材となる剥片を選択 していた可能性が高い。素材剥片とトウールの法量の関係が、彫刻刀が卓

越する本遺跡の石器組成に影響 した可能性もある。荒屋遺跡の剥片生産が石器素材の生産に適 した内容ではなく、

より細石刃製作工程の中で終盤の段階に位置 したと考えられる。こうした剥片生産の内容は、細石刃製作工程の

最終産物である細石刃が大量に出土 したことや、石器製作 。消費の最終段階で生 じる彫刻刀スポールの出土点数

の多さにも反映される。このような石器製作と石材消費の問題については、「第 6章 考察 第 1節」において、

遺跡間比較を通 して詳細に検討する。

第 2節 石器の機能研究

1.細石刃の使用痕分析 (第 126。 127図版)

細石刃の使用痕を観察した結果、ポリッシュタイプを判定できたものは観察資料612点 中68点 (H%)あ った。

認定したポリッシュタイプは、B、 C、 Dl、 D2、 E2、 Flの各ポリッシュタイプで、その他に、 1類、 2

類、不明光沢がみられた (註 )。 これらを含めると101点 にポリッシュが認められたことになる (使用痕観察資料の

16%)。 観察結果から、多様なポリッシュをもつ細石刃が幾つか確認された。そこで、 1個体に認められるポリ

ッシュの組合せを類型化して捉えることを試みた。その結果、DlFlの 組合せが最も多く、 7点あり、それに

類するものやDlFlを 含むものを合わせると、合計20点 になる。個体内の最も強い光沢面を主体ポリッシュタ

イプとして集計すると、Dlタ イプが32点 で最も多く、次いでCタ イプH点、D2タ イプ7点、F2タ イプ7点、

E2タ イプ6点、Bタ イプ 5点の順である。細石刃は、多様な被加工物に対する作業に用いられたと推定でき、

中でも骨角の加工に用いられることが多かったと考えられる。

線状痕はポリッシュタイプに伴うものでは、直交と平行のものが多く、それぞれ39点 と38点 である。その他、

斜行、別方向のものが混在するもの、ランダムなものなどがあり、細石刃が固定的な運動方向の作業にのみ用い

られたのではないことが分かる。

微小剥離痕は、ポリッシュの認められない部位にも多く認められた。細石刃の側辺には、急角度で大きさが同

程度の連続した剥離痕が認められ、これを二次加工と判断した。これを微小剥離痕から除外 し、分析を行つた。

全体を集計すると、平面形では、「うろこ形」が多く、断面形では、「フェザー」が多く、大きさでは「極小」の

ものが多い。この点で、柔い被加工物に対して用いられたと推定されるが、骨角の加工が主体であったというポ

リッシュタイプからの結果とは、相違が見られる。これは、二次加工のある部位を除外 していることや細石刃の

(註 )使用痕光沢のタイプが認定できないもので、一定量の数量を有する光沢面の類型は以下の通りである。

1  類 :非常に滑らかで平坦な光沢面。線状痕が不明瞭である。ビットが少なく、光沢面により埋め尽くされる。周辺とのコントラ

ス トが顕著である。輝斑に似ているが、光沢面らしい摩滅した丸みをもつ。発達したものでも、非常に狭い範囲に限られたり、パッチ

状に見られたりする点で異なる。

2  類 :摩滅し、やや粗い外観を呈する。領1辺から浅い侵入度で見られる。D2タ イプに似るが、線状痕がより不明瞭であり、周辺

とのコントラス トがはつきりしている。



第 5章 出土遺物の分析結果

第56図 細石刃の二次加工類型と使用痕の関係

Fig 5 6   Histogram showing relationship bet、 veen microblade types and use― wear traces.

刃角が非常に鋭角であること、使用頻度の低さ、あるいは細石刃の機能自体に密接に関係するものと推定される。

このような点から、使用痕属性間の関係をより詳細に検討することが重要と考えられる。

二次加工類型とポリッシュの相関を第5.6図 に示 した。ポリッシュは、ひとつの細石刃に 2種以上が見られた

場合は、全てを抜き出し、のべ数で集計 した。また、Dl、 D2、 D?な どをDタ イプ、E2、 E?な どをEタ

イプとして一括 し、ポリッシュタイプを、B、 C、 D、 E、 Fタ イプと 1、 2類、不明光沢の 8種類にまとめた。

二次加工A類 には、Dタ イプを主体にFタ イプの光沢面がみられる。二次加工 B類に認められるポリッシュの割

合は、二次加工A類 と似ているものの、 B、 Eタ イプが見られる点で異なる。二次加工 C類に伴うポリッシュの

割合は、B類によく似ている。二次加工D類 に認められるポリッシュの割合は二次加工A類 に似るが、Cタ イプ

が認められる点で異なる。二次加工 E類に認められるポリッシュの割合は、他の二次加工類型のものと大きく異

なる。 B、 Eタ イプが主体となっている。二次加工 F類は、 B、 C、 D、 Fタ イプが均等に見られる。二次加工

のないものに認められるポリッシュタイプの割合は、二次加工A類 に似るものの、 B、 Eタ イプが若干認められ

る。

以上より、二次加工は、ある程度機能と関連 したものと考えられる。特に、主体となる二次加工A類では、骨

角との接触で生 じたと推定されるポリッシュタイプのみであり、被加工物の限定性がうかがえる。ただし、使用

頻度は低 く、使用痕確認部位が縁辺や稜線上であることや、二次加工のある部分とない部分の両方に使用痕が確

認されること、刃部が固定的でないこと、使用痕の発達度が低いこと等の問題があり、実験的裏付けにより操作

方法を推定する必要がある (註 )。

荒屋遺跡の細石刃に認められた使用痕は、比較的多様であり、骨角を削る作業や溝彫 りを中心的な作業として、

(註 )実験により、骨角の溝彫りで生じた使用痕に類似する細石刃の使用痕もみとめられたが、骨角加工と推定した使用痕の全てには合致し

ないため、可能性のひとつでしかない。着柄痕の実験も含めて、大きな課題である。

n rnn

EzF

ilrF
Erca J
Wee<l
Nol-rz
Ucs.r t
lea.(l

ｌ
　
Ｔ
＝
―
＝
■
―‐―
―――
――
「

1 5 9 11

1 一ｒ一
十」「̈
ｒ一一一〓ヽ
炉ミヾ
ミ茉ミ必ミ″％笏

|‐
||

4

4
5 7

4

7

一̈
一̈
ィ一

又
は

，
咆

1

5 ・一
¨

´
一

´

7

1

4

1 澤
不
縣
胚
％

沐
縣
祗
縣

≪
恣
祗
膠

8

1

二
次
加

工
な
し (数字は点数)



その他、本の加工、乾燥皮のカッティングやソーイング、肉のカッテイング、何らかの被加工物に対する軽度の

作業などが行なわれたと推定できた。ポリッシュの発達状況から、作業はそれほど激 しいものではなく、軽度の

作業が多かったと考えられる。また、狩猟具としての細石刃の使用については、衝撃剥離と考えられる痕跡や側

辺に沿ってみられる長 く密集 した線状痕が存在することから、その可能性は残される。ただし、Linear polish

(Moss,E.H.and Newcomer,M.H.1982)が 確認されない点も踏まえ、検討の余地がある。縁辺や稜線上に認められ

る骨角加工と推定される使用痕がその分布状況から着柄痕である可能性もあるが、実験的裏付けがとれていない

ため、今後の課題となる。

2.彫刻刀の使用痕分析 (第 128・ 129図版)

彫刻刀や彫刻刀スポールに認められたポリッシュは、複数の被加工物に対する使用 (使用痕の重複)や刃部再

生 (使用痕の除去、一部除去)な どの要因により、複雑な様相を呈する。これらを大きく分類すると、荒屋遺跡出

土の彫刻刀、彫刻刀スポールに認められた使用痕は、全部でH類型となる (第 5.2表 )。 ポリッシュタイプを同定

できた彫刻刀は、観察資料 174点 中81点 (46.6%)で ある。彫刻刀腹面とファシットの接する縁辺を利用 した作業

がほとんどであった。

3664は 、背面のほぼ全周に調整が施され、左肩に彫刻刀面が作出された彫刻刀である。3b2層 から出土 した。

使用痕は彫刻刀面と彫刻刀腹面のなす縁辺に認められる。彫刻刀エッジの中央部に約 18111111に わたって光沢面が広

範囲に分布する。彫刻刀の腹面側には、DlFlタ イプの光沢面が認められる (第 129図 版-1・ 2)。 線状痕は縁

辺に対 して直交する。彫刻刀面側にもDlFlタ イプの光沢面が認められる。これらの使用痕から、骨角を削る

作業に用いられたと推定される。機能類型でいえば、 I類である。

7020は、背面のほぼ全周に調整が施され、左肩に彫刻刀面が作出された彫刻刀である。 3a層から出土 した。

使用痕は彫刻刀面と彫刻刀腹面のなす縁辺に認められる。彫刻刀の先端から約 1 51nlllま で光沢面が広範囲に分布す

る。彫刻刀の腹面側には、E2タ イプの光沢面が認められる (第 128図 版-1・ 2)。 線状痕は縁辺に対 して直交す

る。彫刻刀面側にもE2タ イプの光沢面が認められる。これらの使用痕から、乾燥皮のスクレイビングに用いら

れたと推定される。機能類型でいえば、Ⅱ類である。

8597は、背面の全周に調整を施 し、左肩に彫刻刀面を作出した彫刻刀である。土墳 6か ら出土 した。光沢面は

第 5.2表  彫刻刀・彫刻刀スポールの機能類型

Table 5.2. Frequency of use― wear types on burins and burin spans.

彫刻刀面と彫刻刀

腹面のなすエッジ

に認められる。そ

のエッジ中央付近

の約 l cmに わたっ

て、E2タ イプの

光沢面が認められ

る (第 128図 版―

7・ 8)。 線状痕

は縁辺に対 して直

周多 刻  刀 彫刻刀スポール

機能類型 骨 。角を削る 皮 (乾燥)を なめす 刃部再生 彫刻刀面調整② 点 数 % 点 数 %
I ○ 177

○

Ⅲ ○ ○

Ⅳ ○ ○

V 被加工物不明 12.6

Ⅵ ○ ○

Ⅶ ○ ○ ○

Ⅷ ○ ○

Ⅸ ○ ○

○ ○ ○ ○ 1

測 ○ ○ ○

そ の 他

な   し 58.2

総  計 100.0
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交する。ただし、縁辺の摩減が認められない上、彫刻刀面側には使用痕が認められない。従つて、乾燥皮のスク

レイピングに用いられた後、刃部再生により鈍 くなったエッジが除去されたと推定される。機能類型で言えば、

Ⅲ類に相当する。

8538は、背面の全周に調整を施 し、上下の左肩 2箇所に彫刻刀面を作出した彫刻刀である。土壊02aか ら出土

した。光沢面は先端側の彫刻刀面と彫刻刀腹面のなすエッジに認められる。そのエッジの約 l cmに わたつて、D

2タ イプとCタ イプの光沢面が0。 lcmほ ど内側まで広がる (第 129図 版-7・ 8)。 線状痕は縁辺に対 して直交する

(HO° )。 ただし、縁辺の摩滅が認められない上、彫刻刀面側には使用痕が認められない。従って、骨角 (水漬

けされた角)を削る作業に用いられた後、刃部再生により鈍 くなったエッジが除去されたと推定される。機能類

型で言えば、Ⅳ類に相当する。

8651は、背面の全周に調整を施 し、左肩に彫刻刀面を作出した彫刻刀である。土壌 6か ら出土 した。光沢面は

彫刻刀面と彫刻刀腹面のなす縁辺に認められる。エッジの先端から中央部に約15nlmに わたって、E2タ イプとD

2タ イプの光沢面が認められる (第 128図 版-9。 10)。 機能類型で言えば、Ⅵ類に相当する。線状痕は縁辺に対 し

て直交する。D2タ イプは微弱であり、E2タ イプにかき消された状態である。E2タ イプは縁辺付近で摩滅を

伴い、内側 6 11ull程 まで直交の線状痕を伴いながら広がる。従って、骨角を削った後、乾燥皮のスクレイビングに

用いられたと推定される。

彫刻刀面と彫刻刀腹面のなすエッジに、Flタ イプの光沢や判定不能な光沢が認められたものは、使用痕の可

能性があるが、作業を推定することが困難であり、機能類型のV類に分類 した。

機能類型の中で最も点数が多いのがⅡ類 (13.2%)、 次いでV類 (12.6%)、  I類 (10.3%点 )、 Ⅲ類 (4.6%)と な

る (第 14表 )。 つまり、「乾燥皮のスクレイピング」、次に「骨角を削る」作業が多かったと推定される。刃部再生

されて、刃部再生前の使用痕が残っているものは13点、ポリッシュの重複が認められるものは 8点確認された。

彫刻刀では、乾燥皮をなめす作業と骨や角 (水漬け鹿角)を削る作業がおこなわれていたと考えられる。同じ刃

部を異なる被加工物に対 して使用 した事例も認められる。また、彫刻刀面と彫刻刀背面のなす縁辺にまで光沢面

が広が り、彫刻刀面調整①による剥離痕にもポリッシュが認められる例がある。このことから、調整①は彫刻刀

スポール作出のためだけの調整というよりも、彫刻刀先端部の整形も意図していたと考えられる。この点は、先

の彫刻刀と彫刻刀スポールの調整加工を比較 した結果とも合致する。

3.彫刻刀スポールの使用痕分析 (第 130・ 131図版)

ポリッシュタイプを判定できたものは、観察資料890点 中382点 (41.8%)で ある。使用部位は、彫刻刀面と彫

刻刀腹面のなす縁辺がほとんどであった。

30412は 、彫刻刀の左肩から剥離された彫刻刀スポールである。背面左倶1の稜線に沿つて使用痕が認められる

(第 130図 版-1)。 この部分は、彫刻刀面と彫刻刀腹面の接する縁辺である。この縁辺の彫刻刀腹面側にDlF

lタ イプの光沢面が認められる。線状痕は縁辺に対 して直交する (95° )。 縁辺も摩滅 しており、この刃部を骨

角を削る作業に使用 したと推定される。機能類型で言えば、 I類である。30449、 30511、 30233に認められた使

用痕もI類に該当する (第 130図 版-2～ 6)。

30244は 、彫刻刀の左肩から剥 ぎ取られた彫刻刀スポールである。彫刻刀スポールの背面左側の稜線に沿つて



使用痕が認められる (第 130図 版-7・ 8)。 この縁辺の彫刻刀腹面側にE2タ イプの光沢面が認められる。線状痕

は縁辺に対 して直交する (95° )。 縁辺の摩滅が強 く、この刃部が乾燥皮のスクレイビングに使用されたと推定

される。機能類型で言えば、Ⅱ類に相当する。30015も Ⅱ類に該当する (第 130図 版-9・ 10)。

30002は 、彫刻刀の左肩から剥 ぎ取られた彫刻刀スポールである。彫刻刀スポールの背面左側の稜線に沿つて

使用痕が認められる。この縁辺の彫刻刀腹面側にE2タ イプの光沢面が認められる (第 131図版-1)。 線状痕は

縁辺に対 して斜行する (120° )。 ただし、縁辺の摩滅は認められず、彫刻刀面側にも光沢が全 く認められない

(第 131図版-2)。 従って、乾燥皮のスクレイビングに用いられた刃部が刃部再生を受け、腹面内側に広がつて

いた光沢面が残存 したと考えられる。機能類型で言えば、Ⅲ類に相当する。

30473は 、彫刻刀の左肩から剥 ぎ取られた彫刻刀スポールである。彫刻刀スポールの背面左側の稜線に沿って

使用痕が認められる。ここは、彫刻刀面と彫刻刀腹面の接する縁辺である。この縁辺の彫亥J刀腹面側にD2タ イ

プとCタ イプの光沢面が認められる。線状痕は縁辺に対 して直交する (95° )。 縁辺の摩滅は認められず、彫刻

刀面倶1に 使用痕が認められないことから、この刃部は使用されなかったと推察される。骨角 (特 に水漬け角)を

削る作業に用いた刃部を再生した結果、前刃部での使用痕の一部が残存 したと推定される。機能類型で言えば、

Ⅳ類に相当する。

30139は 、彫刻刀の左肩から剥 ぎ取られた彫刻刀スポールである。彫刻刀スポールの背面左側の稜線に沿って

使用痕が認められる (第 131図 版-3)。 この縁辺の彫刻刀腹面側にE2タ イプの光沢面が認められる。線状痕は

縁辺に対 して直交する (90° )。 ただし、縁辺の使用痕は、彫刻刀腹面からファシットヘの細部調整によって除

去されている。機能類型で言えば、X類に相当する。

30266は 、彫刻刀の左肩から剥 ぎ取られた彫刻刀スポールである。彫刻刀スポールの背面左側の稜線に沿って

使用痕が認められる (第 131図 版-7・ 8)。 この縁辺の彫刻刀腹面側にE2タ イプとD2タ イプの光沢面が認めら

れる。機能類型で言えば、Ⅵ類に相当する。線状痕は縁辺に対 して直交する (100° )。 ふたつのポリッシュタイ

プは重複 し、縁辺付近の凸部にD2タ イプが認められることから、乾燥皮をなめした後に、骨角を削る作業に用

いられたと推定される。

30015は 、彫刻刀の右肩から剥離された彫刻刀スポールである。彫刻刀スポールの背面左側の稜線に沿って使

用痕が認められる。この縁辺の彫刻刀腹面側にE2タ イプとD2タ イプの光沢面が認められる (第 131図 版-9・

10)。 機能類型で言えば、Ⅵ類に相当する。線状痕は縁辺に対 して直交する (90° )。 ふたつのポリッシュタイプ

が重複 しているが、縁辺部のE2タ イプの強い部分でD2タ イプの光沢面が消去されているので、骨角を削つた

後に、同じ刃部で乾燥皮をなめしたものと考えられる。

この他に、彫刻刀の右肩から剥離された彫刻刀スポールに使用痕が認められるもの (30154、 30223)や折面を

使用 し、そこから彫刻刀スポールを剥離 しているもの (30199)な ど、使用の実体は多様性に富む。

推定された作業の中で最も多いのが、 I類 (19.9%)である。次いで、V類 (9.6%)、 Ⅱ類 (2.4%)、 Ⅶ類 (1.9

%)と なる (表 14)。 彫刻刀の使用痕に比べると、骨角を削る作業に用いられる割合が高い。また、被加工物が異

なる作業に用いられているものや、刃部再生により光沢面が切られているものなどが多 く、複雑な様相を呈する。

基本的には、骨角 (水漬け鹿角)を削る作業を中心に乾燥皮をなめす作業にも用いられたといえる。刃角 100～

125° の刃部が多 く使用されており、使用されない刃部の角度よりも若干鈍い角度となる。
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第123図 版接合H～ 12の彫刻刀スポールは刃部再生を繰 り返 しながら継続 して骨角を削る作業に用いられてい

る。第123図 版接合13～ 16の彫亥J刀 スポールは接合 。同一母岩あわせて15点 で構成され、未使用を除けば全て骨

角を削る作業に用いられている。未使用のスポールの存在から、刃部として不適当な場合には使用せず、再度刃

部の作出が行なわれたと考えられる。接合資料からは、同一の彫刻刀が異なる被加工物に使用される例が確認さ

れないが、彫刻刀や彫刻刀スポールの単独資料に、骨角と乾燥皮を対象とする、異なる被加工物に対する作業を

推定させる使用痕が認められた。

4.エ ンド・スクレイパーの使用痕分析 (第 132図版)

エンド・スクレイパー19点 中、使用痕の確認できたものは計15点あり、内12点が皮なめしの作業に使用された

と推定される (3点は不明瞭あるいは微弱な光沢)。 また、認められた光沢面や摩滅から、使用の激 しさが窺える。

荒屋遺跡から出土 したエンド・スクレイパーは腹面刃部に二次加工が施されたものが多い。この中には、刃部の

腹面と背面で明らかに摩減の度合いが異なるものや、隣接する剥離面間で光沢面や摩減の程度が極端に相違する

例が認められる。荒屋遺跡では、エンド・スクレイパーの刃部再生が行なわれていたと推定される。

1679は 、背面の基部を除く全周と、腹面の先端部に二次加工が施されたエンド・スクレイパーである。先端部

の調整痕は背面より腹面の方が大きい。従って、腹面の方が急斜度の調整であり、通常のエンド・スクレイパー

における背面先端部の形状に類似する。使用痕は背面の左側辺下半から先端部にかけてと、腹面の先端部に認め

られる (第 132図 版-1～ 4)。 E2タ イプの光沢面であり、線状痕は縁辺に対 して直交する。乾燥皮のスクレイピ

ングに使用されたと推定される。腹面先端部の調整痕間では使用痕の強弱の差が激 しい。新 しい調整痕に挟まれ

た古い調整痕内の光沢面や摩滅が強いことから、刃部再生がなされた可能性が高い。背面の調整の後、腹面の調

整がおこなわれてお り、総合すると、次のようになる。まず、背面に二次加工が施された後、腹面に二次加工が

なされる。この間に乾燥皮のスクレイビングが行なわれたかどうかは判断が困難である。次に腹面を被加工物に

接する状態で、乾燥皮のスクレイビングがなされる。激 しい使用のせいで刃部が強 く摩滅 したため、腹面の先端

にもう一度調整を加える (刃 部再生)。 再び、乾燥皮のスクレイビングを行う。この時、背面側を被加工物に接す

る状態で作業 した可能性が強い。その理由として、次の 2点があげられる。ひとつは、腹面では光沢面はあまり

広がらず、背面佃1に広範に広がる点である。もうひとつは、腹面側への調整によつて腹面側が急斜度となり、反

対に背面側は平坦となる点である。この形状は通常のエンド・スクレイパーエッジの背・腹面の形状とは正反対

である。

3655は、1679と 同様、腹面先端部にも二次加工の加えられたエンド・スクレイパーである。使用痕は背・腹面

ともに先端部調整痕の縁辺や稜線上に認められる (第 132図 -5～ 8)。 光沢面はE2タ イプであり、線状痕は縁辺

に対 して直交する。乾燥皮のスクレイビングに用いられたと推定される。背 。腹面とも光沢面の及ぶ範囲は類似

しており、背・腹面ともに被加工物に接する状態で使用された可能性が高い。光沢や摩滅は縁辺よりも稜線上、

特に素材面と調整痕との境界付近に強 く、二次加工の切 り合いも考慮すると、複数回の刃部再生が行なわれたも

のと推定される。「背面側への調整→腹面側への調整→背面先端部中央への調整」という、少なくとも3段階の

調整が行われている。新しい調整痕には光沢面が僅かしか認められないことから、最終的な使用は軽度であつた

ものと考えられる。



1697や 3655の ような腹面先端部に調整が加えられるエンド・スクレイパーには次のような幾つかの共通点があ

る。①先端部が膨らむ、あるいは厚い (素材剥片の先端部がヒンジ、あるいはウートラパッセか)。 ②腹・背面ともに

光沢面が認められ、他のエンド・スクレイパーに比べて背面の光沢面が広範である。③刃部再生が行なわれた可

能性が高い。④縦長で大きな剥片を素材としている。

3750(第 79図版-2)は、背面の基部を除く全周に細かな二次加工が施されたエンド・スクレイパーである。

使用痕は、背面の左側辺から先端部と、腹面の右側辺から先端部にかけて認められる。他のエンド・スクレイパー

とは異なり、形態が円形に近く薄手であり、先端部と両側辺の二次加工が類似している。他のエンド・スクレイ

パーが先端部を刃部として使用しているのに対して、3750は側辺においても同様な使用痕を有する。これは、こ

の石器の形態的特徴によるものと考えられる。光沢面はE2タ イプであり、線状痕は縁辺に対して直交する。乾

燥皮のスクレイビングに用いられたものと推定される。形態・機能からラウンド・スクレイパーに分類すること

も可能である。

650は、背面先端に二次加工が施されたエンド・スクレイパーである。背面と腹面の先端部に使用痕が認めら

れる (第 132図版-9・ 10)。 光沢面はE2タ イプであり、線状痕は直交である。使用痕と縁辺の摩滅が発達するこ

とから、使用の激しさがうかがえる。乾燥皮のスクレイビングに用いられたと推定される。

そのほか、1738、 3901、 3902、 2280、 8567等が乾燥皮のスクレイビングに使用されたと推定される。エンド・

スクレイパーは不明瞭なものを除けば、全て皮 (乾燥)のスクレイピングに使用されたと結論づけられる。また、

使用痕光沢ではないが輝斑 (Bright SpOt)が エンド・スクレイパーの基部に多く認められた (1679、 3655、 1738、

4085、 2280、 3842)。 輝斑の成因は不明であるが、これらは共通して大きめのエンド・スクレイパーの基部に認め

られる点、使用痕を残すものや刃部再生した可能性のある石器、腹面基部加工のある石器に多い点を考慮すると、

着柄により生じた可能性もあり、検討の余地がある。

5.サ イド・スクレイパーの使用痕分析

他の トゥールに比べて、サイド・スクレイパーには明瞭な使用痕が認められることが少ない。形態的にも大型

のものから小型のものまで多様である。

8722(第 79図 版-7)は 表面状態が悪く、背面の稜線上に摩滅が認められる。この部分は自然面に近く、若干

軟質であるため、他の部位と同様に考えることはできないが、摩滅が使用痕とは考えにくい。また、輝斑が 2箇

所に認められる。

3746(第 79図版-6)は 、背面左側辺を中心に調整が施されたサイド・スクレイパーである。右側辺には素材

剥片の折面を残す。この折面と背面の接する縁辺に脂ぎつた光沢面 (ElFl?)が認められる。線状痕は縁辺に

対して直交する。

6。 ドリルの使用痕分析

l H97(第 80図 版-2)は 、背面の両側辺に調整を加え、先端を尖らす整形がなされた ドリルである。その腹面

先端には回転穿孔により生 じた可能性のある、器軸に対 して直交する剥離痕が認められる。背面の先端には、D

lD2タ イプの光沢面が稜線上に認められる。その周辺には脂 ぎった光沢 (Fl?)が分布する。線状痕は直交
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が主体であり、わずかに平行のものを含む。

H196(第 80図 版-3)は 、背面両側辺に調整を加え、先端を尖らす整形がなされた ドリルである。背・腹両面

の先端にDlタ イプに類似する光沢面がパッチ状に点在する。光沢面は小さいが、尖頭部には摩滅が認められ、

光沢面もやや広い。線状痕は直交方向であるが、不明瞭な箇所が多い。輝斑が点在 したり、埋没光沢が強かつた

りと、全体的に表面状態は観察には不適である。

3704(第 80図版-14)は 背面の両倶1辺 に調整を加え、先端を尖らした ドリルである。先端付近に摩滅が認めら

れる。線状痕は不明瞭ではあるが、直交が主体である。明瞭な光沢面は認められない。

H192(第 81図 版-5)は 、背面の先端から右側辺にかけて摩滅と平行や直交の線状痕が認められる。腹面側に

は認められない。使用痕とするには弱 く、規則性のない線状痕である。

そのほか、明瞭な使用痕が確認されたものはない。全体的にみると、先端を使用 したと推定される資料が幾つ

か確認できたものの、被加工物も多様であり、使用度も低い。使用痕の認められる割合も低 く、器種全体でみて

も、使用された割合が低い。

7。 使用痕分析結果のまとめ

使用痕分析の結果、荒屋遺跡出土石器の中で最も主体となる加工具が彫刻刀であると推定された。彫刻刀や彫

刻刀スポールの出土点数の多さもそれを裏付ける。この彫刻刀は、骨角を削る作業や皮 (主 に乾燥)を なめす作

業に用いられた (第 5.7図 )。 彫刻刀と彫刻刀スポールに認められた使用痕光沢の割合には差異があり、彫刻刀ス

ポールでは、被加工物が骨角である割合が高い。これは、乾燥皮に比べて、骨角を加工 した時に刃部の損耗が激

しく、刃部再生され

る割合が高いことを

示す可能性がある。

いずれにせよ、彫亥J

刀を用いた活動が荒

屋遺跡でなされた主

体的な石器使用活動

であった。一方、エ

ンド・スクレイパー

は全て皮なめしに用

いられたと推定され

る。その使用度は、

彫刻刀や彫刻刀ス

ポールよりも高 く、

肉眼で摩滅が容易に

観察できる資料も認

められる。細石刃は

第5.7図 器種別の使用痕光沢の割合

Fig.5.7.   Relative frequency of polish types on lithic artifacts.

〓
集

Ｌ
，

７
　
藩
騨
却
躍

1 ９３

　

　

　

一
置

一
一
一
一

一
一
一
一
一

552

‖

520

盤
爾

4

1

1

鰊
魏
瘍

1

一多
|

|

|

End‐

scraper

Side―

scraper

Burin spall ｒＯ．　

ｄｅ

Ｍ

ｂ

(数字は点数)



使用痕の確認率が低く、使用痕も発達しない。推定された被加工物や作業も多様であることから、彫刻刀やエン

ド・スクレイパー等の加工具とは性質の異なった機能を有したと考えられる。このように、荒屋遺跡では、捕獲

された動物資源を利用した作業、主に骨角器と皮製品の製作が行われていたと推定される。多数の細石刃の出土

や細石刃に施された二次加工の存在を考慮すると、製作された骨角器は、細石刃をはめ込んだ骨角器であつた可

能性が高い。細石刃の背面縁辺と稜線上に認められる骨角加工による使用痕は、こうした骨角器の溝彫りの結果

生じた可能性と着柄によって生じた可能性の2つ が推察される。狩猟活動とそれによつて得られた動物資源の活

用によって荒屋遺跡での生業が成り立っており、荒屋遺跡は動物資源の加工場としての機能も有していたと推定

される。
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第 1節 荒屋遺跡第 2・ 3次発掘調査で採集されたチャコール試料の加速器質

量分析法による炭素14年代測定結果

国際日本文化研究センター  北 川 浩 之

方法 :チ ヤコール試料に酸・アルカリ・酸処理を施 し、十分に洗浄、乾燥 した試料について (K■ agawa,1997)、

炭素14年代測定を行った。乾燥試料を燃焼することで得られた二酸化炭素を鉄触媒で還元 し、グラフアイ トを行

った (Kitagawa et」 .,1995)。 試料グラフアイ トの炭素14濃度はオランダ 。国立グローニングン大学同位体科学研

究所 (Center fOr lsotope Phydc,Groningen)の 加速質量分析計 (van der Plicht et al.,1995;Gottdang et al.,1995)で 測定

した。

年代値の計算 :加速器質量分析計で測定されたC/C比 をもとに同位体分別効果を補正 し、リビー半減期 (Tl

/2=5568年 )を 使い年代を求めた。また、炭素14年代の誤差は、現代標準の測定誤差、バックグラウンドの推定

誤差、試料の統計誤差を考慮 した 1標準偏差誤差 (64%の信頼限度)である。考えられる誤差をすべて含んでいる。

コメント:荒屋遺跡で得られた炭素14年代は約14100years BPである (第 6.1表 )。 この年代は実年代スケール (暦

年代スケール)では、現在から16000年 から17000年 前 (Kitagawa and van der Plicht,in press)の ものである。この時

代は間氷期 (Holocene)に 向けての温暖化が引き起こされる以前のものである。

土墳01、 6、 14に ついては14250年 から14050年 で同時期の堆積物である。若干、竪穴住居状遺構は、新 しい時

代のものである。

第6.1表  荒屋遺跡出土炭化物のAMS炭素 14年代測定結果
Table 6.1.Result of AMS MC measurement.

feature Layer Remark GrA Mc cor― blk Age

5 AY890807 Pit01 Layer5 5701 01769 0.1741 00025 14043 14050± 110

AY890806 Pit01 C‐ 1 layer12 0.1743 0.1751 14164 14150± 110

AY890806 Pit01 Layer12 355 5703 01752 0.0023 01724 0.0024 14100± 110

AY890731 C-2d4a4 356 5704 0.1736 0.1708 0.0025 14200± 115

AY890802 C‐ lb 4a8 742 0.0022 0.1714 14168 14150± 105

AY890802 C-lb 4a8 358 5706 00023 0.1733 14080 109 14100± 110

AY890804 B‐ la 4a9 359 5707 756 01728 0.0024 109 14100± 110

AY890804 B-la 4a9 5708 0.0023 01723 0.0024 14150± 110

AY890731 B-lb 4f 0.0023 0.1734 0.0024 14075 14100± 110

AY890801 A-24f 5710 00024 0.1715 14164 14150± 115

AY8907807 B-24p(2) 5711 0.0022 01712 14200± 105

AY890807 B-2d4p(1) 364 0.1729 0.0023 01701 14229 14200± 110

AY890807 B‐2d4p(2) 365 5713 0.0022 0.1702 0.0023 14250± 105

it-dwelline-like feature 303 AY890808 A-2b303 366 5714 AMS trouble

pit-dwelline-like feature AY890801 A-2d4g 5715 0.1848 0.0017 0182 00018 13686 13690± 80

pit-dwellinglike feature AY890801 A-2d4g 5716 01851 00066 0.1823 0.0066 13673 13700± 290



tffi
Kitagawa, H., Masuzawa, T., Nakamura, T. and E. Matsumoto (1995) Abatch preparation method for graohite targets with

low background for AMS '4C measurements. Radiocarbon, 35 ( 2) 295-300.

Kitagawa, H. (1997) Radiocarbon dating at the International Reserch Center for Japanese Syudies. Japan Review, I ,223-
234

Kitagawa, H. and van der Plicht, J. A 40000 year varve chronology from Lake Suigetsu, Japan: extension of the radiocarbon

calibration curve. Radiocarbon (in press)

van der Plicht, J., Aerts, A., Wijma, S. and Zondervan, A. (1995) A First Results from the Groningen AMS facility. Radiocar-

bon37 (2):657-661.

Gottdang, A., Mous, D.J. W. and van der Plicht, J. (1995) The HVEETaC system at Groningen. In Cook, G. T., Harkness, D.

D.,Miller,B.F.andScott,E.M.,Proceedingsof thelSthlnternationalraC ConferenceRadiocarbon3T

(2):649-656.



第 6章  自然科学的分析の結果

第 2節 新潟県川口町荒屋遺跡のテフラについて

パリノサーベイ株式会社

1.分 析 の 目 的           ′

昭和63年 8月 より、東北大学文学部考古学研究室を中心に荒屋遺跡第 2次発掘調査が行なわれ、荒屋型彫刻刀

や細石刃・細石刃核を中心とした石器をはじめ、土墳などの遺構が検出された。これらの遺構・遺物は第 1次調

査 (昭和33年実施)よ り30年 を経ているにもかかわらず、大きな撹乱も受けず良好な包含状態を保つていること

が確認されている。今回、遺跡に堆積する土壌の良好な断面が作成され、調査期間中に断面調査及び試料採取の

機会を得たので、テフロクロノロジーの手法を用いて土壌断面中に時間軸を設定 し、遺物包含層の堆積年代を推

定することを試みた。分析の方法としては、鉱物分析を用いた。これは土壌中の重鉱物組成および火山ガラス比

を明らかにし、既に噴出年代が推定されている示標テフラの降灰層準を求めるもので、示標テフラ降灰層準との

層位関係から遺物包含層の年代を推定する方法である。今回の分析では、検出された石器群が編年上旧石器時代

の終末に位置づけられることを考慮 して、特に1.3～ 1.4万年前に浅間火山から噴出し、群馬県北部から新潟県に

かけて分布することが知られている浅間―草津黄色軽石 (As― K)の検出を主目的とした。

2.分析試料と分析方法

荒屋遺跡の土壌断面を、第6.1図 に示す。 1層 は黒褐色土、現表土である。また 2層 から 5層 にかけては砂質

黄褐色土で、遺物を包含する。 6層 は砂質黄褐色土で、 2層 から5層 にかけての土壌よりも砂を多 く含む。 7層

以下は灰色の淘汰のよい砂層である。灰色砂層の厚さは66cmで、その下位には段丘を構成する礫層が認められる。

7層 以下は、河川よりもたらされた水成堆積物と考えられる。資料は、 5 cm(厚 )で連続採取 した。なお試料が

土層の境界に重なる場合には、各層位ごとに分けて採取 した。そして、分析対象としては、 2層 ～ 6層 の土壌を

中′亡ヽとして、基本的に 1点おきの試料を採取 した。

分析は、次の手順で行つた。

1)試料40gを秤量。

2)超音波洗浄による洗浄と分析飾 (1/61111)に よる飾別を繰 り返 し、泥分を除去。

3)80° Cで恒温乾燥。

4)分析飾により、 1/4-1/8 11nlの 粒子を飾別。

5)偏光顕微鏡下で、火山ガラスの割合を求める (火山ガラス比)。

6)テ トラブロモエタン (比重2.96)を 用いて、比重分離。

7)重鉱物について250粒 を偏光顕微鏡下で鑑定 し、重鉱物組成を求める。

さらに濃集層準が求められた火山ガラスについて、新井 (1972)の方法により屈折率の測定を行った。

3。 分 析 結 果

分析結果をダイヤグラムにして、第6.2図 に示す。また、重鉱物組成の内訳を第6。 2表 に、火山ガラス比の内訳

を第6.3表 に各々示 した。重鉱物組成は、下位の試料番号10お よびHで斜方輝石 >不透明鉱物 >単斜輝石=角 閃



石である。全体として、上方に向かって斜方輝石の割合が大きくなる傾向が認められる。その中で、試料番号 8

には斜方輝石が出現する小規模なピークが認められることから、この付近に斜方輝石を比較的多 く含むテフラの

降灰層準が存在することが示唆される。

次に、火山ガラス比の傾向をみる。火山ガラスの量は、全体を通 じて少ない。 しかし試料番号 3以下と試料番

号 2-2以 上では、含まれる火山ガラスの形態に違いが認められる。試料番号 3以下の試料には、平板状のいわ

ゆるバブル型火山ガラスが多 く含まれている。ガラスは透明である。一方、試料番号 2-2以 上の火山ガラスに

は、繊維東状あるいはスポンジ状の軽石型や分厚い中間型の火山ガラスが比較的多 く認められる。軽石の色調は、

透明または白色である。軽石型および中間型の火山ガラスに注目すると、試料番号の 2-2に 出現のピークがあ

ることが分かる。この層準に見 られる軽石型および中間型の火山ガラスの屈折率 (n)は、1.500-1.503であっ

た。以上のことから、試料番号 8お よび試料番号 2-2に示標テフラの降灰層準があることが考えられる。

4.考察―示標テフラとの対比

試料番号 2-2の 層準の火山ガラス (第6.3図)は、その形態と屈折率から浅間火山から噴出した浅間―草津黄

色軽石 (As― K、 町田ほか、1984)に対比される。その噴出年代は浅間―板鼻黄色テフラと同一噴火輪廻のテフラ

とされることから約 1.3～ 1.4万 年前 と考えられている (町 田・新井、1992)。 なお、As― Kは新潟県湯沢町付近で

明瞭に認められるほか、新潟県南部の津南町付近でも火山ガラスの濃集層準として認められるらしい (町 田ほか、

1984)。 荒屋遺跡における産状は、後者のものとよく似ていると考えられる。

全資料を通 して少量ずつ含まれるバブル型火山ガラスは、その形態と色調から南九州の始良カルデラから噴出

した姶良Tn火 山灰 (AT:町 田。新井 1976)に 由来する可能性が大きい。ただし、いずれの試料にも顕著な出現

のピークは認められないことから、下位の層準などから二次的に混入 したものと考えられる。このことから、少

なくとも試料番号10(6層 )以上の土壌はAT降灰以降に形成された土壌と考えてよいと思われる。なお、ATの

噴出年代については、様々な年代測定例が報告されている (例 :松本ほか、1987、 村山ほか、1993、 池田ほか、1995、

宮入ほか、2001な ど)。 これらの例を考慮すれば、その年代は約2.5年前と考えた方がよい。荒屋遺跡における荒屋

型彫刻刀の包含層である砂質の黄褐色土 (2層 ～5層 )の堆積時期は、今回の分析結果からみる限 りAT降灰以降

As― K降灰前後までの間と考えられる。

試料番号 8で認められる斜方輝石が比較的多 く含まれる層準を仮に示標テフラの降灰層準 と考えると、このテ

フラの噴出年代はAT降灰以降でAs― K降灰以前 と考えられる。現在までのところ、この層準にある示標テフラ

としては、約1.9-2.1万 年前に浅間火山から噴出した浅間一板鼻褐色軽石 (As― BP,町 田ほか、1984)が知られて

おり、試料番号 8付近のテフラはAs―BPに 対比される可能性がある。As―BPは 、間に土壌を挟む多 くの降下テ

フラ層からなるテフラ群で、そのうちの一部が浅間山よりほぼ北の方向にある草津白根火山東麓に分布 している

ことが明らかにされている (早 田勉、1990)。 今後、荒屋型彫刻刀を組成上の特徴とする石器群の包含層の堆積年

代をさらに詳 しく限定するために、妙高火山起源のテフラなども含めてこの特徴的な層準の起源を求めていく必

要がある。
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第 6章  自然科学的分析の結果

5。 ま   と  め

荒屋遺跡においては、荒屋型彫刻刀や細石刃・細石刃核などの包含層である砂質の褐色土中に二次堆積 と考 え

られるAT起源の火山ガラスが認め られた。 これらのことか ら、その包含層の形成はAT降灰以降、As― K降灰前

後、すなわち約2.5万年前以降、およそ1.3万年前 までの間と推定することがで きた。

今後は、As― Kの層序的位置 を周辺地域 さらには遠隔地で行い、遺跡間の同一時間面 を設定 してい きたい。 ま

た、珪藻分析や花粉分析 により、荒屋遺跡の立地や植生変遷 を遺跡内外 においても進める機会を得たい。

文献

新井 房夫  (1972)斜方輝石・角閃石の屈折率によるテフラの同定―テフロクロノロジーの基礎的研究―。第四紀研究,H,

p.254--269

池田 晃子・奥野  充 。中村 俊夫・筒井 正明・小林 哲夫 (1995)南九州、始良カルデラ起源の大隈降下軽石と入戸火

砕流中の炭化樹木の加速器質量分析法による14c年代.第四紀研究,34,p377-379

町田  洋 。新井 房夫  (1976)広 域に分布する火山灰―姶良Tn火 山灰の発見とその意義―.科学,46,p.339-347

町田  洋 。新井 房夫  (1992)火 山灰アトラス.276p"東 京大学出版会.

町田  洋 。新井  房夫・小田 静夫・遠藤 邦彦・杉原 重夫 (1986)テ フラと日本考古学―考古学研究と関係するテフ

ラのカタログー.古文化財編集委員会編「古文化財に関する保存科学と人文・自然科学」,p.865-928

松本 英二・前田 保夫・竹村 恵二・西田 史朗  (1987)姶 良Tn火 山灰の14c年 代,第四紀研究,26,p.79-83

村山 雅史・松本 英二 。中村 俊夫・岡村  真・安田 尚登・平  朝彦  (1993)四 国沖ビス トンコア試料を用いた

AT火 山灰噴出年代の再検討―タンデトロン加速器質量分析計による浮遊性有孔虫の14c年 代一.地質学

雑誌,99,p.787-798

宮入 陽介・吉田 邦夫 。宮崎ゆみ子・小原 圭―・益岡 一郎  (2001)始 良Tnか残灰のC-14年代のクロスチェック

(演 旨).地球惑星科学関連学会合同大会予稿集 (CD― ROM),2001,Qm-010.

早田  勉 (1990)群馬県の自然と風土.群馬県史編纂委員会編「群馬県史 通史編 1 原始古代 1」 p.37-129,群馬県.



第 3節 植物質遺物の分析

1.荒屋遺跡出土炭化材の樹種

東北大学大学院理学研究科附属植物園  鈴 木 三 男

新潟県北魚沼郡川口町の荒屋遺跡から出土 した炭化材の樹種を調べた。出土 した炭化材の放射性炭素年代は

13200± 350yBP(Gak948)が 計られており、晩氷期のものと思われる。炭化材は破断した横断面、接線断面、放

射断面を光学反射顕微鏡で観察 して同定を行つた。その結果、以下および第6.4表、第6.4～ 6.7図 (写真 1～ 36)

に示す10の タイプが識別された。

1.モ ミ属 Abies マツ科 写真 1～ 3(ARAYA-67)

樹脂道を欠 く針葉樹材で、年輪は明瞭。早材から晩材への移行はゆるやか。放射組織は単列で背は高 くない。

放射組織細胞の垂直及び水平壁には多数の単壁孔がある (モ ミ型壁孔)。 放射仮道管を欠 く。分野壁孔は小さな円

形でスギ型。 1分野あたり1-2個 ある。これらの形質からモミ属の材と同定 した。モミ属にはモミ、ウラジロ

モミ、シラベ、アオモリトドマツなど、温帯から亜高山帯にかけて複数の種があるが材構造ではこれらの種は区

別できない。

2.マ ツ属 Pinus マツ科 写真 4～ 7(ARAYA-34)

垂直、水平の樹脂道を持つ針葉樹材で、垂直樹脂道の分泌細胞の部分は壊れている。早材から晩材への移行は

ゆるやか。分野壁孔は大形の窓状、放射仮道管をもつが内壁の鋸歯状突起の有無及び形状は炭化材であることも

あつてよく観察できない。これらのことからマツ属であることはわかるがそれ以上の詳細な同定はできない。マ

ツ属には暖温帯から冷温帯にクロマツ、アカマツの二葉松類が、温帯から亜高山帯にはヒメコマツ、チョウセン

ゴヨウマツ、ハイマツなどの五葉松類があるがその何れであるかはわからない。

3.カ ラマツ属 Larix マツ科 写真 8、 9、 H(ARAYA-31)、 写真 10、 12、 13(ARAYA-23)

垂直、水平の樹脂道 を持つ針葉樹材で、早材か ら晩材への移行は極めて急激、早材部仮道管は放射径が大 きい。

早材部仮道管の放射壁には有縁壁孔が 2列 に並ぶ。放射柔細胞の垂直及び水平壁はモ ミ型壁孔 とな り、分野壁孔

は小形のヒノキ型で 1分野あた り4～ 8個 くらいある。これ らの形質からカラマツ属の材 と同定 した。カラマツ

属で候補 に上げられる種 は本州中部に自生するカラマツと、サハ リン、千島に分布するグイマツであるが両者の

材構造での区別はで きない。

4.ヤナギ属 Salix ヤナギ科 写真 14、 16～ 18(ARAYA-21)、 写真15(ARAYA-75)

丸みを帯びた小道管が単独あるいは数個放射方向に複合 して均一に分布する散孔材で、年輪界付近では道管は

細 くなる。道管の穿孔は単一、道管相互の壁孔は交互状で密にあ り、放射組織は単列で異性、道管―放射組織の

62
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壁孔は交互状で蜂の巣状に密にある。これらの形質からヤナギ属の材と同定 した。ヤナギ属には多数の種があり、

どの種の材であるかは判別できない。

5。 ハンノキ属 Alnus カバノキ科 写真19～ 21(ARAYA-24)

丸みを帯びた小道管が単独あるいは数個放射方向に複合 して均二に分布する散子L材で、道管の穿孔は横棒の数

が10～ 20本程度の階段状、道管相互の壁孔は交互状で小さく、密にあり、放射組織は単列で同性である。これら

の形質からハンノキ属の材と同定 した。ハンノキ属には集合放射組織が頻繁に出現するハンノキ、ヤマハンノキ

などのハンノキ節、それがほとんどでないヤシャブシ、ミヤマハンノキなどのヤシャブシ節があり、本試料は観

察できた範囲では集合放射組織が認められなかったことからヤシャブシ節の可能性が高いが、試料が小さいため

断定はできない。

6.カ バノキ属 Betula カバノキ科 写真22～ 25(ARAYA-57)

中型の九みを帯びた道管が単独あるいは放射方向に2-4個 ほどが複合 したものが均一に分布する散孔材で、

道管の穿孔は横棒が10本以下の階段状、道管相互の壁孔は極めて微細で交互状に非常に密にある。放射組織は 1

-3細胞幅でほぼ同性である。これらの形質からカバノキ属と同定 した。カバノキ属には多数の種があるが材構

造での識別は困難である。

7.ナ シ亜科 PomOideae バラ科 写真26～ 30(ARAYA-38)

丸い小道管がほぼ単独で均一に分布する散孔材で、道管の穿孔は単一、放射組織は 1-3細胞幅で背は低い、

等の形質からバラ科のうち、ナシ、ナナカマ ド属などのナシ亜科の材 と同定 した。

8。 キハ ダ Phellodendron amurense Rupr.ミ カン科 写真31(ARAYA-14)、 写真 32、 34(ARAYA一 H)、

写真33(ARAYA-76)

年輪始めに大道管が 2-3層 くらいに並び、晩材部では薄壁で断面方形～丸みを帯びた多角形の小道管が多数

集合 して接線方向に斜上する帯となって分布する。道管の穿孔は単一、道管側壁の壁孔は小孔紋の交互状、小道

管の内壁には顕著ならせん肥厚がある。放射組織は4-7細胞幅 くらいの同性で背は低い。これらの形質からキ

ハダの材 と同定 した。

9.散孔材 写真35(ARAYA-74)

微細な道管が密度低 く均一に分布する散孔材で、穿孔は横棒の多い階段状、道管内壁にはらせん肥厚がある。

放射組織は 1-4細胞幅程度で同性のように見える。本試料はこれらの特徴的な形質を示 しているが、形質が充

分に観察できないため同定には至らなかった。

10。 広葉樹 写真36(ARAYA-25)

中型の道管が密度高 く均一に分布する散孔材のように思えるが収縮変形 しているため詳細な形質が観察できな



い 。

炭化材の樹種組成

荒屋遺跡から発掘された炭化材のうち、81点 について何らかの樹種情報を取ることができ、以上に記載した10

の樹種が識別された。最も多いのはキハダの49点 で、ついでカラマツ属がH点、マツ属が 7点、ナシ亜科が 5点、

ヤナギ属が 3点、それにカバノキ属、ハンノキ属、モミ属が 1点ずつ、そして「広葉樹」が 2点、「散孔材」が

1点である。これら81点 の炭化材はB-1、 C-1、 2区 を中心とした調査区内のさまざまな場所、 4a層 を中

′亡、としたさまざまな土層から出土しているが、何れも組成において大きな変化は見られず、同様な樹種組成と見

て差し支えがない。

樹種組成は総体的に見れば冷温帯性の植生の反映と見なせるが、特徴的なのはカラマツ属の存在である。最終

氷期の寒冷期には西日本から東日本にかけてカラマツ、東北日本、北海道にはグイマツが広く分布していたこと

が知られている。今回の試料ではカラマツであるかグイマツであるかの区別はできなかったが、何れにしても寒

冷な気候の反映であり、キハダ、カバノキ属の存在もそれに良く合致する。この 3樹種の組み合わせから、マツ

属、ナシ亜科など、同定された他の炭化材の樹種も冷温帯から亜寒帯にかけて生育する種類であったことが類推

される。
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第 6.4表  荒屋遺跡出土炭化材の樹種

Table 6。 4. Identified species of carbonized woods from the Araya site.

試 料 番 号 樹 種 調査年月日 調 査 区 遺  構 層 位 写 真 番 号

ARAYA-  1
ARAYA- 2
ARAYA- 3
ARAYA- 4
ARAYA- 5
ARAYA- 6
ARAYA-  7
ARAYA- 8
ARAYA- 9
ARAYA- 10
ARAYA- 11
ARAYA- 12
ARAYA- 13
ARAYA- 14
ARAYA- 15
ARAYA- 16
ARAYA- 17
ARAYA- 18
ARAYA- 19
ARAYA- 20
ARAYA- 21
ARAYA- 22
ARAYA- 23
ARAYA- 24
ARAYA- 25
ARAYA- 26
ARAYA- 27
ARAYA- 28
ARAYA- 29
ARAYA- 30
ARAYA- 31
ARAYA- 32
ARAYA- 33
ARAYA- 34
ARAYA- 35
ARAYA- 36
ARAYA- 37
ARAYA- 38
ARAYA- 39
ARAYA- 40
ARAYA- 41
ARAYA- 42
ARAYA- 43
ARAYA- 44
ARAYA- 45
ARAYA- 46
ARAYA- 47
ARAYA- 48
ARAYA- 49
ARAYA- 50
ARAYA- 51
ARAYA- 52
ARAYA- 53
ARAYA- 54
ARAYA- 55
ARAYA- 56
ARAYA- 57
ARAYA- 58
ARAYA- 59
ARAYA- 60
ARAYA- 61
ARAYA- 62
ARAYA- 63
ARAYA- 64
ARAYA- 65
ARAYA- 66
ARAYA- 67
ARAYA- 68
ARAYA- 69
ARAYA- 70
ARAYA- 71
ARAYA- 72
ARAYA- 73
ARAYA- 74
ARAYA- 75
ARAYA- 76
ARAYA- 77
ARAYA- 78
ARAYA- 79
ARAYA- 80
ARAYA- 81

ナシ亜科
キハダ
キハダ
カラマツ属
キハダ
カラマツ属
カラマツ属
カラマツ属
キハダ
キハダ
キハダ
キハダ
キハダ
キハダ
キハダ
キハダ
キハダ
キハダ
キハダ
キハダ
ヤナギ属
キハダ
キハダ
ハンノキ属
広葉樹
キハダ
キハダ
キハダ
広葉樹
キハダ
カラマツ属
キハダ
キハダ
マツ属
キハダ
キハダ
キハダ
ナシ亜科
カラマツ属
キハダ
キハダ
キハダ
カラマツ属
カラマツ属
キハダ
キハダ
キハダ
キハダ
キハダ
ナシ亜科
マツ属
マツ属
キハダ
マツ属
マツ属
マツ属
カバノキ属
カラマツ属
キハダ
キハダ
キハダ
キハダ
キハダ

ナシ亜科
ナシ亜科
キハダ
モミ属
キハダ
ヤナギ属
マツ属
キハダ
カラマツ属
キハダ

散孔材
ヤナギ属
キハダ
キハダ
キハダ
カラマツ属
キハダ
キハダ

88  A-1
88  C-1
88  C-2
88  C-2
88  C-2
88  C-2
88  C-2
88  C-2
88  C-2
88  C-2
88  C-2
88  C-2

880905     C-1
880905     C-1
880905     C-1
890725     C-lb
890725    C-2d
890726    C-la
890726    C-ld
890727     C-lb
890728    B-la
890728     C-2d
890730      ?
890730     C-ld
890730     C-ld
890730     C-2d
890731    A― la
890731    A-2c
890731    C-la
890731    C-lb
890731    C-lc
890731    C-lc
890731    C-ld
890731     C-ld
890731    C-ld
890731     C-ld
890731     C-ld
890731     C-ld
890731     C-ld
890731     C-2d
890802     A-1
890802     B-la
890802     C-lb
890802     C-lb
890802     C-lb
890802     C-lb
890802     C-lb
890802     C-lb
890802     C-lb
890802     C-lb
890802     C-lb
890802     C-lb
890802     C-lb
890802     C-lb
890802     C-lb
890803     C-lc
890804     B-la
890804     B-la
890804     B-la
890804     B-la
890804     B-la
890804     B-la
890804     B-la
890804     B-la
890804     B-la
890806     C-1
890807     B-2
890807     B-2
890807     B-2d
890807     B-2d
890808     A-2c
890808     B-2d
890808     B-2d
890808     B-2d
890808     B-2d
890809     B-lc
890809     C-la
890809     C-la
890810    C-lc
890812     A-laイ ベル ト
890926     C-2d

3b-1
4a
3b-1
4a
4a
4a
4a
4a
4a
4a
4a
4a

土壌 01  埋± 1

土壌 01  埋± 1

土墳 01  埋± 1

4a
4a
4a⑤
4a
4a-2
4a-2
4a-2
4a-2ハ
4a-3
4a-3
4a-3
4f
3b-2
4a-3

4a-3
4a-3

土壌 02  埋± 2

4a-3
4a-3
4a-3
4a-3
4a-3
4a-3
4a-3
4k
4a-3

土坂 06  4a8い
土坂 06  4a8い
土壌 06    4a8い
土壌 06    4a8い
土墳 06    4a8い
土墳 06    4a8い
土墳 06  4a8い
土墳 06  4a8い
土壌 06  4a8い
土坂 06  4a8い

4a-8い
4a-8い
4a-8い
4a-3

Jl壊 06     4a9
土墳 06     4a9
土坂 06  4a9
土墳 06  4a9
土壌 06    4a9
土壌 06    4a9
土坂 06    4a9
土場黄06     4a9
土坂 06     4a9
土壌 07  埋± 1

4p
4p
4p
4p
4v
4g
4g
4g
4g
4a3

土壊 02  埋± 1

土墳 02  埋± 1

土坂 01  埋± 11

3a-1
4a下

3089
3180
2531
3154
3174
3193
3204
3215
3235
6195
6196
6201

48
48
48

一括 1

-括 2

一括 4

-括 6

-括 3

-括 5

-括 7

-括 2

-括 1

-括 2

-括 5

-括 3

-括 4

-括 1

-括 6

③
②
　
①
②

①
②
　
①
②
②
③
③
④
①
　
　
５０
５０
５０
５０
５０
５０
５０
５０
５０
５０
②
③
④

４９
４９
４９
４９
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４９
４９
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①
③
④
　
　
①
②
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②



1.モ ミ属 C× 54 2.モ ミ属 T× 108 3. モ ミ属  R× 108

4.マ ツ属 C× 27 5.マ ツ属 C× 54 6.マ ツ属 T× 54

7.マ ツ属 R× 108        8.カ ラマツ属 C× 27

C;横断面 (木 口),T;接 線断面 (板 目),R;放射断面 (正 目)

×のあとの数字は画面での拡大倍率

第6.4図 荒屋遺跡出土炭化材の樹種 (1)

Fig.6.4. Carbonized w00ds from the Araya site(1)

9.カ ラマツ属 C× 54
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10.カ ラマツ属 T× 54 11.カ ラマツ属 T× 108 12.カ ラマツ属 R× 108

13.カ ラマツ属 R× 270 14.ヤ ナギ属 C× 27 15.ヤナギ属 T× 54

17.ヤナギ属 T× 10816.ヤ ナギ属 T× 108

第6.5図 荒屋遺跡出土炭化材の樹種 (2)

Fig.65.   Carbonized woods from the Araya site (2)

18.ヤ ナギ属 R X 108



19.ハ ンノキ属 C× 54 ハ ンノキ属  T× 108

22.カ バ ノキ属  C× 27 23.カ バノキ属 C× 54

26. ナシ亜科  C× 27

第66図 荒屋遺跡出 ll炭化材の樹種 (3)

Fig 6 6   Carbonized woods fronl the Araya site (3)

24.カ バノキ属 T× 108

21.ハ ンノキ属 R× 108

25.カ バノキ属 R× 108 27.ナ シ亜科 R× 54
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28.ナ シ亜科 T× 54 29.ナ シ亜科 T× 108 30.ナ シ亜科 R× 108

31.キハ ダ C× 27 32. キハダ C× 54 33.キハ ダ T× 54

34.キハダ R× 108 35. 散子し材  C× 54 36. 広葉樹  C× 54

第67図 荒屋遺跡出土炭化材の樹種 (4)

Fig 6 7 Carbonized woods from the Araya site(4)



2.荒屋遺跡より出土 した炭化種実

古代の森研究舎 吉川純子

(1)概要及び出土 した炭化種実の傾向

川口町荒屋遺跡は信濃川と魚野川の合流点の段丘上に位置 している。本遺跡は出土遺物により約13000年前、

後期旧石器時代終末の居住地と推測され、遺物は細石刃、尖頭器などを出土 した。遺構は楕円形、円形、方形の

土墳中心で、焼土が覆っている土墳が数箇所存在する。これらの遺構から発掘担当者が覆土を採取 し、水洗、炭

化物その他を選別 し、筆者が実体顕微鏡で同定、計数を行った。出土 した炭化種実を第6.5表 に示す。

土墳 1か らは、オニグルミと炭化 していないエノキグサを出土 した。Pit lか らはエノキグサを出土 した。土

墳 6か らはオニグルミを出土 した。土墳14か らはミズキ、オニグルミ、エノキグサ及び不明炭化破片を出土 した。

竪穴住居状遺構からはオニグルミ、エノキグサを出土 した。その他、 4a層からはオニグルミ、サクラ属、エノ

キグサ、不明炭化破片を出土 した。また、土壌サンプルからはオニグルミと炭化 していないニワトコを出土 した。

もっとも頻繁に出土 したのはオニグルミで、ついでエノキグサであり、サクラ属、ミズキ、ニワトコは 1個体ず

つ出土 した。

一般に縄文時代の住居跡やその周辺からは同定可能な植物起源の炭化物が見つかりにくい傾向にある。これは、

炉という開放的な構造と、火を絶やさないためほとんどが灰になってしまうという要因が考えられる。オニグル

ミが多 く出土するのは、利用が多かったとも考えられるが、内果皮が本質で、燃焼 しても残 りやすいためにほか

の果実 。種子と比較すると出土例が多いとも推測される。

(2)出 土 した種実の記載 (第6.8図 )

オニグルミ (Juglansが lanthloha Carr.)炭化 した内果皮の破片を多数出土 した。内果皮の表面は凹凸があり、不

規則な筋が多数入る。内果皮壁は本質で厚 く固く、部分的に空隙がある。壁の内面は凹凸がある。内部の子葉は

脂肪に富み、食用とされる。

サクラ属 (Prunus)炭 化 した核破片を出土 した。核の表面には網目状の凹凸が確認される点でキハダに似るが、

核壁が大変厚 く、核の端にさらに厚 くなる縫合部分があることからサクラ属と同定される。果肉は食用となる。

ミズキ (Cornus controversa Hemsley)炭 化 した内果皮破片を出土 した。表面は上下方向にやや不規則な筋が入

り、完形であれば内果皮は中央で 2室 に分かれる。出土 した破片は分割壁部分で割れている。落葉広葉樹の高木

で、果実は甘 く食用となる。

ニワ トコ (Sambucus sたboldhna(Miq.)Blume ex Graebn。 )炭化 していない内呆皮を出土 した。内呆皮は下端

が尖 り、上端が丸い逆水滴型で上面から見ると扇形の断面を持つ。壁は硬いがややもろく、全面に横方向のしわ

が入る。果実は薬用または食用とする。

エノキグサ (Acalypha austraHs Lhn.)炭 化 していない種子を出土 した。水滴型で上面から見ると円形、表面は

平滑で黒または黒褐色である。日当たりのよい場所に生育する雑草である。生きているときは種子端にエライオ

ソームという栄養物質を付着 していて、アリが巣穴に運び入れるため、遺跡などで混入種子となっている。本遺

跡の場合も炭化 していない種子のため、混入の可能性が高い。
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第 6.5表  荒屋遺跡出土炭化種実一覧

Table 6.5. Carbonized fruits and seeds unearthed fronl the Araya site.

フローテーシヨン、ヘビー

年 度  日付  区   遺 構   層 位 番号  炭化物の種類  部  位 個数 炭化物の種類  部 位 個数

AY88  904
AY88  905
AY88  904
AY89  727
AY89  802
AY89  810
AY89  731
AY89  727
AY88  908
AY88  907
AY89  728
AY88  905
AY88  807
AY88  804
AY88  801
AY88  808
AY88  907

C-1   土壌 1    埋± 1

C-1   土墳 1    埋± 1

C-1   土壌 1    埋± 1

C-lb          4a-2-21
C-lb   土壌 6    4a-8イ
C-lc   土墳 1    埋± 8

C-lb   土坂 6    4a-4
C-lb            4a-2-4
C-2           4a'青 掃土

C-2b            4a
C-2d           4a-2
C-3   ビット1   埋± 1

B-2d  土壌 14    4p
B-la   土墳 6    4a-9
B-2   土壌 14    4f-2
A-2a 竪穴住居状遺構   303
C-2d            4a

1  オニグルミ  内呆皮破片

2,3  オニグルミ  内果皮破片

4  オニグルミ  内果皮破片

5  オニグルミ  内果皮破片

6  オニグルミ  内果皮破片

8  オニグルミ  内果皮破片

lo  オニグルミ  内果皮破片

11,12 オニグルミ  内果皮破片

15  オニグルミ  内果皮破片

17  オニグルミ  内果皮破片

18  オニグルミ  内果皮破片

19  エノキグサ  種子

20  オニグルミ  内果皮破片

21  オニグルミ  内果皮破片

22  ミズキ    内果皮破片

24  オニグルミ  内果皮破片

27  オニグルミ  内果皮破片

9

28

13  エノキグサ  種子

10

25

1

1

28  サクラ属   核破片

3

8

4

2

5

27

5  不明    破片

2

2

フローテーション、ライ ト

AY88  907
AY88  804
AY88  801
AY89  727
AY88  905
AY88  907
AY89  728
AY88  808

4a

4a-9
4f-2

4a-2-4
埋± 1

4a

4a-2
303

C-2d
B-la   土坂 6

B-2   土壌 14

C-lb
C-3   ビット1

C-2b
C-2d
A-2a  竪穴住居状遺構

35  エノキグサ  種子

36  オニグルミ  内果皮破片

38  エノキグサ  種子

41  不明

43  エノキグサ  種子

45  エノキグサ  種子

46  エノキグサ  種子

47  エノキグサ  種子

1

4

1

1

1

2

24

8

土壌サンプル

AY89  728  C-2d 4a=2 オニグルミ  内果皮破片

表中にナシ

AY89 A-2d ニヮトコ   内果皮破片

ただし、エノキグサ種子及びニワトコ内果皮破片は炭化していない



第68図 荒屋遺跡より出土した炭化種実

Fig 6 8   Carbonized fruits and seeds unearthed frolln the Araya site

l.オ ニグルミ,内果皮破片の外面及び内面 (試料18) 2.ニ ワトコ.内果皮 (A-2d,4g層 )

3.サ クラ属,核破片の外面及び内面 (試料11) 4.ミ ズキ,内果皮破片の内面 (試料 22)

5.エ ノキグサ,種子 (試料46) スケールはlmm

72



第 7章 考

第 1節 細石刃石器群における石器製作・使用・維持・廃棄の様相

荒屋遺跡における石器の製作や使用、維持、廃棄について、出土石器群の様相から考察する。

荒屋遺跡での石器製作においてほとんど全ての石器に珪質頁岩が使用されている。珪質頁岩は、本州東北部日

本海側に産出する (秦 1998)。 当遺跡周辺では珪質頁岩を産出しないため、原石獲得 と石器製作を目的とした遺

跡ではないと考えられる。自然面のある剥片が剥片全体の3.6%であることも、それを示 している。また、出土

した剥片よりもトゥールの方が大きい。これは、遺跡内で剥離された大型の剥片のほとんどが トウール素材とし

て利用されたか、あるいは、 トウールのほとんどが搬入品であつたからであろう。接合資料や同一母岩資料に合

まれる石器の構成もそのことを裏付ける。器種組成では、剥片よりも細石刃や彫刻刀スポールの方が多い。また、

彫刻刀と彫刻刀スポール、細石刃が器種組成の主体を占める。荒屋遺跡における細石刃製作は、湧別技法とホロ

カ技法によるものであるが、その内容は、石器製作工程の最終段階のものが主体であつたといえる。

遺構ごとに遺物出土状況を概観すると、竪穴住居状遺構内の土娠では細石刃、彫刻刀スポール、剥片などの土

壌 1リ ットルあたりの石器出土率が高い (第 7.1図 、註)。 彫刻刀の出土率は各遺構 とも変わらない。また、土壊

Hのみ、細石刃よりも剥片の出土率が高い。竪穴住居状遺構と土娠01、 6、 14な どの大きな遺構では、共通 して

出土率がやや低い。

石器使用痕分析の結果と出土数量から、彫刻刀が荒屋遺跡で最も高い頻度で使用された石器であると推定され

察

た。微弱な使用も

加えれば、彫刻刀

の約半数に使用痕

が認 め られてい

る。また、周多刻刀

スポールの約 4割

に使用痕が確認さ

れた。彫刻刀 は

骨 。角や乾燥皮の

加工に使用された

と推定される。他

の石器では、エン

ド・スクレイパー
第7.1図 遺構別石器出土率

Fig。 7.1.   Ratio of excavated lithic artifacts frorn each feature per one liter soil.

(註 )遺構の体積は、遺構上面と底面の面積をプラニメーターにより測定し、確認された深さを入力し、算出した。出土点数は、遺物の採取

法の影響を受けている可能性もあるが、基本的に全ての遺構で 3 111nlメ ッシュの乾燥フルイにより微細遺物が回収されている。
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第72図 遺構出土石器の使用状況

Fig 7.2.   Histogram of use― 、vear types on lithic artifacts in each feature

の80%弱 に使用痕が

確認され、それらは

皮なめしに使用され

たと推定される。細

石刃では、その20%

弱に使用痕が確認さ

れたが、他の トゥー

ルと比べて微弱な使

用痕跡 の ものが多

い。判定されたもの

では、骨・角の加工

と関連するものが多

かった。遺構ごとに

それぞれの石器の使

用状況をみると、彫

刻刀では、竪穴住居

状遺構と土墳6,14の

使用状況が極めて類

似する (第 7.2図 )。

また、土墳01,1,5な

ど西側の土墳群で

は、使用率が低い。

細石刃 と彫刻刀ス

ポールは、竪穴住居

状遺構と土墳 6の使

用状況が極めて類似

する。このように、

石器の使用状況は、

遺構の特徴や器種組

成と同様に、竪穴住

居状遺構と土壌 6、

14が類似する。荒屋

遺跡では、石器を用

いた骨・角や皮の加

工作業が盛んに行わ
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れていたと考えられる。

被熱痕のある石器から、石器の廃棄状

況を推定する。竪穴住居状遺構と土墳 6、

14に は、炉跡や焼土層、炭化物層が認め

られる。石器の被熱状況を検討 した結果、

細石刃と彫刻刀スポール、剥片は各遺構

とも10～ 20%の被熱率であることが明ら

かとなった (第 7.3図 )。 一方、彫刻刀の

被熱率は低 く、土墳 6、 14で 10%の割合

を示すのみで、他の遺構から出土 した資

料には被熱の痕跡が認められない。その

他の トウールや細石刃核、石核では、 ド

リル 1点 に被熱痕跡が認められるのみで

ある。従って、 トウールとその他の石器

では、維持・廃棄にあたつての扱いが異

なっていたのであろう。 トゥールは、基

本的に維持されるものであって、細石刃

や彫亥U刀 スポール、剥片のように火を受

けるような生活空間に捨てられることが

少なかったと考えられる。また、細石刃

や彫刻刀スポールは、使用痕が残されて

おり、使用後に廃棄されたものも含まれ

ている。

荒屋遺跡から出土 した細石刃には特徴

的な二次加工が認められる。二次加工は

背面右側辺や腹面右側辺先端部付近に施

される割合が非常に高い。二次加工のあ

る細石刃は、加工のない細石刃に比べる

と、長さや幅が極めて規格的である。生

産された細石刃の中から二次加工を施す

ものを選択 していたと考えられる。二次

加工のある規格的な細石刃を必要とした

のは、骨角製の柄の溝にはめ込むためで

あったと推定される。日本において細石

刃が埋め込まれた骨角製品は出土 してい
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第 73図  遺構出土石器の被熱率

Fig 7 3.   Percentage of burned lithic artifacts in each feature
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1大平山元    ないが、海外の事例から、その存在が推察され
2丸山
3鴨子台    る。当遺跡においても、骨角器の存在は、彫刻

:通信:     刀や彫亥J刀 スポールの使用痕からうかがえるだ

:薦1牧場    けではあるが、二次加工の施された規格的な細

:督:I     石刃の存在も含め、荒屋遺跡においてなされた

II彗[     
主たる活動のひとつが、この骨角器の製作であ

|:菫宣優A     
たと推定される。

14中 土      石器の使用痕分析から判明した皮や骨 。角と

|:脊居     いう被加工物から当遺跡には、豊富な動物資源

::王層
中島    がもたらされていたと考えられる。 これは、遺

::習彗      
跡の立地からも推定できる。荒屋遺跡は、,可り||

21狭 山B    合流点の見晴 らしの良い河岸に位置する (註

舅籍雷

B  
→。すでに述べたように、荒屋遺跡は石材の

::希冒1    入手には不便な立地であって、動物の狩猟・捕

::書属貧山    獲に適 した立地といえる。荒屋遺跡では、第 2・

::晟昇套蝙竃   3次
調査出土分だけで、推定39kg強の頁岩製石

:1嚢留胴摺

西  器が持ち込 まオ■ている (註 2)。 本州において

確認されている当該遺跡の中でも最も多い出土

量である。頁岩産地から離れた場所で、このよ

うに多量な石器石材 を持ち込み、継続的に活動
第7.4図 本州細石刃石器群出土遺跡の分布

F咆.7.4.Dヽ t五 budon of microЫ ade hdust五 es h northeastern  できたのは、安定 した動物資源の獲得が背景に
area of Honsyu.

あったためであると推定 される。

動物資源以外にもオニグルミなどの食用植物やキハダなどの樹木が遺跡に持ち込まれており、荒屋遺跡では安

定 した生業活動が営まれていたと考えられる。当遺跡で検出した遺構群もこれらの活動と関連するものであろう。

炉跡を中心とした火の使用や、繰 り返される遺跡と土墳群の利用、皮革製品や骨角製品の製作、石材原産地から

離れる故に盛んに行なわれた石器の使用と刃部再生などの行動が、有機的に結びつき、当遺跡における集団の生

活が成立 していたのであろう。

このような荒屋遺跡の特徴を相対的に把握するために、本州で確認されている共通 した特徴をもつ石器群と比

較する。荒屋遺跡に代表される細石刃石器群の特徴は、荒屋型彫刻刀やエンド・スクレイパーなどの石器がみら

れ、湧別技法による細石刃製作が行われることと、珪質頁岩が主体的に使用されることである。ことに石材では、

東北地方の日本海側から離れるほど、この珪質頁岩の獲得が困難となる。そこで、当該石器群を珪質頁岩の消費、

特に石器の重量組成を中心に、石器組成も含めて検討する。分析対象は32遺跡である (第 7.4図、第7.1表 )。

(註 1)荒屋遺跡は、遺跡形成当時、信濃川と魚野川の河川合流点につきだす三角州上に立地していたと推定されている (川 口町教育委員会

1988)

(註 2)荒屋遺跡出土石器の総重量は、細石刃と彫刻刀スポール、剥片、砕片については、属性抽出した資料の平均値に点数をかけた値から

算出し、その他の器種は合計重量から算出した。



細石刃の製作工程で生 じる剥片は、その多

くが細石刃核を整形する過程で生 じたものと

いえる。従つて、最終段階で生 じる細石刃と

細石刃核整形段階で生 じる剥片の点数や総重

量を比較することで、遺跡内における石器製

作の内容が、その製作工程において初期段階

のものか、最終段階のものか推察できる (第

7.5図 )。 細石刃および剥片の出土点数が多い

遺跡に絞ると、細石刃の割合が最も高いのは

柏原遺跡の65%、 次いで荒屋、白草が50%強、

大網山田台No.8と 中土が50%弱、頭無、月

岡、狸崎Bが30%、 角二山、後野 Bが20%強

となる。一方、重量比では、細石刃の割合が

最も高いのが柏原遺跡で50%、 次いで大網山

田台、自草10%弱 となる。荒屋、中土といつ

た細石刃点数の多い遺跡でも、重量比にすれ

ば、自草、大網山田台より低い割合を示す。

これは、各石器群の剥片と細石刃の重量比の

第 7章 考

第 7.1表  本州の細石刃石器群

Table 7。 1. list of rnicroblade industries in Honsyu。

NQ 遺 跡 名 所 在 文 献

l 大平山元 Ⅱa 青森県東津軽郡蟹田町 三宅・横山 1980

l 大平山元 Ⅱc 三宅 1980

l 大平山元 Ⅱ‐1 1992

2 丸山 青森県西津軽郡木造町 大湯他 2000

3 鴨子台 秋田県山本郡八竜町 齊藤他 1991

4 下堤 D 秋田県秋田市 菅原他 1982

5 狸崎 B 秋田県秋田市

6 耳取 IA 岩手県湯田町 羽柴他 1996

7 峠山牧場 I 岩手県和賀郡湯田町 菊地・高橋 1999

8 ヨ山館 岩手県胆沢郡金ヶ崎町 菊地 1993

角二山 山形県北村 山郡大石 田町 ・上野 1975

樽口A―MH 新潟県岩船郡朝 日村 立木他 1996

樽口A―MS
学壇 福島県福島市 西村・秦・関 1995

笹山原 NQ12 福島県会津若松市 阿部・小島 2000

一里段 A 福島県白河市 石本他 20∞

中 土 新潟県南蒲原郡下 田 新潟県石器研 究会 1996

荒屋 新潟県北魚沼郡川口町

月岡 新潟県北魚沼郡堀之内町 中村・小林 1975、 堀之内町教委 1990

正面 中島 新潟県津南町 佐藤・佐野 2∞2

上 原 群馬県勢多郡北橘村 リキ2001

頭無 群馬県前橋 ・ 関根 1988

白草 埼玉県大里郡川本町 1993

狭山B 東京都西多摩郡瑞穂町 吉田・比留間 1970

後野 B 茨城県ひたちなか市 後野遺跡調査団 1976

柏 原 城 県取

木戸先 千葉県四街道市 村 田他 1994

和良比 千葉県四街道市 齋藤他 1991

木戸場 千葉県佐倉市 矢戸他 1987

27 岡大 山 千葉県佐倉市 1993

高岡大福寺 千葉

"

阿 樫

駒井野荒追 千葉県成田市 村田他 1992

東峰御幸畑西 千葉県成田市 永塚 20011

大網 山田台 NQ8 千葉県山武郡大綱白里町 田村 1994

恩 原 2‐M 岡山県戸苫 田郡上斎 原村 1996

察

違いによるものである (註 1)。 石器組成において類似する荒屋遺跡と白草遺跡の違いは、細石刃剥離における

剥片生産段階の相違として理解される。荒屋遺跡では、大型の剥片が生じる剥片剥離段階から、細石刃剥離にい

たる調整剥片が生産される最終的な段階までの剥片生産工程が行なわれたのに対し、白草遺跡では、剥片の主体

が細石刃核調整の最終段階で生じたと推察される。

トゥールと剥片の数量、重量を比較する (第 7.6図 )。 出土点数がある程度多い遺跡の石器組成 (点数)で は、木

戸場、大網山田台で トウールが40%程 を占める。続いて、東峰御幸畑西が30%弱、高岡大山が20%強、狸崎Bが

20%弱、荒屋、月岡が10%強、頭無、白草が10%弱 となる。角二山、大平山元、後野Bではトウールの割合が 2

%程 と極めて低い。重量比をみると、木戸場、柏原、大網山田台などの南関東東部に立地する遺跡で50%以上の

高い割合を示す。次いで中±40%強 、白草30%、 荒屋が10%と 続く。石器組成に較べると、大きな違いがある。

この理由として剥片重量の相違があげられる。大きめな剥片はトウール素材として利用できるが、小型の剥片は

石核の最終調整などで生じた可能性が高い。石器組成では類似する荒屋遺跡と白草遺跡では、重量比から判断す

ると荒屋遺跡の方が トウール素材となる大きな剥片の割合が高かったと推察される。

細石刃核と細石刃の数量について検討する (第 7.7図 )。 点数では、細石刃が圧倒的に多い。重量でみれば、遺

(註 1)各遺跡における剥片重量の平均値をみると、最も重いのが、中土遺跡で18.12g、 次いで高岡大山6.46g、 大網山田台4.86g、 荒屋

4.75gと 続き、最も軽いのが柏原で0.7g弱 である。白草遺跡から出土した剥片の平均重量は lg程と荒屋遺跡の約 5分の 1である。

ただし、剥片の平均重量は、発掘調査のサンプリングの水準や、剥片・砕片の認定基準の相違を反映している可能性もあるため注意

を要する。例えば、中土遺跡では、フルイ等による微細遺物の回収がおこなわれていない。その他の遺跡では、遺物集中地点におい

て共通してフルイによる微細遺物回収が行われている。また、剥片砕片の基準が明確に定義されていないものも存在する。中土遺跡

では、石刃石器群が共伴 している上、剥片と砕片を一括して扱つており、同様に比較するのは事実上困難である。
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第7.5図 細石刃石器群ごとの細石刃と剥片の割合

Fig.7.5   Histogram showing percentage of rnicroblades and lakes for inicroblade industries

第7.6図 細石刃石器群ごとの トゥールと剥片の割合
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第77図 石器群ごとの細石刃核類と細石刃の割合

Fig 7 7   Percentage of rnicroblade cores and microblades for rnicroblade industries

察

跡間の相違が明瞭にな

る。荒屋遺跡は、細石

刃核が出土 している遺

跡の中で最も細石刃の

占める割合が高い遺跡

である。多 くの遺跡で

は、細石刃の割合はそ

れほど高 くない。

細石刃核 関連資料

(細石刃核と細石刃核ス

ポール)と 剥片類 (剥

片・砕片)の点数の割

合 (第78図 )で は、遺

跡間の相違が明瞭に現

れない。重量組成でみ

ると、出土点数が少な

い遺跡ほど、細石刃核

関連資料の割合が高い

傾向が窺える。一方、

荒屋遺跡や白草遺跡で

は、細石刃が大量に出土しているにもかかわらず、細石刃核関連資料の割合が低い。これは、細石刃が多く出土

している遺跡の特徴であり、多くの細石刃核が搬出されていたと推定される。

彫刻刀と彫刻刀スポールの出土点数の割合 (第 7.9図 )は、荒屋遺跡と白草遺跡でスポールの割合が高く9割、

次いで、後野B遺跡が 7割強、角二山遺跡が 7割弱、頭無遺跡が 6割強と続 く。一方、重量組成では、荒屋遺跡

で彫刻刀スポールの割合が 3割強と最も高く、次いで、自草遺跡が 1割強となる。ほとんどの遺跡では、重量比

にすれば、彫刻刀スポールの割合が数%未満と極めて低い値を示す。組成の類似する荒屋遺跡と白草遺跡を比較

すると、荒屋遺跡の彫刻刀重量比が自草遺跡のものより低い値を示す。この理由として、彫刻刀の重量の違いが

あげられる。荒屋遺跡出土彫刻刀の平均重量が約 4gであるのに対し、白草遺跡では6gと なる (註 2)。 また、

それぞれの遺跡における彫刻刀の使用度や、刃部再生の多寡、彫刻刀の搬入・搬出、遺跡内で生産された剥片の

トゥールヘの利用度など多様な要因が絡んでいると推定される。

荒屋遺跡出土石器群を他の当該石器群と比較した結果、荒屋遺跡は、細石刃や彫刻刀スポールが極めて多く、

石器の製作工程において最終段階で生じた石器の割合が高いことがうかがえた。細石刃核の出土した遺跡の中で

は、細石刃核の消費重量 (細石刃の生産重量)の割合が最も高く、彫刻刀とそのスポールの数量も最も多い遺跡で
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ある。また、 トゥールの出土量は比較した遺跡の中でも最も多い。これらの特徴の中でも彫刻刀と彫刻刀スポー

ルの多さは特異であり、遺跡の成立に大きく関わるものと推定される。先述のように、使用痕分析の結果によっ

て、彫刻刀の機能が骨・角の加工と皮なめしと推定された。骨 。角の加工量の多さから骨角器の製作が連想され、

大量の細石刃生産と規格的な細石刃への二次加工との関連がうかがえた。荒屋遺跡の石器群は、このような生業

活動と密接に結びついて形成されたと考えられる。

大河川の合流点に位置する荒屋遺跡の立地にも大きく関係し、こうした地形を利用した狩猟活動も想定される。

この立地状況は、当該石器群の遺跡立地とも共通することから、それぞれの遺跡での石材消費や石器の使用など、

石器群の特徴を明らかにすることが必要になると考える。

第 2節 荒屋遺跡の遺構群の性格

荒屋遺跡第 2、 3次調査では細石刃、彫刻刀、彫刻刀スポールなどを豊富に出土する遺構を多数検出し、主要

な遺構について慎重に精査を行った。1958年 に芹沢が行つた第 1次調査では土墳 1基 (土壊01)が確認されてお

り、出土遺物が豊富なことから、この遺跡に住居跡が存在する可能性が指摘 されていた (芹沢 1959)。 また、土

墳01の性格については貯蔵穴と推定されてきた (芹沢 1974)。

第 2、 3次調査では調査区のほぼ全域にひろがる包含層 3a層 から多量の細石刃、彫刻刀、彫刻刀スポール、

若干の細石刃核、その母型、多数の剥片、チップなどが出土 した。ことにA、 B、 C-1、 2、 3区 において遺

物の密度が高 く、さらにその下層で多数の遺構が東西に帯状に連なってひろがることが調査の進展とともに明ら

かにされた。こうした遺構群の複雑な重複関係、埋土の堆積状態、細石刃や彫刻刀といつた遺物の包含状況など

を慎重に検討、記録 し、遺構の形成過程と性格の把握に努めた。

遺構埋土に関しては全て発掘時に 3 1nlllメ ッシュの乾燥飾にかけ、細石刃、彫刻刀スポール、小剥片、チップな

どの微小遺物を入念に取 り上げた。また、炭化物が認められる土壌については、研究室に運びフローテーション

装置によって水洗 し、微小遺物を採集 し、遺構での遺物のあり方を総合的に検討 した。

複雑に重複する遺構を平面的に観察 し、その形成過程を確認 し (第 10図版)、 1次調査で検出された土墳01を は

じめとして規模の比較的大きな遺構を中心に精査を進めた。その結果、特徴を異にする複数の遺構群を明らかに

することができた。主要な遺構として土墳01、 焼土土墳 14、 6、 竪穴住居状遺構、円形小土墳 3、 7、 8、 H、

12な どがある。

発掘区東部のA-1・ 2・ 3区で発見された竪穴住居状遺構は、西半部のみを精査するにとどまったが、南北

径が約 4mあ り、東西径は2.4mま で確認 した。隅丸方形の大型の竪穴と推定される。遺構保存のため床面直上

の焼土層を全て除去 していないが、この遺構と重複する土墳 3、 7、 8、 Hに よって床面の状況を部分的に把握

できた。竪穴の深さは、約20cm、 床面南半がわずかに傾斜するが北半は平坦である。南壁は急勾配で北 。西壁は

緩やかに立ちあがる。埋土は 3c層 から4g3層 まで27枚が複雑に堆積 している。そしてこの遺構中で東壁に接

して東西に長軸をもつ長辺95cm以上、南北幅80clll程 の隅丸長方形の焼土遺構が検出され、焼土層と灰黄褐色砂層

とが交互に堆積 していた。こうした状況から、この長楕円形の焼土遺構は、竪穴住居状遺構のほぼ中央の床面に

設けられた炉跡と推定 した。この炉跡を埋める炭化物を含んだ焼土層 4g2、 3層 は、竪穴住居状遺構の床面に

ひろがる焼土層 4g層で覆われており、炉跡と竪穴住居状遺構とは構造的に一体のものと判断した。こうした構



造から、この遺構は炉跡を中央に据えた竪穴住居跡の可能性が高いとみられる。

また、竪穴住居状遺構の埋土からは細石刃362点 、彫亥J刀 64点 、彫刻刀スポール683点 とともに、石器H27点、

剥片427点、チップも含めると、8000点 にのぼる豊富な遺物が出土 している。この遺構では細石刃と彫刻刀が高

い頻度で使用されているが、ことに彫刻刀の集約的な使用がうかがえる。しかも、堆積層のうち 4b、 1、 t、

x層 、床面直上の 4r、 g層 からそれぞれ類似 した頻度で彫刻刀、彫刻刀スポール、細石刃、剥片が出土 してお

り、この竪穴住居状施設において、これらの石器を調整、使用する活動が繰 り返されていたことがうかがえる。

特に床面を覆う4g層で21点 の細石刃、 8点の彫刻刀、94点 の彫刻刀スポール、28点 の剥片が出土 しており、こ

の遺構での遺物包含状況の典型がみられる。

この竪穴住居状遺構については、将来西半部を精査 し、床面におけるビット、柱穴などを慎重に検討 し、その

構造と性格を確認する必要があろう。

次に、本遺跡を特徴づける遺構として焼土遺構 2基がある。土墳 6と 土墳14は、多量の炭化物と焼土を主とす

る層と黄褐色砂層が交互に堆積する焼土遺構である。土墳 6は、南北径約 3m、 東西径2.2m程 の不整円形土墳

で、深さは55cmあ る。床面は平坦で、壁は緩やかに立ち上がる。底面はわずかであるが焼けた部分がみられ、そ

の上に厚さ 4 clll程 度の均質な砂層 と4～ 10cmの 焼土層 とが交互に 8枚堆積する。最下層の 4a10層 は、焼けた底

面を砂で意図的に埋め込んだような状態でひろがる。さらに埋± 4a4、 7、 9層 はそれぞれ炭化物と焼土を多

量に合み、 4a4、 9層 からオニグルミの炭化種子、 4a2、 3、 8、 9層 からキハダ、ハンノキ、カラマツの

炭化材が出土 している。ことにキハダが多い。 4a5、 6、 8層 は均質な砂層でそれぞれ焼土を覆っている。

この焼土土墳からは、全体で細石刃203点、彫刻刀27点 、彫刻刀スポール353点、剥片177点 、4610点 に達する

多量のチップが出土 し、細石刃、彫刻刀が盛んに使用されたことがうかがえる。細石刃は、 4a4、 6、 8、 9

層から27～ 65点、彫刻刀は 4a4、  6、 9層 から3～ 12点 、彫刻刀スポールが57～ 146点 出土 しており、この遺

構において、細石刃と彫亥J刀 など石器の使用と焼土層の形成は、強い相関をもつことがうかがえる。

土墳14は 、長径 2m、 短径1.lm程の長楕円形土墳である、この土墳底面は、加熱されてお り、埋土は 8枚で

焼土と砂層が交互に堆積 している。遺物は多量に出土 し、細石刃106点 、彫刻刀18点、彫刻刀スポール314点 、剥

片172点 、チップは2890点 に達 し、土墳 6と ほぼ同様の密度である。ことに埋± 4f、 h、 q層 から彫刻刀、そ

のスポール、細石刃が多数出土 し、石器の組成率、出土状態が土墳 6と 共通する。彫刻刀には主に骨角、皮を加

工 したと推定される使用痕が認められる。さらに埋± 4p層では、オニグルミが確認されている。また、 4f、

p、 v層 からは多量の炭化材が出土 し、土墳 6と 同様にキハダが目につく。

このように 2基の焼土土墳は形状に相違がみられるものの、遺構内の埋土のあり方と石器の出現頻度と器種組

成、炭化物など自然遺物の包含状態に共通 した様相が認められる。炭化 した樹種はキハダ、カラマツ属、マツ属

などが主体でやや冷涼な環境にあったことが指摘されている。また、キハダが比較的高い頻度で出土 しているの

は、この遺構の性格と深 く関連するとみられる。加工材 として様々に利用 した木材を、この土墳で採集、捕獲物

を乾燥、加熱するために焚いた可能性が考えられる。

さらにこのような焼土土墳と竪穴住居状遺構は、出土遺物のあり方などから共通 した機能を抱えていたとみら

れる。土墳や炉跡の埋土に焼土と砂層が重なりあつていることから、これらの遺構では繰 り返 し火を焚いたこと

が指摘される。ことに竪穴住居状遺構では炉跡を取 り囲む生活面のひろがりが認められる。こうした遺構におけ
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第 7.2表  東北 日本の細石刃石器群に伴う遺構

Table 7.2. List of features associated with rnicroblade assernblages.

遺 跡 名 所   在 遺 構 特 記 事 項 炭 化 樹 種 献

柏 台 1 北 海 道 千 歳 市 礫群8箇所、炉跡 12箇所
細石刃に伴う炉

跡は小規模
トウヒ属 2、 針葉樹 21、 不明 6 福井・越田 1999

上自滝 2 北海道紋別郡 白滝村 炭化物片プロック 6箇所
カラマツ属 2、 モ ミ属 1、 トウ
ヒ属 2、 針葉樹 2、 広葉樹 ?1

長沼・鈴木・越田・

直江 2001

奥白滝 1 北海道紋別郡 白滝村 炭化木片プロック 18箇所
カラマツ属 3、 トウヒ属 2、 モ

ミ属 1、 針葉樹 2、 不明 5

長沼・鈴木・直江

2002

上自滝 5 北海道紋別郡 白滝村
赤色± 2箇所、炭化木片
プロック 1箇所

長沼・鈴木・直江

2002

日  東 北海道上川郡上川町 炭化木片プロック 2箇所 針葉樹 1
長沼・越田・佐藤
2000

石 川 1

北 海 道 函 館 市 焼土プロック 1箇所、炭

化木片プロック 4箇所

ハ イマ ツあるい は五 葉松 の

マツ属 8、 エ ゾマ ツあるいは

アカエ ゾマ ツの トウ ヒ属 1

長沼他 1988

白  草 埼玉県大里郡川本町
23× 15m、 楕円形を呈す
る皿状のくぼみ

細石刃がこの土

坑を中′じヽに出土
川口他 1993

る遺物の構成、出土状況、使用痕は共通 しており、そこでの主要な作業では、細石刃、彫刻刀が盛んに使用され

たとみられる。特に彫刻刀の使用が著 しく、その使用痕は主に骨角、皮の加工と推定されている。また、焼土か

らオニグルミの炭化種子 とキハダ属の炭化材が高い頻度で出土 している点が注目される。オニグルミは秋に採集

される主要な食料であるとみられる。キハダ属 (動θ′あ滋物物π αππππsι Rupr.)は 、日本列島から沿海州まで冷涼

な山地にひろく分布 し、外皮 。内皮をはずした材が光沢をもち、木目が真直で加工 し易 く、耐湿性の強い性質を

もつことなどから、日常器具、細工物、柱などの建築材、丸木舟、屋根葺皮 (児玉他 1970)な どの材にひろく利

用される樹種である。また内皮は抗菌性があつて薬用、染料 として使用されることはよく知られている。荒屋遺

跡において最適な加工材 として選択的に搬入され、その廃材が焚き木とされた可能性が考えられる。

こうした焼土遺構、炉跡と類似 した遺構は、北海道柏台遺跡 (越 田・福井 1999)な ど (第 7.2表 )で調査 されて

いる。荒屋遺跡の遺構は、焼土層と砂層が互層を形成 しており、その構造、形成過程が極めて鮮明で、継続性の

つよい点が特徴といえる。

次に、土墳01は 、焼土遺構、竪穴住居状遺構とは異なった特徴がみられる。第 1次調査でその東半が確認され、

第 2、 3次調査によつて底面まで全体を精査できた。その結果、この遺構には複数の遺構が重複することが明ら

かになった。最下層の土墳01は 、長径2.3m、 短径98cm、 深さ78clllの 長楕円形土墳で、他の遺構に比べ著 しく深

い点が特徴である。この土墳の上にほぼ同規模の土墳18号、さらに長径2.9m、 短径 1.8m、 深さ27cm程の浅い不

整楕円形土墳 5号が重なる。土墳01の底面は比較的平坦で、両壁が幾分丸みをもち全体として深く丁寧に掘り下

げられており、人為的土墳であることは明らかである。確認された9枚の埋土の状態も底面近くで水平に堆積し、

上層が窪みに崩落した状態で堆積しており、縄文時代の貯蔵穴にみられる埋没状態に通じる様相をみせる。土坂

01の埋土から炭化したオニグルミなどの植物遺存体が出土している。石器の出土量はやや少ないが、細石刃が彫

刻刀スポールや彫刻刀、剥片に比べて多出し、焼土遺構、竪穴住居状遺構における石器組成と異なった様相をみ

せる。土墳01は 、その構造、遺物の出土状況から芹沢がかつて指摘したように貯蔵穴であつた可能性が高い。

このように、荒屋遺跡では多様な構造、性格の遺構が複雑に重なりあつて遺されている。竪穴住居状遺構と焼

土遺構 2基は、構造に相違があるものの、遺物の出土状態などで共通した活動が繰り返し営まれた遺構と推定さ

れる。また、長楕円形の土墳01は 、これらの遺構とは異なつた役割を果たしたと推定される。

以上のように荒屋遺跡の特色としては、①焼土遺構、竪穴住居状遺構の炉跡のように火を繰り返し使用した遺

構が核になっている。②これらの遺構で細石刃の使用・廃棄が繰り返されている。③焼土遺構では彫刻刀が盛ん

察



に使用され、多数のスポールが遺棄されている。④彫刻刀は、骨角、皮を加工したと推定される使用痕を遺すも

のが主である。⑤原石 。石核の出土は少なく、完成に近い石器が多く、石器生産に比して、石器の使用 。廃棄が

盛んである。⑦出土炭化材の同定資料81件のうち、キハダが49点 (60.5%)確認され、この樹種が盛んに持ち込

まれ、使用されたことがうかがえる。③オニグルミの炭化内果皮が多数出土し、秋から冬季の植物資源の利用が

確認される。また、⑨深い長楕円形土墳01に ついては細石刃が比較的多く出土し、彫刻刀の出土量が少なく、焼

土遺構とは異なり、貯蔵穴である可能性が強いと考えられる。

このように荒屋遺跡は断続的にしても繰り返し狩猟・漁労・植物採集活動の拠点となり、多様な機能の施設が

繰り返し営まれ、膨大な量の細石刃と彫刻刀などの石器群が遺された後期旧石器時代終末期の生活遺跡である。

荒屋遺跡の年代については、竪穴住居住居状遺構の 4g層 出土炭化物 (13,700年 ±80年 BP.)、 焼土土墳 6号の

9層 出土炭化物 (14,100± 100年 BP.)、 焼土土墳14号 の 4p層出土炭化物 (14,200士 HO年 BP.)、 土娠01最下層の埋

±13層 出土炭化物 (14,150士 HO年 )を AMS炭素14年代測定法によって測定した。その結果、遺構の変遷とは対応

しない問題点もあるが、これらの遺構群は、13,700年から14,200年 BP.の年代のばらつきがあり、およそ14,000

年前に営まれたものと推定される。

第 3節 細石刃の装着法について

細石刃は鹿角製または骨製の軸に並べて嵌めこんで用いられたということはヨーロッパの本を読んで知ってい

たのだが、はたしてどのような軸に、どのようにして着装されたのかという疑間を芹沢は久 しく抱いていた。 し

かし、その疑間はあつけなくも氷解することになった。

1968年 、東京と京都で開催された第 8国民族学・人類学国際会議の会場で、筆者はデンマーク国立博物館のヘ

ルグ・ラーセン博士にお会いした。博士は、デンマークのマグレモーゼ遺跡から出土 した資料を持参されてお り、

それらを日本のどこかの研究機関に寄贈 したいという考えを持たれていた。そこで筆者は、会議終了後に是非仙

台の東北大学へお寄 り願いたい旨を伝えておいた。 9月 17日 、ラーセン博士は仙台へお見えになった。東北大学

の研究室では、とくに日本の細石器に興味を抱いたらしく、荒屋・矢出川・福井などの資料を熱心に観察されて

いた。そのあとで博士は、 トランシェなどを含むマグレモーゼ出土の一括石器資料を研究室へ寄贈されたのであ

ったが、 1点 だけ所持されていた細石刃嵌入の鹿角製鈷先は、寄贈できないのでこのまま持ち帰るのだと言われ

た。その鈷先は長さ23.5cm、 最大幅1.Ocmの細身であり、軸の両側には細 く深い溝が彫 りこんであった。その溝

の中には黒いタールがつめられており、その上から細石刃が嵌めこまれていた。細石刃は鈷先の両倶1に嵌入され

ているのだが、右側には背面を見せるように並べられ、左個1に はその反対に腹面を見せているのであった。さら

に又、溝の中に挿入されるのは細石刃の先端部であり、したがつて溝の外には打面とバルブのある基部が突き出

ることになる。このような事実は、筆者が全 く予想もしていなかったことであり、強烈な印象を受けたのであっ

た。

第7.10図 はマグレモーゼ出土の細石刃嵌入鈷先である。 1は片側に細石刃の背面を、他の側には腹面を見せる

ようにして嵌入 してある。これに反して 2は左右に同じ背面あるいは腹面が見えるように嵌入 してある。軸はお

そらくアカシカの鹿角か、あるいは反笏動物 (オ ーロックス?)の撓骨であり、側溝に詰められている黒いタール

はおそらくカバノキを乾留 した木タールであろう、というのが松井章の考えである。
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第7.11図  細石刃嵌入の骨製剣

1.チ ェルノ 。アジョーリエ (西 シベリア)出土 (Gening and Pet五 n1985)

2.オ レンニ島 (ヨ ーロッパ 。ロシア)100号墓出土 (Gu五na,NoN.1956)

Fig.7.11. Bone swords inset with microblades from Chernoozerie and oleniiisland,Russia.
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細石刃 (Rogachev A.N.1955)
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Russia.

察

荒屋の細石刃は、打面を上に置いて見たとき、背面右側辺の上

端から下端まで細かい剥離痕が連続 し、腹面は先端部にだけ部分

的に剥離が加えられている。何のためにこのような加工が施され  ~

たのか、また軸の溝に細石刃を嵌めこむ時には左右のどちら側を

外に出したのか、という問題がある。着装例の多い北欧中石器時

代の資料を見ると、軸の外側に出ている細石刃の側辺には、規則

的な細かい剥離痕が見られるようである。筆者の考えでは、細か

い剥離痕の見られぬ側辺を溝の中に埋めこみ、加工のある方の側

辺および打面の部分を外側に突出させたのではないかと思われ

る。しかし第 5章第 2節 に鹿又が述べているように、細石刃のポ

リッシュは細かい剥離痕のある側辺にも、また剥離痕のない側辺

にも認められるので、どちらの側辺を溝に嵌入させたのかについ

ては、まだ断定することができない。

なお、荒屋の細石刃と同じような剥離痕をもつ資料は、ヨーロ

ッパロシアのコステンキⅣ遺跡から発掘されている (Rogachev A.

N.1955)。 第7.12図 に示すのがそれであるが、荒屋 と少 し違うと   第7.12図

ころは、打面部分までも加工によって尖らされたものも含まれて   Fig.7.12.

いることであろう。コステンキⅣの細石刃については次のように

ロ

ξ

燿
俎
は
旧
Ⅶ

閲

讀

嵐

剛

瀾

躙

Ⅷ

ム

到

則

説明されている。

「ほとんどすべての細石刃は、多かれ少なかれ縁辺の一つを全部明瞭な刃潰し状の加工が覆うが、時には尖つ

た最上端だけが加工されないで残される。基部もしくはバルブの端に近いところでは、二次加工は、よりはつき

りしていてより急角度である。反対側の縁辺では、基部のところが腹面もしくは背面から、刃潰し状の加工によ

り小部分が取り去られていて、このとき、バルブのある縁辺では鈍い尖頭部のようなものが観察されるものの、

錐状のものでは、この末端は、まったく加工がされず、その場合にはいつも素材打面の細い部分として残される。

対辺の他の部分は完全に二次加工が欠けているか、あるいは小さな剥離が全縁辺にあるもの、または一部に施さ

れているものである。」(梶原洋訳)。

このような細石刃は、ヨーロッパロシアだけでなく、 ドナウ河に沿つて西方に伸び、フランス西南部あたりま

で分布しているようである (Demars P,Y.,Laurent P.2000)。

旧石器時代の細石刃装着例は極めて稀であるが、西シベリアのチェルノアジョーリエⅡ遺跡出上の短剣は有名

である (第 7.H図 1)。 長さ38.7cm、 最大幅4。 25clll、 片償1に 28個 、他側に45個の細石刃が嵌入されているという

(木村 1997)。 報告書の図を見ると、細石刃は軸と平行に挿しこまれており、北欧中石器の場合とは異なってい

る。また、本文中の実測図では判然としないが、表紙の図を拡大してみると、軸の両側の細石刃は、片側には背

面を、反対側には腹面を出すように、それぞれ嵌入されており、木村 (同 前)も そのような観察を述べている。

また、ヨーロッパロシアのオレンニ島の100号 墓からは、チェルノアジョーリエ出土品と酷似した中石器時代の

骨製剣が出土している (第7.H図 2)。 図に明らかなように、この場合には左右の細石刃の列は同じ面を見せるよ



うに嵌入されている。したがって嵌入の方法としては、左右に異った面を見せる場合と、同じ面を見せる場合が

あったといえるであろう (Gening,V.F.,Petrin V.T.1985)。

第 4節 荒屋型彫刻刀の分布一大陸と日本一

1。 日本

第 1次発掘の直後に発表 した予報 (芹 沢 1959)の 中では、日本列島における荒屋型彫刻刀の分布は北海道に 5

カ所、本州に 1カ 所の計 6ヵ 所にすぎなかった。 しかし44年後の現在では、北海道に51カ 所 (第 7.13図 )、 本州に

47ヵ 所 (第 7.14図 )、 計98ヵ 所におよんでいる。とくに北海道に分布の濃密な中心があり、西南日本にはほとんど

及んでいないことが明白となっている。

荒屋型彫刻刀の出土地

.北海道

浅茅野   猿払村

豊別 5   稚内市

モサンル  下川町

日進 2

札滑

名寄市

西興部村

タチカルシュナイA・ C

ホロカ沢 (遠間地点)

(7～ Hは 自滝遺跡群)

月風部台 2  白滝本寸

白滝37   白滝村

白滝32   白滝村

白滝 4 白滝村

置戸安住  置戸町

遠軽町

白滝村

23 みどり1  美幌町

24 上似平 。上似平 2  帯広市

25 落合    帯広市

26 空港南B  帯広市

27 空港南A  帯広市

28 大空    帯広市

29 暁     帯広市

30 札内N   幕別町

31 居辺17  上士幌町

32 東麓郷 1  富良野市

33 嵐山 2   鷹栖町

34 メボシ2  千歳市

35 祝梅三角山上層  千歳市

36 丸子山   千歳市

37 オサッ16  千歳市

38 柏台 1   千歳市

39 材木沢   赤井川村

40 曲川    赤井川村

41 都     赤井川村

42 峠下    倶知安町

43 狩太    倶知安町

44 立川    蘭越町

45 オバルベッ2 長万部町

8

9

10

11

12

13

14

15

16

17

18

19

20

21

22

88

増田

吉田

緑丘

置戸町

置戸町

訓子府町

吉井沢B  北見市

中本    北見市

北進    北見市

北上台地  北見市

常川    常呂町

広郷 。広郷 8  北見市

元町 3   美幌町



第 7章 考 察

美利河 1  今金町

神岡 2   今金町

トワルベッ 八雲町

第7.13図  北海道における荒屋型彫刻刀出土遺跡の分布

Fig.7.13.  Distribution of Araya burin in Hokkaido.
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第7.14図  本州における荒屋型彫刻刀出土遺跡の分布

Fig.7.14.   I)istribution of Araya burin in Honsyu,」 apan.
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2.シベリアと沿海州・サハリン

ノボシビルスクの考古学 。人類学研究所には、A.P.オ クラドニコフの発掘 したウスチ 。キャフタ出土資料が

所蔵されており、その中に第7。 15図 に示すような彫刻刀が 1点含まれている。背面の右側辺には細かい剥離痕が

並んでお り、その上端から左に彫刻刀面が刻まれている。腹面の下端、バルブのあった部分には、七面ほどの細

かい剥離が加えられており、日本の荒屋型彫刻刀に酷似 している。しかもその基部の先端部には、肉I長でも判る

ほどの磨耗痕が認められるのである。キャフタからは12,000年 BPと 測定された土器片 も出土 しており、この彫

刻刀が土器に伴つて出土 したものか、それ以前のものかは不明であるが、貴重な資料である。また、イルクーッ

クに近いヴェルホレンスカヤ・ガラーからは、第7.16図のような彫刻刀

が多く発掘されている。 1～ 3は 第 1層から、 4と 5は 第 2a層 から、

6と 7は 第 2層 から、 8は第3層 からそれぞれ出土したという。ロシア

ではこれらをヴェルホレンスカヤ型彫刻刀と呼んでいるというが、きわ

めてよく荒屋型彫刻刀に類似している。しかし両者を比較してみると、

ヴェルホレンスカヤには、 3・ 5。 7・ 8の ような彫亥J刀 の軸と彫刻刀

面の角度が直角となるトランスヴァース型が多く、さらに彫刻刀面が左

肩から右肩へ剥離されたものが少なくない (同 図5,7・ 8)と いう点で

ある。なお、加藤晋平 (1988)は 荒屋型彫刻刀の特色はトランスヴァー

0         2cm

第7.15図  ウステイ 。キャフタ

出土の彫刻刀

Fig.7.15。  A burin from

Usti Kiakhta,Siberia.ス型であると述べているが、それは事実ではない

1984年 の 6月 、アルタイのデニソヴア洞穴

発掘に参加 したあと、芹沢はイルクーツクに

ある古い教会の 3階 にあつた研究室で、ウス

チ・カレンガ出土の資料を実見する機会を与

えられた。ウスチ・カレンガは細石刃を主体

とする遺跡であり、おびただしい数の荒屋型

彫刻刀が伴出し、さらにジグザグの沈線文を

持つ尖底土器10個 ほどが復元されていたのに

は驚嘆したのであった。年代を聞いてみると、

大体8,000年前であろうということであつた

が、その後の年代測定によつてH,000～

12,000年 BPと いう結果が出ているので、ほ

ぼウスチ 。キヤフタの年代と同じと考えてよ

いだろう。

なお、アルタイのデニソヴア洞穴発掘中に

9D層から出土 した石器の中に、立派なバッ

クド・ブレイ ドと荒屋型彫刻刀それぞれ 1点

を見つけることができた。木村英明 (1997)

第 7.16図  ヴェルホ レンスカヤ 。ガラー 1遺跡か ら出土 した彫刻刀

(Aksenov,M.P.1980)

Fig.7.16.  Burins frorn Verkholenskaya Gora l,Siberia.



も1点 の荒屋型彫刻刀を図示している。H層 は15,000～ 12,000年 BPと 考えられている。これはシベリアにおけ

る荒屋型彫刻刀の分布の最西端の資料といってよいだろう。

つぎに揚げるのは、梶原洋によって集計されたシベリア・沿海州・サハリンにおける荒屋型彫刻刀の出土地名

とその分布である (第 7.17図 )。

1 ドルチャクB

2 ウシュキ

3 エ ンジャンッィ

4 ウスチ・ ミリ

第7.17図  シベリアにおける荒屋型彫刻刀出土遺跡の分布

Fig.7.17.   Distribution of Araya burin in Siberia.

5 ヴェルフネ・ トロイツカヤ

6 ジュクタイ

7  トゥムルール

8 レチョン・ノーヴィ

9 ウスチ・カー レンガ

10サ ンヌイ・ムィス

H クルラⅣ

12 クプリェーエフ・ルチェーイ

13 マカローワ

14 ソスノジヴィー・ボル

15 ヴェルホ レンスカヤ 。ガラー

16 スツジョーノイエ

17 ウスチ 。キヤフタ

18 グロマ トゥーハ

19 シェリェムジャ

20 イムチ ン

21 ソコル

22 ガーシャ

23 オーシポフカ

24 スボーロボ

25 ウスチノフカ

26 イーリスタヤ

27 ゴルバ ッ トカ

28 マラジ ョージナヤ

29 ヘ レウール

30 マ リタ

31 ッァリ 。デヴイツァ

４
２２額し
づ
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0    1    2    3mm

第7.19図  中国 。下川遺跡出土の彫刻刀 (王健他1978)

Fig。7.19. Burins from Xilchuln,China.

θ
°σ

第7.20図  中国および韓国における荒屋型彫刻刀出

土遺跡の分布

Fig.7.20.   Distribution of Araya burin in China

and Korea.

1 十八姑 (黒龍江省)

2 紅客 (黒龍江省)

3 嘆査 (吉林省)

4 東灰山 (河北省)

5 虎頭梁 (河北省)

6 油房 (河北省)

7 丁村柴寺7701地点 (山 西省)

8 柿子灘 (山西省)

9 固隆 (山 西省)

10 下り‖ (山 西省)

H 霊井 (河南省)

12 爪以 (江蘇省)

13 黒龍渾 (山 東省)

中国における荒屋型彫刻刀の分布は、黒龍江省・吉

林省 。河北省・山東省・山西省 。江蘇省にまたがって

いて、中国北東部に限定 されているようである (第

7.20図 )。 このような分布は、やはリシベ リアのバイ

カル湖周辺に濃密な分布が見られることに関連 してい

るのであろう。また、この地域に近い朝鮮半島では、

上舞龍里 (第 7.20図 14、 第7.21図 2・ 3)と 石壮里 (第

7.20図 15、 第7.21図 1)の 2ヵ 所から発見されているだ

けであり、きわめて稀であるといってよい。

4.ア リューシャン・アラスカ・グリーンランド

吉崎昌一は1962年 8月 から64年 4月 まで、C.S.チ

ャー ドの招きによつて招聘研究生として トロントに滞

在 した。 トロントに到着 して間もなく、アラスカの古

人類研究を専門とするW.S.ラ ーフリンが、アリュー

シャン列島のアナングラ島から採集されたという石器

と石片を持参して見てほしいというのであった。吉崎

がそれらを検討すると石核や剥片だけでなく、中には

彫刻刀の削片 (ビ ユアリン・スポール)が混じっていた。

さらに数日後、Wo N.ア ーヴィングが内陸アラスカで

発見したという1個の石器を吉崎に提示した。驚くべ

…
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|    |    |
第7.21図  韓国出土の彫刻刀 (Sohn Pokee 1993お よびCho卜bokyon 1989)

Fig。 7.21.   Burins from Sokchang‐ ni and Sangmuryong‐ ni,Korea.

きことに、それはまさに日本の荒屋型彫刻刀と同じ

ものであった。それまで、アラスカのケイプ 。デン

ピーから彫刻刀が発見されていたのだが、それらは

かなリアメリカナイズされた特殊な形態を持つてい

たのだった (第7.22図 )。

アジア的な荒屋型彫刻刀がアリューシヤンやアラ

スカから発見されるという事実が注目されはじめ、

チャー ドはアナングラ島の発掘調査 を計画 した。

1963年 の 2月 、R.ネ ルソン、A.マ ッカー トニー、

吉崎昌一の 3人 はアナングラ島の調査 に出発 した

が、のちにW.F.ラ ーフリンと地質学のR.F.ブ ラ

ックも参加 した。アナングラ島は南北が2.6bの小

さな無人島であり、樹木は 1本 も生えていない。問

題の遺跡は海抜18mの狭い舌状台地にあり、植生が

剥げて土が風に飛ばされた風食凹地がいくつも見ら

れた。その穴の一つから、吉崎は 3個 の彫刻刀をた

ちまち発見 したのだった (第 7.23図 )。 3日 目になる

と、30個 の彫刻刀が手元に集められた。

「地層は、地表にツンドラ植生がのっかっており、

浅い腐植上の下には白あるいは灰色の火山灰などの

火山噴出物が層をなして次々に重なっていた。台地

の奥の方にくるに従つて、地層の下半分はローム層

がかってくる。そして、こうした今まで遺物の発見

されたことのなかった古い火山灰層の下から炭化物

ヽ
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上段=ア ナングラ遺跡のピュリアン

下段=キ ャンパス遺跡のピュリアンとマイクロ。コア

第7.23図  アナングラ遺跡とキヤンパス遺跡出土石器

(是デ山奇。撃Lリキ1980)

Fig.7.23. Burins and rnicroblade cores from Anangula

and Campus,Aleutian and Alaska.
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列
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第7.24図  グリーンランド・パレオエスキモーの彫亥J刀  1・ 2 Sarquaq 3・ 4 Scoresbysound(」 .Meldgord 1952)

Fig.7.24.   Burins of Paleo― eskilno,in Greenland.

第7.25図  アリューシャン・アラスカ・グリーンランドにおける

荒屋型に類似する彫刻刀の分布 (1.Anangula
(ア ナングラ)2.Cape Denbigh(ケ イブ デンピー)

3.Campus(キ ャンパス)4.Sarquaq(サ ルクァク

5.Scoresbysound(ス コレスバイサウンド))

Fig.7.25.   E)istribution of bunins sirnilar to the Araya burin in

Aleutian,Alaska and Greenland.

や石器が見つかつたのである。火山灰はとこ

ろどころ途切れ、あるいは波打つたりしてい

るものの、それほど凍結の影響を受けていな

い感 じがした。

結局、この発掘でわれわれは住居址か貯蔵

穴と見られる直径約ニメー トルのビットを三

カ所確認 した。採取 した木炭片のC14測定と

火山灰の層序によって、遺跡の年代は八五〇

〇一一万年前ということになった。」 (吉崎昌

一・乳井洋-1980)

このようにして、アリューシャンおよびア

ラスカの西部には荒屋型彫刻刀にきわめて近

似する資料が分布 している事実が明らかにさ

れた。 しかも、それまでに知られていたケイ

プ 。デンビー型のアメリカナイズされた彫刻

刀の分布は、さらに東方に伸びてグリーンラ

ンドヘまでも達 していることが報 じられてい

る。アナングラの石器組成は多面体の石核 と

石刃、細石刃核と細石刃、スクレイパー、ナ

イフ、彫刻刀などであり、石材にはチャー ト、

黒曜石、緑色の磋質岩などであり、黒曜石は

ウムナク島のケープ 。チャガクから持ちこまれたものである。なお、チャガクというのはアリュート語で黒曜石

という意味であるという。特に注意すべきは、アナングラでは両面加工の尖頭器が見られないという事実である。

これまで発見されてきたアラスカの遺跡からは、必ずといってよい程両面加工尖頭器が出土している。したがっ

て、アナングラの石器組成は両面加工尖頭器を持つケイプ 。デンビー文化に先行するものであると吉崎は考えた

96
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のであった。おそらく約 1万年前にシベリアあるいはカムチャッカからアリューシヤン・アラスカヘ石刃・細石

刃・荒屋型彫刻刀を持つ文化が伝えられ、3,000年 BCあ たりに両面加工尖頭器を持つケイプ 。デンピー文化が発

達 し、さらに1,000年BCか らグリーンランドのサルクァク文化、さらに ドルセット文化が続いたのであろう (第

7.24図 )。 荒屋型彫刻刀の伝統はこのようにして、地球を半周するほどの足跡を印しづけているのである (第 7.25

図)。

第 4節 をまとめるに当つて、日本の北海道は横山英介、本州は鹿又喜隆、中国は鄭聰、韓国は柳田俊雄、シベ

リアは梶原洋、アリューシヤン・アラスカは吉崎昌一の手をわずらわした。記 して謝意を表するものである。

察
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荒屋遺跡は、新潟県北魚沼郡川口町西川口荒屋に所在し、信濃川と魚野川の合流点に近い河岸段丘上にある。

1958年 に芹沢によって第 1次調査が行われ、多数の細石刃核、細石刃、彫刻刀、彫刻刀スボールなどが出土し、

細石刃石器群の重要な遺跡であることが明らかにされた。さらに、この調査では土墳 1基が確認されている。

1988、 89年 にこの遺跡における細石刃石器群の内容、技術のあり方、第 1次調査で確認されていた遺構と遺跡

の性格を解明することを目指し、第 2、 3次調査が行われた。調査の結果、24基にのぼる多数の遺構が複雑に重

複して検出され、そのうち20基が精査された。主な遺構としては、竪穴住居状遺構 1基、焼土土墳 2基 (土壌 6、

14)、 深い掘り込みの長楕円形土墳 (土墳01)1基がある。

竪穴住居状遺構は、中央に長楕円形の炉跡を伴う。この遺構の掘り込みの埋土は焼土、炭化物、多量の遺物を

含み、複雑に堆積している。遺構のあり方から竪穴住居の可能性が高いと考えられる。2基の焼土土墳には焼土・

炭化物の層と砂 。シルト層が互層となって堆積しており、繰り返し火を焚いたことがうかがえる。1958年 に発見

された土墳 (土壊01)は、その全体が精査され、長楕円形の深い掘 り方をもつ遺構であることが確認された。こ

れらの遺構は、複雑に重複し、埋土も多数みられることから長期間利用された遺構群と考えられる。

出土遺物は、包含層、遺構から出土した細石刃5,590点 、彫刻刀626点、彫刻刀スポール8,365点 、細石刃核H

点、剥片・チップ77,362点 など、総数92,451点 にのぼる。このうち遺構埋土からは、細石刃1,349点、彫刻刀185

点、彫刻刀スポール2,249点 など豊富な資料が出土している。石器には、主に良質な珪質頁岩が用いられている。

定型的な荒屋型彫刻刀が多量に出土し、この遺跡を特徴づけている。また、彫刻刀スポールには、多数の接合資

料がみられ、その製作、使用状況が明らかになった。彫刻刀の使用痕観察の結果、骨・角を削る作業と皮をなめ

す作業が行われていたと推定された。エンドスクレイパーは、皮なめしに使用されたとみられる。多数の細石刃

は、この遺跡を特徴づける重要な資料である。使用痕が確認できるものは少ないが、特徴的なリタッチが施され

たものが多い。したがって、荒屋遺跡では、細石刃をはめ込む骨角器作りをふくめた活動が盛んに行われたと考

えられる。細石刃核がH点、その母型 9点、細石刃核製作の際に生じたファース トスポール18点、セカンドスポー

ル 9点 などが出土しており、この遺跡における細石刃製作工程を詳細に検討でき、湧別技法とホロカ技法が確認

された。

遺構や包含層における石器組成は、細石刃、彫刻刀、彫刻刀スポール、剥片が主体で基本的に変わらない。長

楕円形土墳 (土壊01)付近では、細石刃が多く、竪穴住居状遺構や焼土土墳 (土壌 6、 14)で は彫刻刀スポールの

方が多い傾向にあり、遺構の性格との関わりが考えられる。

遺構から出土した樹種には、カラマツやハンノキなどが含まれ、現在の中部地方高山地帯にみられるような冷

涼な環境にあつたと推定されている。また、同定された樹種の半数をキハダが占めるのも特徴である。出土した

植物種子には食用となるオニグルミが高い割合で確認された。遺構の年代推定のため、火山灰の同定と、遺構出

土炭化物のAMS法によるC14年代測定を行つた。 3a層上部で約13,000年前とされる浅間草津黄色軽石 (As―

K)が検出されている。また、遺構出土炭化物のC14年代測定の結果、竪穴住居状遺構 4g層 で13,690± 80年
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BP、 焼土土墳14の埋± 4p層で14,250± 105年 BP、 土墳 6の下層の焼± 4a9層 で14,150± HO年 BP、 長楕円

形土墳の最下層13層 で14,100± HOBP年 といつた測定値がえられている。したがって、本遺跡の遺構、遺物の絶

対年代は、約14,000年前に属すると推定される。

包含層から多量に遺物が出土する範囲は、調査区を大きく越えている。こうした多数の遺構と膨大な量の細石

刃と彫刻刀などの石器が出土し、豊富な動植物資源が安定して獲得されていることから、荒屋遺跡は、旧石器時

代後期終末の細石刃石器群が展開する時期の生活拠点であったといえる。そして、芹沢によって具体的に提示さ

れたように、本遺跡の細石刃にみられる規則的な細かい剥離痕のあり方から、ロシアやデンマークなどの骨角器

に嵌めこまれた細石刃との関連がうかがえた。また、本遺跡は荒屋型彫亥J刀 の基準遺跡であつて、シベリア・中

国などのアジア大陸の極東地域、さらにベーリング海をこえてアラスカにまで、広くこの石器が分布することか

ら、旧石器時代終末期における文化の拡散と日本民族の由来を考えるうえで極めて重要な遺跡といえる。
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The Araya Site

Report of the second and third term excavations, 1988-1989.

edited by prof. C. Serizawa and T. Sutoh.

The Araya site is situated at the junction of the Uono and Shinano Rivers in Kawaguchi Town, Kitauonuma

County, Niigata Prefecture (Figs. I and 2 .) . The Araya site, which was first excavated by Chosuke Serizawa in

1958, is well known as one of the representative Paleolithic sites associated with microblade culture. Excavations

during the first term revealed parts of pit features, as well as a lithic assemblage that served as a 'type industry'

for this period (Table I . ) . Finding archaeological features is very rare on Japanese Paleolithic sites. Thus, one of

the main purposes of the second (from August 16 to September 10,1988) and the third term excavations (from July

20 to August 13, 1989) was to investigate the overall characteristics of previously found features and the site struc-

tures including the relationships between the distribution of remains and features.

Squares excavated during the second and third terms ( 8 m east-west, lOm north-south) follow grid from the first

term (Fig. 4 . ) . A computerized provenience recording system with an optical distance meter, developed by the

Center for Archaeological Operations, Kyoto University, was used to piece-plot a total of. 6,162 lithic artifacts

(4,783 in 1988, and l, 379 in 1989) . They exhibited a general high-density distribution throughout the entire excava-

tion area (Fig.tZ) . The matrix was dry screened through 3 mm sieves with provenience control of one meter

square grid. Artifacts recovered in screens include microblades, burin spalls, and small chips. Water separation

was conducted in an attempt to retrieve plant and animal remains.

The stratigraphy at the site is as follows :

Stratum 1 : modern cultivated layer

Stratum 3 : a yellowy brown sandy silt

Stratum 5 : yellow brown sandy silt

Stratum 7: olive brown sand

Stratum 2 : transitional layer

Stratum 4 c : yellowy brown sandy silt

Stratum 6: dull orange sand

Stratum 8: terrace gravel layer

Artifacts in stratum 3 a and 4 c are considered in situ. Features were recognized at the top of stratum 4 c. The

Aira-Tanzawa tephra (hereafter referred to as AT, dated to approximately 25,000 years ago) is included in the upper

Layers above stratum 6 , and Asama-Kusatsu tephra (hereafter referred to as As-K, approximately 13,000 years ago)

is included in stratum 2 . Carbonized remains excavated from pit 01 , 6 ,14, and the pit-dwelling-like feature are

dated from AMS C14 13,600 to 14,250 years ago by Hiroyuki Kitagawa (Table 15.) .

A pit-dwelling-like feature and 22 pits (tg of which were completely excavated) were also found (nigs. O - g . ) ;

several features overlapped with one another. All of these excavated features extend in an east-west direction in

the central part of the excavated area. The fill within the features often contained blocks of sand, fragments of

burned soil, and/or charcoal allowing for clear identification in plan view. The pit-dwelling-like feature has a
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roughly round shape and has a dugout hearth at its center. The sides of the hearth were reddened and hardened.

The bottom was filled with several lenses of burned sand. The pit-dwelling-like feature was bisected and its

western half was excavated. The pits are from 38 to 320 cm in long diameter, and from 11 to 78 cm in depth (Table

I . ) . Their shape is variable from round to oval, elongated, and roughly circular. Deeper pits reached the top of

the river terrace gravel layer (below stratum 7 ) . Two pits yielded charcoal and burned soil lenses at the bottom.

The assemblage from the second and third term consists of microblades(N:5,590), microblade cores(N-ll),

spalls of microblade cores(N:zz), Blades(N:2), flakes(N:4,839), chips(N:72,523), cores(N:7), burins(N:

626), burin spalls(N:8,365), end-scrapers(N:tg), side-scrapers(N:5), drills(N:24), point(N:1), other

shaped tools(N:9), and retouched flakes(N:401). The total number is 92, sl(Tables l0 and 11.).

In terms of technological tradition, this microblade industry is distributed in northeastern Japan. It is marked by

the use of nodules to make flake tools and composite tools. Many burins were retouched along whole or mostly

whole dorsal surface and formed oblique burin facet on the left side of dorsal surface. These burins were named

"Araya burin" by Chosuke Serizawa. More than 400 burins were excavated in the first term. A total of 1, 000 bu-

rins were excavated from this site. Therefore, the Araya site is the largest site with microblades and burins in

Japan.

From the survey on the modern ground surface, we recognized that the distribution of lithic artifacts is wider

than the excavated area. Assemblages of pit-dwelling-like feature, pits, and cultural layers resemble each other.

Therefore, it appears that a wide area of the site was used for the same purpose. Furthermore, the distribution

demonstrates that lithic artifacts were displaced not only by humans, but also by natural forces.

Most plant remains are made up of woods and seeds. Many bits of burned wood were identified as Amur cork

trees (Phellodendronanurense Ruper.) . Other trees identified by Mitsuo Suzuki are those that grow in a cool tem-

perature zone. Many burned seeds were identified as Japanese walnuts Quglans ail.anthifulia Carr.) . Japanese wal-

nuts and other excavated seeds identified by Junko Yoshikawa appear to have been food sources.

Almost all of the lithic tools were made of hard siliceous shale that is assumed to have been transported from

western areas of the Tohoku region. Microblades were made using the Yubetsu and Horoka techniques. Micro-

blade cores were made using the Yubetsu technique after first being froms with the Sakkotsu technique. The

Yubetsu technique in this site is irregular because the striking platform of microblade cores is sloped after remov-

ing the first spall. The platform was made level by removing a ski spall (Fig.l21- 2 ). Many lithic tools were made

of flakes removed from microblade cores and their preforms (Fig.izt- I ). Side scrapers form the largest flake tool

type in the assemblage. While the second largest is end-scrapers, the third is burins, and drills are the smallest

flake tool category. Larger flakes were used to make side-scrapers and end-scrapers. Most of flakes removed in

this site were too small to make large flake tools. Despite the large quantity of microblades excavated on this site,

microblade cores were infrequent. Most microblade cores were apparently brought away from the site. Micro-

blades were retouched on the right side of the dorsal face and the right side of ventral face end. Retouched micro-

blades are thought to have been hafted in spears made of bone or antler. This interpretation is based on the analy-



sis of use-wear traces.

In total, 81 burins dentified out of 174 and 382 burin spalls out of 890 observed, had dentified use-wear traces

(Figs.128-131.).It is identified that most of burins were used to whittle bone or antler and to scrape hide by the

use-wear analysis. Some use-wear can be observed on half of all burins and burin spalls. Burins are infered to

have been mainly used for scraping dry hide. Burin spalls are assumed to have been mainly used to whittle bone or

antler. The cause of the different applications of burins and burin spalls is that edges used to whittle bone (or an-

tler) were more worn than edges used to scrape hide. In addition, some burins had two types of overlapping use-

wear polish. About 20Vo of microblades were used for various functions (Figs.l26, I27.) . Some of them were used

to engrave bone or antler. It was probable that a few microblades had traces that reflect hafting. End-scrapers

were used for scrape hide (Fig.132. ). Many lithic tools were used to process animal resources. Therefore, the peo-

ple who occupied the Araya site may have procured a large amount of animal resources.

Araya burins and similar types have been excavated from sites from Siberia to Alaska. They are also distributed

throughout the eastern region of Japan.

The Araya site is one of the most important sites for our understanding of human life during the final stages of

the Late Paleolithic period in northeastern Asia.
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第 1図版 荒屋遺跡位置 (1:50,000)

Fig.1.  Location of the Araya site.(1:50,000)
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9 (3918)

蜘
　

ｄ
〆
Ｌ

Ｌ

醐

ｎ

＝

＝

＝

＝

ｖ

7 (3947)

―

d

↓↓

〔ｄ

C

1土墳2,2～ 4土坂3埋±4k,5同埋±1,6～ 8同

埋±3,9～ 15同 埋±4

(11057)



[△ △
c `     ta       b

⌒ d   2 (11060)

//

C

ｈ
脚
Ⅲ
Ⅲ
Ｗ

gぎミ
==ア

ヽ d

///

a
(8582)

..3 (8667)

―

d

9 (8596)

Q>a 12 (8s86)

４
Ａ涵
胎
」
ヽ
ク

ｎ

Ы

＝

＝

、

∠
``:[]】

Iゞ二丞1) 浩666)

ｈ
Ⅲ

Ⅲ

囲

剛

酢

陛

14

⌒ d‖
1857→

・　
　
　
　
　
　
“

ｄ

Ｒ
鳳
Ⅲ
Ш
嗣
囲
聞
Ⅲ
ＩＩＩ
リ

⌒ emm

第 50図版 荒屋遺跡出土彫刻刀

Fig.50.  Burins(8).
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Fig.52.   Burins(10).
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Fig.53.  Burins(11).
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Fig.54.  Burins(12).
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Fig.55.  Burins(13).
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Fig.56.  Burins(14).
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Fig.57.  Burins(15).
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Fig.58.   Burins(16).
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Fig.60.   Burins(18).
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Fig.61.   Burins(19).
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Fig.62.  Burins(20).
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Fig.63.   Burins(21).

1 (8750)

5 (3621)

3 (3682+3681)

8 (8785)
7 (8752)

6 (3489)

11 (3597)

10 (8755)

1～ 11 3bl層

⌒ d

―
d



JJJJ

″
~ヽ

d

2 (3520)

5 (3602)

(2560)
ｄ

　

　

　

′
／

// //

∩
Ⅶ
鰍
馘

= 
d4(2274) ノそπttλ d

―
d

島

剛

劇

ψ

⌒ d
く≦奎墓≡≡

言玉le

e

第 64図版 荒屋遺跡出土彫刻刀

Fig.64.  Burins(22).

5cm

3 (3717)

6 (8358)

7 (3453)

―
d

9 (2450)

8 (3457)

11 (11026)

12 (3653)

⌒ d

10 (2414) ―
d

1～ 12 3bl層



//

ｈ
Ｈ

銹

駄
砂

脚

脇

・
     1 (3462)

―

d

///

第65図 版 荒屋遺跡出土彫刻刀 (23)

Fig.65.  Burins(23).
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Fig.66.  Burins(24).
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Fig.67.  Burins(25).
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Fig.68.   Burins(26).
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Fig.69.   Burins(27).
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Fig.70.  Burins(28).
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Fig.71.   Burins(29).
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Fig.72.   Burins(30).

ハ

4 (8453)

6 (8487)
8 (11046)

10 (3639)

9 (8483)

13 (8522)12 (8520)



_d30釧
ω

―

d
5 (11048)

C-, d 2 (e+to+esoa)

,4\----}e

盪

颯

隕

8 (8590)

⌒
∠

=ラ

フ"f
―

d

/

7 (8546) 9 (8465)

―

d

′   ld 10 0850

第 73図版 荒屋遺跡出土彫刻刀 (31)

Fig。73.  Burins(31).
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Fig。74.   Burins(32).
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Fig。75.   Burins(33).
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Fig.76.   Burins(34).
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Fig.80.    Drills excavated fronl the Araya site.
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Fig.84. Microblades(3).
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Fig.85。    h/1icroblades(4).
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Fig.86.  ⅣIicroblades(5).
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Fig.90.  A/1icroblades(9).
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Fig.91.   Microblades(10).
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Fig。92.   ⅣIicroblades(11).
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Fig.109.  Burin spalls(13).
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Fig.113.  Flakes excavated from the Araya site(1).
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Fig.116.   Flakes(4).
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